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１話　戦せん慄りつのブルマー







　朝のホームルーム前の１年10組の教室に来くる見み坂ざかつみきと鏑かぶら城ぎ哲てつ道みちがやってきて、何かと思ったらつみきが詫わびを入れた。

　控ひかえめに言っても一ひと悶もん着ちやくあったわけだし、それで水に流してしまえるというものでもないだろうが、つみきのことは未み来らい永えい劫ごう、何があっても絶対に許さないと心に決めるほど、10組の面々は頭が固くない。

　いつか仲よしになれるのか。それはどうかわからないが、つみきが同じことを繰りかえしたりしなければ、時間が解決してくれる部分もなきにしもあらずだろう。

「というわけでっ、これからも、よろしく！　あと、皆みな人とくん。つみき、力をコントロールできるように、がんばるから──ちょっとだけでいいから、また、だっこしてね」

「ああ、うん。それはいいけど」

　花はな咲さき皆人は深く考えずに軽い気持ちで答えたのだ。そうしたら、歌うた野のくびれがものすごい勢いで椅い子すから立ちあがって、

「い、いいんですかぁっ!?　それっ!?」

　皆みな人とはくびれの剣けん幕まくに驚おどろかされた。というか、若干引いた。

「……な、なんで？　おれのいとこも、よく抱きついてきたりするし、やっぱそういうのって、人間には必要なのかなーと思って……」

「幼い子供とは違うでしょう？」

　清せい浄じよう院いんマリカが隣の席から頬ほお杖づえをついて送ってくる視線の冷たいレーザービームが、皆人を貫つらぬいている。

「欧おう米べい人じんでもあるまいし、恋人同士でもないのに抱きあうのは、問題があると思うけど。それとも、その子とそういう関係になりたいの？」

「いや、べつにおれは……」

「ぐがががごががががおぐがあががぐああごごごがあががぐぐぐごごが」

　ポテットプップスもり塩味を食べまくっている真ま田た部べ司つかさの眼鏡が、ギランッと光る。何だろう、この得体の知れない威圧感プレツシヤーは。正直、こわい。

「べつに、おれは、何？」

　つみきが皆人の机に両手をついて、顔を近づけてくる。それから首をかたむけて、

「そんなふうには考えてない？　いいよ、今はまだ。ちょっとずつで。つみき、あきらめないことに決めたし、焦らないから」

　教室が騒そう然ぜんとなった。

「いや、だからっ──」

　皆人は言いかけて、まばたきをした。携帯電話だ。マナーモードにしてある携帯電話が震ふるえた。メールが届いたらしい。差出人は、さかまろ。９組の日ひ隅ずみ逆さか麿まろだ。いろいろあったが、今はまあ、メル友みたいな間柄なので、逆麿からメールがくること自体はべつにめずらしくない。でも、何か変だ。

　まず、件名が「Re:」というのは、逆麿らしくない。

　逆麿のメールは文面がとても丁てい寧ねいで、件名も「ご壮そう健けんでいらっしゃいますでしょうか日隅逆麿です」とか「ご機嫌いかがでしょうか日隅逆麿です」とか「たびたびのイーメール申し訳ありません日隅逆麿です」といった具合に、だいたい、というか毎回、常に、礼儀正しいのだ。

　胸むな騒さわぎがした。皆人はメールを開けてみて、息をのんだ。

　本文は、短い。

　たった一行。それも、四文字だ。



　たすけて



「……これって」

「どうしたの？」

　つみきがのぞきこんできた。

「──たすけて？」

「助けて？」

　マリカが柳りゆう眉びをひそめ、つみきに向かって投げつけようとしていたスリッパをどこかにしまった。あのスリッパは、いったいどこに隠かくしてあるのか。

「それは誰からのメールなの？　……もし訊きいてよければ、だけど」

「ああ、うん」

　皆みな人とはうなずいて、なんとなく携帯電話のディスプレイを指でぬぐった。

「逆さか麿まろから。何だろ。助けて、なんて」

　おかしい。相談事のメールは毎日のようにくるが、こんなメールは初めてだ。すごく焦って出したメールのようにも思える。

「……ひょっとして、何かあったのかな。おれ、ちょっと行ってくる」

　皆人が席を立つと、灰はい堂どう茂しげるがピンピンに逆立っている髪の毛をさわりながら、

「行くっておまえどこ行くんだよ。もうすぐ静しずか先生くる時間じゃねえかッ」

「そうなんだけど、気になるし。９組に行って、逆麿がいるかどうかだけ確かめてくる」

「じゃ、つみきも」

　とつみきが言うと、くびれが即そく座ざに手をあげて、

「あ、あたしも行きます！」

「りゆもいこっかなー」

「りゆが行くのなら、きゆも行くことになるかんじですね。当然のことながら」

　百もも地ち姉妹が同時に椅い子すから立ちあがると、大おお鳥とり幸こう子こが跳とびあがるようにして、

「それだったら、こーこも、こーこも！　マリカちゃんも行こっ！　親友同士だから、あの世まで一緒だよっ！」

「……い、いいけど」

　マリカはちょっと気け圧おされたように首を縦に振った。見れば、真ま田た部べ司つかさもポテットプップスもり塩味を食べまくりながらついてこようとしている。

「ぼくも行こうかな」

　と神じん幻げん次じが微笑ほほえんで言うと、

「何だ何だァ？」

　茂が、ヘッ、と親指で鼻をこすって、

「しょうがねえ。俺も行ってやるか。やっぱ俺が行かねえと話が始まらねえだろうし？」

「え、えと……」

　霜しも山やま映うつるがひっそりと挙きよ手しゆした。

「ぼ、僕も、行こうかなぁーなんて思ったりして……い、行っていいかな、いいとも、みたいな。うわ、寒っ。ご、ごめんなさい、いやでも、誰も聞いてないかな……？」

「おまえたち……」

　学級委員の荒あら浪なみ叶かなえがため息をついてみせて、

「何を考えてるんだ。今から教室を出て９組に行くなんて、非常識にも程があるぞ」

　傍らに立てかけてあった木ぼく刀とうをつかんだ。

「やむをえないな。わたしが同行して監督しよう」

「ロボーッ！」

　目をピカァーッと光らせて、なぜかロボモード継続中のオッサンが、両りよう腕うでを曲げて胸を反そらせるロボ・ポーズをとった。

「テッチーも！　きて！」

　つみきにそう言われて、教きよう卓たくの脇わきにしゃがんでいた鏑かぶら城ぎが、

「はいはい……」

　とだるそうに立ちあがった。

「結局、全員……」

　皆みな人とは、まあいいか、と呟つぶやいて10組の教室を出た。

　クラスメート＋αをぞろぞろ引き連れて９組の教室の近くまで行くと、出入口のドアが外れて廊ろう下かに倒れていた。何か大きな物音や入り乱れる複数の声も聞こえる。

「おいッ！」

　茂しげるが顔色を変えた。

「見るからになんか起こりやがってんぞッ！　喧けん嘩かかッ!?　内ない紛ふんかよッ!?」

　９組はかつて、日ひ隅ずみ逆さか麿まろの《億万長者の憂鬱ビリオネア・ブルー》の能力──というか財力によって支配されていた。

　でも、10組との限定戦リミテツドに敗れて、逆麿の権勢はいくらか衰おとろえたみたいだ。

　そうはいっても、他にクラスをまとめようとする者がいるわけでもなくて、逆麿の金をあてにしている生徒たちと少数の逆麿を慕したう生徒たちの逆麿派、そして、反逆麿派とまではいかない、逆麿と距離を置く無む派は閥ばつの生徒たちに、大きく分かれていたらしい。

「誰かが逆麿を追い落とそうとしてるのか……？」

　皆人は、だが、どうも釈しやく然ぜんとしない。

　９組の状況は、逆麿が毎日よこすメールでだいたい把握している。実力行使で下げ克こく上じようを狙うような者が９組にいるとは思えないし、だいたい、もう逆麿には９組を取り仕切る意欲がない。もし誰かが９組を欲すれば、今の逆麿なら喜んで差しだすだろう。自分自身で築きあげた金権政治を脱することができなくて、逆麿は苦しんでいるのだ。

「違う！　きっと何か大変な、とんでもないことが起こってるんだ……！」

　皆みな人とは脚あしを速めて９組の教室に駆かけこんだ。

　唖あ然ぜんとした。

「え……………………」



　　　　　　　　　★



　何が、いったい何が起こっているのか、これは、何が。

　馬うま面づらでハの字眉まゆで異様に黒目が小さい男と、目が逆三角形で常じよう人じんの倍はありそうな逞たくましすぎる顎あごをした男が、教室の真ん中で激しい立ち回りを演じている。

　馬面は三さん枚まい田だヒロシ、三十人病院送りにした程度の能力《震える打撃トレモロブロー》の持ち主で、顎がすごいほうは十人病院送りにした程度の能力《大顎のドレッドドレツドジヨー》を持つ一いち乗じよう寺じドレッド、二人とも９組の生徒だ。

「うらうらうらうらうらうらうらうらうらうらぁぁぁぁぁ……！」

　三枚田が一乗寺に鉄てつ拳けんを見舞う。ストレート。フック。アッパー。フック。ストレート。とにかくパンチ、パンチ、パンチの連打。すさまじい高速ラッシュだ。

「ぐっ！　ごっ！　ぼぁっ!?　うごぉぁがっ……!?」

　一乗寺はよけられない。三枚田のパンチは速すぎる。正確すぎる。ほとんどのパンチがクリーンにヒットしている。その顔面はボコボコだ。ボディーにもだいぶもらっている。足あし許もとがふらついている。

「どうした、ステーキ野郎！」

　三枚田はここぞとばかりに攻めたてる。

「ステーキばかり！」

　右みぎ頬ほおにパンチ。

「食ってやがるから！」

　左頬にパンチ。

「てめえは──」

　そして、とどめの顎にアッパーカット。

　ひょっとして、一乗寺はそれを待っていたのか。

「ステーキッッッ……！」

　一乗寺が、ガバァッ──と、大きく口を開ける。

　三枚田の右みぎ拳こぶしが、吸いこまれるようにその口の中に飛びこんだ。

「げえっ……!?」

「アァァァングッ……！」

　一いち乗じよう寺じは三さん枚まい田だの右みぎ拳こぶしを食べた。

　いや、いくらなんでも食べるのは無理だろうが、そんなふうに見えた。というか、食べようとしている。

「アグアグアグアグアグッ」

「うげえっ、や、やめろ、この野郎！　はっ、離せ、俺の手……！」

「ウガウガウガウガァー」

「て、てめえっ」

　三枚田は左の拳で一乗寺を殴なぐる。殴りまくる。それでも、三枚田は一乗寺の右拳をアグアグ、ハグハグしつづける。

「な、何だこれェーッ!?」

　茂しげるが皆みな人との後ろですっとんきょうな声をあげた。

「つ、つーか──」

「地じ獄ごく絵え図ず……」

　マリカがぽつりと呟つぶやいた。

　まさしくそのとおりだ。

　一乗寺と三枚田だけじゃない。教室のそこらじゅうで、９組の生徒たちが殴りあったり蹴けりあったり取っ組みあったりしている。

　一番派手にやりあっているのは間違いなく一乗寺と三枚田だが、腕うでが妙みように長くてほぼ同じ顔をしている苦く能のう三さん兄きよう弟だいの素ス手テ喧ゴ嘩ロもなかなかすごい、というか、ひどい。まるでボスの座を巡めぐって争う猿さるみたいに飛び跳ねながら、組んずほぐれつしている。それから、金髪で長いスカートを穿はいている厳げん城じようクリスチーナが、ゴリラみたいな巨きよ漢かん、大おお南みなみ大だい貫かんを鞭むちでがんじがらめにしている光景というのも、ある意味、壮そう観かんだ。

　だけど、やっぱりおかしい。

　一乗寺と三枚田はともかく、苦能兄弟はとても仲のいい兄弟なのだ。

　逆さか麿まろのメールによると、苦能兄弟はあれでけっこう苦労していて、下に小さい弟や妹が大勢いる。両親がいなくて、とても裕福とは言えない祖父母の家で暮らしているのだが、あの三人は幼い弟妹たちを養やしなうために、恐きよう喝かつや盗ぬすみなどの犯罪行為に手を染めるようになったのだという。それ自体はもちろん、褒ほめられたことじゃない。でも、少なくとも身内思いではあるはずで、あんなふうに血で血を洗うような大おお喧げん嘩かをするなんて変だ。ありえない。

　厳城も、親の借金だか何だかで、どうしても金が必要な事情があって逆麿に与くみしたらしいが、もともと昔むかし気質かたぎの不良少女みたいだ。むやみに暴力を振るったりするような女の子ではないと、逆麿はメールに書いていた。

　そして、大貫。

　逆さか麿まろが唯一、名字ではなくて下の名前で呼んでいる大だい貫かんは、逆麿の幼おさな馴な染じみで、見た目とは裏うら腹はらにすごく気のいい男らしい。

　大貫の父親も異常なお人ひと好よしで、頼まれると見知らぬ人にでも金を貸してしまう。おかげで大貫の家は何度も苦く境きように陥おちいり、そのたびに逆麿が救ってきた。大貫は逆麿に恩義を感じている。大貫だけは何があっても逆麿の味方で、絶対に裏切らない。逆麿がけしかけなければ、虫も殺さない男のはずなのだ。

「日ひ隅ずみ」

　と、幻げん次じが、彼にしては険しい表情で言った。

　幻次が指さした方向に目をやる。窓まどのほうだ。教室の窓が開け放たれていて、一人の女子生徒が窓枠に腰こしかけている。

　その足あし許もとに、ベートーベンみたいなヘアスタイルの逆麿が、床にだらしなく両りよう脚あしを投げだして、座っていた。

　うなだれている。

　ぽた、ぽた、と顎あごからしたたる液体は──血、か。怪け我がをしているのか。

「……逆麿！」

　皆みな人とは逆麿に駆かけよろうとした。でも、相争っている９組の生徒たちが邪魔だ。

「くっそ！　なんでみんな、喧けん嘩かなんかしてんだよ！　やめろよ！」

「花はな咲さき」

　袖そでを引かれた。司つかさだった。

　皆人のそばにいるせいで、なんでも食べられる程度の能力──というよりも、なんでも食べずにはいられない《大食らいメガイーター》の能力が抑よく制せいされて、ふだんより小さくなっている。司はぶかぶかの眼鏡を押しあげながら、

「花咲の力なら争いを止められるはず」

「そっか！」

　皆人は近くにいた９組の男子生徒の腕うでをつかんだ。男子生徒はこっちを見て、

「ハァァァ!?　んだこらァッ!?」

「あれ……？」

　なんでだ。

　37センチよりも接近すれば、皆人の人をなごませる程度の能力《平和主義者ラヴ＆ピース》が作用するはずなのに、男子生徒は憎にく々にくしげな目で皆人を睨にらみつけて──

「コロス……！」

「あだっ」

　殴なぐられた。頬ほおを、思いっきり。

　尻しり餅もちをついた皆人を、男子生徒は蹴けっ飛とばそうとする。

「ごらぁぁっ！」

「《不思議な壁ワンダーウオール》……！」

　間かん一いつ髪ぱつ、幻げん次じが壁かべを作って守ってくれなければ、皆みな人とはさらに痛い目に遭あわされていただろう。

「お、おれの力が……効かない？」

「──つみきの皆人くんに……っ！」

　つみきが幻次の壁を回りこんで男子生徒に飛びかかった。

「何するの！　このあんぽんたん……！」

「ぶおっ……！」

　つみきにさわられただけで──いや、さわってはいない、つみきの手がふれそうになるだけで、男子生徒はビョーンと吹っ飛ばされた。

　誰もさわることができない能力《神聖積木崩し少女セイクリツドメイデン》。私し立りつ天てん命めい学がく園えんの通つう称しよう・能のう開かい──能力開発部による総合判定Ｂを誇ほこるつみきの力は、ダテじゃない。

　くびれが小声でぶつぶつ呟つぶやいている。

「……どさくさに紛まぎれて、自分のもの呼ばわりした。自分のものって。どさくさに紛れて。許せないです、断じて。これはもう、呪のろうしか……」

「なぜ」

　司つかさは腕うで組ぐみをするというよりも自分の身体からだをぎゅっと抱きしめて、考えこんでいる。

「花はな咲さきの力が効果を及およばさないなんて、そんなはずは」

「くっくっくっくっ……」

　窓まど枠わくに座っている女子生徒が笑いだした。

「あーははははははは」

「おいッ、おまえら気をつけろよッ」

　茂しげるが顎あごをしゃくって女子生徒を示し、

「あれは典型的な悪役の笑い方だッ！　あんな笑い方するヤツはろくでもねえって、太たい古この昔から決まってやがんだよッ！　声が低めなわりに、顔はそれなりにかわいいっぽいけどなッ！　いや？　それなりっつーか、かなりかわいいか……ッ!?」

「もおッ、シゲくんってば！」

　幸こう子こはぷんすかしている。

「すぐハワイかどうかで人を判断するんだからっ！　そういうのってよくないよっ！」

「俺はハワイの話なんざこれっぽっちもしてねえよッ！　だいたいハワイかどうかでどうやって人を判断するんだよッ！　そもそもハワイかどうかって何だッ！　俺はかわいいっつったんだろ！」

「こーこ、カバディなんてやったことないもんっ！」

「そいつは奇き遇ぐうだなッ！　俺もねえよッ！」

「カバディ知らないくせにカバディを語らないでよ、シゲくんのカバっ！」

「サッチンこそ、カバディやったことねえくせにカバディ語るなとか言ってんじゃねえよ、カバッ！」

「かばーかばー」

　りゆが茂しげると幸こう子こを指さして、けたけた笑う。

「かばがいるよー。ねー。きゆー。かばがいるねー」

「そうですね、りゆ。かばがいますね。本当にかばですね。ちなみにりゆはとんでもなくかわいいですよ」

「きゆもかわいいのー」

「……花はな咲さき……皆みな人と」

　と、逆さか麿まろが顔を上げた。

「……す、すま……ない……花咲……」

「逆麿」

　皆人は唇くちびるを噛かんで、窓まど枠わくに座っている女子生徒を睨にらみつけた。

　女子生徒は逆麿の肩かたを踏ふみつけて、脚あしを組んだ。

　あの女子、なんで──あんなことして、何が、どうして、そんなに楽しいんだよ。

　不思議なくらい、心の底から楽しくてしょうがないといった笑顔だ。

「ねえ。きみたちは、何？　どこの生徒？」

「10組だよ」

　皆人はそう答えながらあとずさりしそうになって、ぐっとこらえた。

　あいつ、こわい。

　不気味だ。

　顔だちはたしかに茂が言うとおり、ずいぶん整っていてかわいい。この世の誰よりも美しい程度の能力の持ち主であるマリカほどじゃないが、下手をしたらテレビで見かけるアイドル歌手なんかよりもずっとかわいいかもしれない。よく見ればかわいいのに、なぜかそういう印象をあまり受けない。

　どこかちぐはぐなのだ。

　たとえば今、彼女は笑っている。でも、どういうわけか、楽しそうではあるのに、笑っているように見えない。たぶん、彼女がどんな表情を浮かべたとしても、それは本物には見えないだろう。まったく別の本心を隠かくしているように見えるだろう。

　彼女のたたずまいはどこかいびつで、見る者を不安にさせる。不快感さえ与える。

　寒気がする。

「ああ、10組」

　声も薄うす気き味みが悪い。女子生徒は逆さか麿まろの肩かたをぐりぐり踏ふみにじる。

「そうなんだ。で？　何？　９組に何か用？」

「とりあえず、足をどけろよ」

「命令されると、逆らいたくなっちゃう性分なんだよね」

「……ぐぅっ……！」

　逆麿が呻うめく。女子生徒が足で逆麿を痛めつけているのだ。

「やめろ……！」

　皆みな人とは叫んだ。

「逆麿、今、助け──」

「待って、皆人」

　幻げん次じが皆人の肩をつかんで前に出た。

「もしかして、これはきみの仕業なのかい」

「ぷっ……」

　女子生徒は噴ふきだして、

「そうかもね？　だとしたら、何？」

「……どういう能力？」

　司つかさがそっと首をひねった。──能力。

　そうか。天てん命めい学がく園えんの生徒なら、必ず何らかの能力を持っている。当然、あの女子生徒も何か持っているはずだ。彼女はこの前まで９組にいなかった。彼女が現れて、この異常な状況になったのだとしたら、彼女の能力が関係していると考えるのが妥だ当とうだろう。実際、彼女は幻次の問いかけに対して否定しなかった。

　だけれど、いったいどうしたら、こんなことになってしまうのか。

「言っとくけど」

　女子生徒は両手をちょっと持ちあげて、お手上げ、とでも言わんばかりのポーズをとってみせた。

「こうなったら、誰にも止められないよ？　止めるつもりもないけどね？」

「──うおっしゃらああぁぁぁ……！」

　三さん枚まい田だが渾こん身しんの力をこめて一いち乗じよう寺じの脳のう天てんに左ひだり拳こぶしを振りおろし、同時に一乗寺が三枚田の右拳を口から離して、三枚田の首に噛かみついた。

「ステェェェーキッッッ……！」

「フンガーッ……！」

　大だい貫かんが力ずくで鞭むちを振りほどき、厳げん城じように張り手を見舞う。

　張り手を食らう寸前に、厳城は大貫の首筋にハイキックを叩たたきこんだ。

「しゃあああああぁぁぁぁぁ……！」

　苦く能のう三さん兄きよう弟だいが絡みあったまま窓まどに突っこみ、ガッシャアアアンと割って外に飛びだしていった。

　相あい討うちになって、双方のびている生徒がいる。動かなくなった生徒に馬乗りになって、まだ殴なぐりつづけている生徒もいる。ひどい。

　ひどすぎる。

「……ハッ」

　茂しげるが教室を見まわした。

「カモミールがいねえッ……!?」

「……カモミールは……ここ……」

「う、上かァッ!?」

　見上げると、白いマスクをした二ふた林ばやし鴨かも美みが天てん井じようにしがみついていた。──って、しがみつけるものなの？　天井って？　虫とかでもあるまいし。よくわからないが、とにかく鴨美は天井から茂を見おろしている。

「……カモミール……いつものように朝から茂くんを見つめて……それから教室にきたら、すでにこんなふうになっていたの……」

「い、いつも見てんのかよッ、俺のことッ!?　ねえッ、どこでッ!?　どこから見てたんだよッ!?　俺、ぜんぜん気づかなかったけどッ!?」

「……いつものように、茂くんの寝室から……」

「部屋ですかァッ!?　自宅の中まで入りこまれちゃってるッ!?　マジでッ!?　俺の寝姿とかも見られちゃってるわけッ!?」

「……カモミール、やっぱり茂くんのすべてを受け止めたいから……」

「いやちょっと待ってッ!?　ほら、部屋の中だと他ひ人と様さまにはとてもお見せできないアレなアレとかもあるわけだしッ!?　俺も健康な高校生男子なわけだからッ!?」

「……カモミール、気にしない……それも茂くんだから……」

「愛だね」

　と幻げん次じが感心したように言うと、幸こう子こが両手でドンッと茂の背中を突いて、

「シゲくんのシャカーっ！　フケツっ！　ヘンタイっ！　露出教徒っ！」

「──なんで俺が不潔で変態なんだよッ！　つーか、露出教ってどんな宗教ッ!?　そんで教祖は釈しや迦かかよ、アホかッ！」

「カモミール」

　皆みな人とは思わず鴨美をカモミール呼ばわりしてしまった。

　まあ、いいか。

「あの子はいったい、９組のみんなに何をしたんだよ？　ていうか──あの子、誰？　たしか、９組にいなかったよね？」

「……カモミール、質問には一つずつしか答えられない。なぜなら……カモミールには、口が一つしかないから……」

「あ、ごめん」

「……嘘うそ」

「えっ。口、一つじゃないの!?」

「……冗談。カモミール……口は、一つだけ……くくっ……くくくっ……くくっ……」

「話がさっぱり進まねーなー……いいけど」

　鏑かぶら城ぎがだるそうに言った。まったくだ。

「まず……」

　カモミールは女子生徒をゆらりと指さした。

「あの子は……９組の生徒。入学初日に……無期停てい学がくの処分を受けて……今日が二度目の登校……だから、あなたがたが、あの子を知らなくても……しょうがない……」

「無期停学」

　マリカが呟つぶやいて目を伏ふせ、形のいい顎あごをほっそりした指でつまんだ。

　生徒の自主性が重んじられていて、自由な校風の天てん命めい学がく園えんでは、よっぽどのことをしでかさないと、無期停学なんていう処分は下されない。

　つまり、そのよっぽどのことを、あの女子生徒はしたということだ。

「あの子が、何をしたかは……カモミールが教室にきたときは、もうこうなってたから、見ていないけど……」

　カモミール、いや、鴨かも美み、いやまあ、もうカモミールでいいか、カモミールは、重大な秘密を告げるような口調で言う。

「あの子は……仙せん宮ぐうイラカ」

「せんぐう、いらか」

　皆みな人とが鸚おう鵡む返しに言うと、仙宮イラカがふくみ笑いをした。

「初めまして、１年10組のみんな。仙宮イラカでーす。よろしくね？」

　まるでイラカの挨あい拶さつにあわせたように、三さん枚まい田だと一いち乗じよう寺じが、そして、大だい貫かんと厳げん城じようが、折り重なるようにして倒れた。

　９組の教室の中で立っているのは、もう皆人をふくめた10組の面々とつみきと鏑城だけだ。イラカは窓まど枠わくに座っているし、カモミールは天てん井じようにしがみついているから、立っているとは言えない。

　全滅。

　９組の生徒が、ほぼ全滅した。

　これを、イラカが一人でやったというのか。どうやら、そうらしい。何をしたのか。

「ふふふふふふっ」

　イラカは笑う。逆さか麿まろを踏ふみつけ、白い喉のどを見せつけるようにして、笑う。

「あーははははははははははははっ」

「──なんにしたって！」

　皆みな人とは駆かけだした。幸か不幸か、９組内の騒動というか争乱は収まっている。今なら皆人を邪魔する者は誰もいない。

「まずは逆麿を助ける！　話はそれからだ……！」

「この僕に挑いどもうなんて」

　イラカが窓まど枠わくからひょいと飛び降りて、皆人の前に立ちふさがった。

「身の程知らず」

「身の程もへったくれもあるかよ！」

　皆人はイラカに詰めよった。

「おれが！　おまえを！　なごませる……！」

「っ……!?」

　イラカは戸と惑まどったようだ。

　それはそうだろう。皆人は殴なぐりかかるわけでも、飛び蹴げりをぶちかますわけでもない、ただイラカに接近したのだ。37センチ以内の距離にとらえることができさえすれば、皆人の能力《平和主義者ラヴ＆ピース》が勝手に作用して、イラカをなごませてしまえる。

　皆人はイラカの顔に右手を突きつけるような体勢で止まった。

「どうだ……！」

「──これは……」

　イラカは目を瞠みはった。

「この、力は」

「どうやったのか知らないけど、もう誰も傷つけさせない！　そんな気も起こらないようにしてやる！」

「ふふっ」

　イラカが笑い声をもらした瞬間、皆人は何かを感じた。

　寒気に似ているが、ただの寒気とは違う。身体からだの中、奥底で、何かが動いたような、無理やり動かされたような感覚。それはきっと、動いちゃいけないものだ。動かされてしまったら、やばいことになる。

「おもしろいね」

　イラカは皆人の右手首を右手でつかむ。とけない氷みたいに冷たい手だ。

　また皆人の中で何かが動こうとする。

　何だよ、これ。気持ち悪い。吐はき気けと頭痛と腹痛がぜんぶ一緒くたになって頭の中で渦うず巻まいているみたいな。

　一言でいうと、耐えられない。

「すごく、おもしろい」

　イラカは皆みな人との右手首を握っている右手に、左手を添えた。

「ねえ。どんな気分？　教えてほしいな？」

「──どんな、って……」

　唾つばを吐きたい。というか、イラカの顔に唾を吐きかけたい。

　どうしてそんな、ひどいことを。いや、たしかにイラカはひどいことをしたのに違いないけど。それにしても、女の子の顔に唾を吐きかけるなんて。でも、そうしたいのだ。したくてたまらない。

　虫むし酸ずが走る。

　反へ吐どが出る。

　めちゃくちゃにしてやりたい。

　今まで生きてきて、一度も味わったことがない。

　何なんだ、この気持ち。

「……すっげー、気分悪いよ。なんでか知らないけど」

「それだけ？」

「それだけって」

「ふうん。たったそれだけなんだ。すごいね」

「え？」

「僕の力をまともに浴びて、それだけなんて、すごいよ、きみ」

「な──」

　皆人はまばたきをする。

　僕の力？　これが？　イラカの力？　どれが？　ていうか──僕？　司つかさも、自分のことをボクという。でも、あれとは何か違う気がする。

　いびつな感じ。

　皆人はイラカの身体からだを見る。

　脚あしは細くてきれいだ。でも、ただ細いだけじゃない。わりと筋肉がついている。そうだ。イラカはスレンダーに見えるが、違うのだ。

　女子の制服を着ていて、髪型も女子のそれで、化け粧しようまでしている、とてもよく似合っている、ただし、胸が平べったい。

　女の身体つきじゃない。

「……おまっ──男……？」

「それは重要なこと？」

「え、や、重要とか、そういう……」

「どうでもいいでしょ。僕が男だろうと、女だろうと。僕はしたい格好をして、したいことをする。それだけだよ」

「っ……」

　何だ。やばい。本当にやばい。頭にくる。腹が立ってしかたない。しばきたい。イラカのすべてがむかつく。むかつくなんてものじゃない。

　憎にくい。

　ひょっとして、イラカに親でも殺されたんじゃないか。もちろん、そんなわけがないのだが、そんなふうに錯覚してしまうくらい、イラカのことが憎たらしくて憎たらしくてしょうがない。

「いい顔」

　イラカが、にやあ、と笑う。なんて邪じや悪あくで、かわいらしくて、おぞましい表情なんだ。

「いいよ？　かかってきて？　僕を殴なぐりたいんでしょ？　ぐちゃぐちゃにしたい？　やってみれば？」

「……しねーよ」

　皆みな人とは歯を食いしばる。だめだ。抑おさえろ。この感情は自分のものじゃない。きっとイラカの能力だ。憎ぞう悪おをかきたてる。そんな力があるのか。どんな力だってないとは言えない。この学校には変な力の持ち主が大勢いるし。

「しねーよ。おれは、おまえを殴ったりしない。殴りたくない」

「我が慢まんは身体からだによくないよ？　ああ、きみの名前は？」

「……花はな咲さき、皆人」

「皆人か。いい名前だね。きみの能力は？」

「うるさい」

「教えてよ。ねえ」

「黙だまれって！」

「黙らない」

「やめろ！　それ以上、近づくな！」

「いやだよ」

　イラカはぐっと顔を近づけてくる。

　あーだめだマジでもうやばい、やばすぎる。本格的にぶん殴りたい。あのきれいな顔を爪つめで引っかいて、傷だらけにしてやりたい。目がくらむ。

　──おれ、こいつ、嫌いだ。

　こんなふうに人のことを思うのは、生まれて初めてかもしれない。

　こいつのことが、どうしようもなく大っ嫌いだ。

「僕はね」

　イラカは皆みな人との手首から手を離した。かわりに、皆人の頬ほおを指先で撫なでる。

「憎にくしみにゆがむ醜みにくい顔が大好き」

「──よせっ！」

　皆人は我が慢まんできなくなってイラカの手を振りはらった。

　くそ。くそ！　くそ……！

　もうイラカだけじゃない。何もかもが憎たらしくてしょうがない。すべてぶち壊してしまいたい気分だ。

「なんて……なんて能力なんだ……！」

「どうも、皆人、きみと僕とは正反対みたいだね」

　イラカはうっとりと目を細めて、

「きみのそばにいると、すっごく気持ちいい。心が洗われるっていうの？　そういう感じ。なんていう能力？」

「おまえには言いたくないっ！　おまえにだけはっ！」

「じゃ、日ひ隅ずみに訊きくからいいよ」

　イラカは振り返りざまに、逆さか麿まろの顔面を蹴けった。

「ねえ、日隅。教えて？　きみは知ってるでしょ？　皆人の能力。なんとなく知ってる気がするから訊いてるだけなんだけどね？」

「……う、ぐぅっ……」

「それじゃわからないよ。ちゃんとしゃべって？　それとも、もっと蹴ってほしい？」

「《平和主義者ラヴ＆ピース》だ……！」

　皆人は叫んだ。

「人をなごませる程度の能力！　教えたんだから、これでいいだろ、逆麿を蹴るな！」

「いやだよ」

　イラカはもう一発、逆麿の顔に蹴りを入れてから、

「あはははははは。ラヴ＆ピースだって。傑けつ作さく！　ラヴとかピースとか、いまどき信じてる人なんていそうにないのに！　でも、すごいね。ほんとに正反対なんだ。ねえ、皆人、僕の能力を教えてあげる」

「知りたくもない……！」

「そんなこと言われると、余計に教えたくなっちゃう。僕の能力はね」

　イラカが接近してくる。

　速い。

　あっという間に懐ふところに入られた。

　襟えりとか、袖そでとかをつかまれたところまでは、なんとかわかった。でも、その先はよくわからない。

　ガンン……ッッ。

　気がついたら、床に叩たたきつけられていた。

　イラカは皆みな人とを見おろしている。

　右足を上げて、突き下ろそうとしているのか。

「──《主戦論者ウオークラフト》。人を憎にくませる程度の能力。それが僕の力。どう？　ちょうどきみと正反対でしょ？　おもしろいと思わない？」

「……っ」

　皆人は何か言おうとした。

　何を言おうとしたのかはわからない。口に出す前に、イラカの踵かかとが鳩みぞ尾おちにめりこんだ。皆人は気を失った。



　　　　　　　　　★



　保健室で目を覚ましたとき、なんかよくあるよなこういうこと、と思った。正確には、よくあるわけじゃないかもしれないが、前にも似たようなことがあった。でも、あのときは、目が覚めると周りにクラスメートたちがいた。今回は違う。

「……花はな咲さき皆人」

　ベッドの脇わきにパイプ椅い子すが置いてあって、逆さか麿まろが腰こしかけていた。手当てしてあるが、顔中傷だらけだ。

「すまない……俺のせいで、こんなことに……俺が、おまえに助けを求めたりしなければ、こんなことにはならなかったのに……」

「……いや」

　皆人は笑ってみた。胸のあたりを押さえる。憎ぞう悪お。

　あれが憎悪か。

　もう感じないが、憎しみの感触のようなものは残っている。

「……逆麿のせいじゃないよ。そうじゃないだろ。悪いのは──元凶は、イラカだし。それに、なんていうか、ちょっとうれしかったよ。助けてとか言ってもらえて」

　逆麿は首を横に振るだけで、何も言わない。

　皆人は身体からだを起こした。

「他のみんなは？　９組のやつら、けっこう怪け我がしてただろ」

「……だめだった。おまえ一人、連れてくるので、やっとだったんだ」

「だめ……？」

　皆人は頭を掻かいて、

「え？　だめって──え？」

「イラカは、おそらく……わざと、俺を逃がしたんだ。俺は隙すきを狙ったつもりだったが、おまえを引きずってゆく俺に気づいていなかったわけがない。わざと俺を……というよりも、たぶんおまえを逃がして、何か企たくらんでいるのかもしれない。俺にはよくわからないが。仙せん宮ぐうイラカ。あれは……異常だ」

「……逆さか麿まろ」

「ああ」

「みんなは？　10組の──」

「すまん」

「や、そんな、逆麿のせいじゃないし、謝られても。ていうか、そうじゃなくて……10組のみんながどうなったのか、知りたいんだけど」

「それは……」

　逆麿は唇くちびるを噛かみしめて、頭を抱えた。

「イラカにやられた」

「やら……れた？　まさかっ──」

　９組の惨さん状じようが思い浮かんだ。皆みな人とは鳩みぞ尾おちを押さえた。さわるとまだ、鈍にぶく痛む。

「すまない、花はな咲さき皆人……俺は、大変なことを……」

「や、だから……逆麿が謝っても、さ……」

「だが、俺がメールしたりしなければ」

「そんなこと、言ってもしょうがないよね!?」

　皆人はつい声を荒あららげてしまった。

　だめだ。落ちつけ。八つ当たりじゃないか。逆麿は悪くない。

「……ごめん。でも、くそ、こんなとこで休んでる場合じゃ──」

　皆人はベッドから下りた。そのときだった。

　保健室のドアが開いて、誰か入ってきた。

　目がピカァッと光っている。

「オッサン！」

「ロボォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォ……」

「って、この期に及およんでまだロボモード……？」

「ロボォォォォォォォ」

　オッサンはガッシンガッシン機械音みたいな音を立てながら歩いてくる。髪が乱れているし、鼻血も出ている、制服は破れ、胸毛や腕うで毛げがわっさわっさしているが、オッサンは何しろ頑がん丈じようなので、たぶん平気だろう。

　平気──だとは思うが、何か妙みようだ。

「ロボォォォ。ロボォォォォォォ。ロボォォォォォォォォォォ」

　ガシン、ガッシン、ガシンッ。

　ロボが、いや、オッサンが近づいてくる。皆みな人とはあとずさりした。

「オ、オッサン……？」

「ロボォォォォォォォォ」

「ちょっ、や、もうロボはいいからさ」

「ロボォォォォォォォォォォォオオオオオ」

「お、思いだせって！　オッサンはロボじゃないだろ！　人間だろ！」

「ロォォォォォォォォボォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォ」

「話、通じねーし！」

「よけろ、花はな咲さき皆人！」

　逆麿がそう叫んだ瞬間、ようやく皆人は悟さとった。

　認めたくないが、オッサンは普通じゃない。まあ、もとから普通ではないが、そういうことじゃなくて、なんというか、まともじゃなくなっている。

「うおっ……！」

　皆人は横っ跳とびした。

「ロボ……ッ！」

　直後、オッサンは両手をベッドにグッシャーンと叩たたきつけて、破は壊かいした。

「……すっげー力」

「ロボォッ！　ロボッ！　ロボォォッ！」

「花咲皆人、こっちだ！」

　逆麿が窓まどを開けた。

「校舎の中は危険だ、外に逃げるぞ！」

「う、うん」

「ロボォォォォォッ！」

　オッサンが襲おそいかかってくる。

「おおおわっ」

　皆人はなんとかオッサンの腕うでをかいくぐって、窓のところまでたどりついた。まず皆人が、それから逆麿が窓から出る。保健室は一階だから、飛び降りるというほどの高さじゃない。

「ロボォッ！　ロボォッ！」

　オッサンはなぜか、開いている窓じゃなくて、閉まっている窓を叩たたき割わって追いかけてくる。

「──でも、オッサン、足はそんなに速くないから！」

　皆人と逆麿は、走って、懸けん命めいに、全力で走った。

　天てん命めい学がく園えんの敷しき地ちはやたらと広い。校舎が十三棟もあるし、その他にも様々な建物があって、どれくらいの広さがあるのかわからないほど、ひたすら広い。芝しば生ふだの池だの、木立の域いきを超えている森みたいなものもあったりする。逃げ場は豊富にあるということだ。

「あそこに隠かくれよう！」

　逆さか麿まろが原生林めいた森を指さした。

　森に駆かけこんでしばらくすると、洞うろのある大木があった。

「ロボッ！　ロボッ！」

　オッサンの声は遠い。

　皆みな人とと逆麿はどちらからともなく洞の中に入りこんだ。それほど大きな洞じゃないので、二人で身を寄せあって息を殺していると、オッサンの声が次第に小さくなってゆく。

　やがて聞こえなくなった。

「……行ったみたいだな」

　逆麿はため息をついて、

「大丈夫か、花はな咲さき皆人」

「それ、長いから、皆人でいいよ」

　皆人はちょっとだけ笑ってみた。スマイルだよな。こういうときこそ。あえてスマイル、スマイル。

「しっかし、まいったよな。どうしちゃったんだよ、オッサン。どれだけロボが気に入ったのか知らないけどさ。ロボすぎだろ。ロボにも程があるって。あげくの果てに、誤作動しちゃってるし。ははは……」

　笑い声がむなしく響ひびいて、せつなくなってきた。

「あれが……」

　と逆麿が下を向いて言った。

「あれが、イラカの能力なんだ」

「《主戦論者ウオークラフト》、だっけ。人を憎にくませる程度の能力」

「総合判定はＦということになっている」

「Ｆ？　それって、おれと同じじゃん」

「信じられるか。俺はとても信じられない」

「そういえば、イラカは入学してすぐ、無期停てい学がくの処分を食らったって、カモミールが言ってたけど」

「俺もその現場にはいたが、正直、何があったのか、はっきりとはわからなかった。ただ、田た中なかという生徒がイラカをからかった。俺はイラカを見て女子だと思っていたんだが、田中はどうやら、イラカが男だと知っていたらしい。それで、なんでそんな格好をしているのか、とかなんとか」

「あー。ほんと、なんでなんだろな。なんでってこともないのかもしれないけど。まあ、人はいろいろだし。イラカ、顔はかわいいし、似合ってるしなあ」

「……田た中なかは皆みな人とと同じようには思わなかったんだろう。そのあと、イラカは田中に笑いかけて、たしか──俺の記憶が正しければ、『何？　きみは僕のことが好きなの？』と言った。そうしたら、田中がキレた」

「逆ギレ？」

「俺もそんなふうに受けとった。そのときはな。だが、今から思えば、あの怒り方は普通じゃなかった。イラカは田中をいなして『正せい当とう防ぼう衛えいだよね？』と言いながら──あっという間にのしてしまった」

「おれも気がついたらやられてた。イラカ、強いんだな」

「らしいな。あの身のこなしからすると、武道か何かの心得があるのかもしれない。ちなみに──」

　逆さか麿まろは顔をしかめた。

「田中はまだ入院している。退院できるあてはないそうだ。いくらなんでもやりすぎということで、イラカは無期停てい学がくになった」

「イラカは──能力を使って、田中に自分を憎にくませたってこと？」

「おそらくな」

「だけどさ、憎ませるっていうのはわかるよ。おれもなんか、イラカのことがすっごい憎たらしくなって、もう気持ち悪くてさ。おれ、あんまり他人のことそういうふうに思ったりしないから。でも、あれはイラカが近くにいたからで──そうだ、イラカも言ってたし。おれと正反対だって」

「皆人の力のことは、俺も理解しているつもりだ。げんに、こうしていると、とても穏おだやかな気分だからな。おかげで、冷静に物事を考えられる。だから、俺も皆人と同じだ。おかしいと思う」

「だよね？　だって、オッサンも、９組のみんなも、イラカのそばにいたわけじゃない。それなのに、オッサンはおれたちに襲おそいかかってきて、９組のみんなは喧けん嘩かしてた」

「やつの総合判定がＦだというのが、そもそもおかしい。──やつは能のう開かいをたばかったんじゃないかと、俺は疑うたがってるんだ」

「……人を憎ませる程度の能力しか持ってないふりをして、入学したってこと？」

「そうとしか思えない」

「それは──」

　でも、ないとは言いきれないか。

　たとえば、マリカは、この世の誰よりも美しい程度の能力の持ち主として、天てん命めい学がく園えんの生徒になった。

　それで総合判定はＥだが、本当は美しいだけじゃない。その美しさで人を屈くつ服ぷくさせ、命令に従したがわせることもできる。マリカはその能力を封ふう印いんしたと言っていたので、騙だまして入学したわけじゃないが、結果的に能のう開かいはマリカを見み誤あやまっていたことになる。この世の誰よりも美しい程度の能力じゃなくて、この世の誰よりも美しくて人を従わせる能力と判断されていたら、たぶん、総合判定はＤとかＣとかＢとか、とにかくもっと上だったはずだ。

　もしそうだったら、マリカは10組じゃなくて、別のクラスに配はい属ぞくされていただろうから、まあ、よかった──のかな？

　皆みな人とは頭を振った。いやいや、今はそんなことはどうでもよくて。

「だとしたら、なんだろ。あれかな。人をバーサーカー状態にするっていうか。しかも、それが継続する、みたいな能力？」

「そんなところだろうな」

「……10組のみんなが『イラカにやられた』って逆さか麿まろが言ったのは、そういうこと？」

「ああ。現時点ではあくまで推測にすぎないが、おそらくは」

「オッサンだけじゃなくて、みんなあんなふうに？」

「そうだ。……すまない。止める力は、俺にはなかった」

　逆麿は自じ嘲ちようげに呟つぶやくと、ポケットの中から福ふく沢ざわ諭ゆ吉きちさんが印刷されている紙の束をとりだして、そのへんにばらまいた。

「所しよ詮せん、俺は、やたらと金を持っているだけ……《億万長者の憂鬱ビリオネア・ブルー》か。能開がつけた能力名だが、なんて皮ひ肉にくなんだ。まさしく憂ゆう鬱うつだ」

「いや……すごいと思うけどね？　それはそれで、かなり」

「だが、あんな状態になってしまった者は、金などでは止められない」

「……うん。かも」

「金ごときで、激しい憎ぞう悪おを打ち消すことはできない」

「だけど、金で解決できる問題だってあるだろ」

「そう思って、欲しがるやつにはくれてやった。金を惜しむ理由が、俺にはないしな。でも、無む駄だだった」

「そんなことないって」

「俺は、あいつらを助けられなかったんだ、皆人。金しか持ってない俺を、信じてくれるやつもいた。今までやった金と引き換えかもしれないが、こんな俺を担かついでまだ９組の頭かしらだと言ってくれるやつもいた。それなのに俺は、何もできなかった。あまつさえ、皆人、おまえまで──おまえの友だちまで……」

「だめだよ」

　皆人は逆麿の肩かたをつかんだ。

「だめだって、逆麿。そんなふうに考えたって、何がどうなるわけでもないだろ。自分が悪いとか、誰が悪いとか、何のせいだとかさ。それより、これからどうするかだよ。おれ、そんなに頭が回るわけじゃないから、逆さか麿まろも一緒に考えてくれない？」

「お、俺が……？」

「うん。頼りにできるのは、逆麿しかいないし」

「俺が、頼りに……」

「頼むよ、逆麿」

「も、もちろんだ。俺にできることなら、何でも。そうたいしたことはできないが……」

「できなくねーって。ていうかさ、正直、いてくれるだけでもありがたいし。一人だったら、きっと超心細かったよ」

「そ、そうだな。それは俺も同じだ。皆みな人とがいてくれて、よかった……いや！　ご、誤解しないでくれ、こ、これは決して、へ、変な意味じゃないからな！」

「え？　うん」

「ま、まずは、あれだ。イラカの能力だな。それがはっきりしないことには、なんとも」

「イラカの、能力……」

　手がかりは、憎にくみあっていたわけでもない９組の生徒たちが、殺しあう勢いで争っていたこと。

　それから、オッサンが襲おそいかかってきたこと。

　あとは、皆人自身、イラカの能力の影響を受けた。自分の中で何かが動いたような、動かされたような、あの感覚。イラカの能力が動かしたのだ。もし皆人の中に憎しみのスイッチみたいなものがあるとしたら、イラカにそれを押された。

　イラカに、どんな気分かと尋たずねられて、皆人は、気分が悪い、と答えた。

　そうしたらイラカは、自分の力をまともに浴びてそれだけなんて、すごい、と言った。

「……逆麿は、やられた？　イラカの能力に」

「イラカを強烈に憎んだことはたしかだ。殴なぐりかかろうとしたら返かえり討うちに遭あって、どんなに腹が立っても動けなかった。こっそり皆人にメールするのがやっとだったんだ」

「おれはたぶん、イラカの力に抵抗できるんじゃないかと思う。おれっていうか、おれの力が、だけど。なんていうの？　相そう殺さい？　いや、相殺はできてなかったかな」

「《平和主義者ラヴ＆ピース》と《主戦論者ウオークラフト》か。能力名からして真逆だ」

「でも、わかんねーけど……おれとか逆麿が浴びた力と、みんなをおかしくした力は、ちょっと違うんだろうな。イラカは、イラカに近づくと作用する力と、それから、離れても効果を及およぼしつづける力の、二種類持ってる……みたいな」

「仮にそうだとしたら、イラカは俺と皆人には後者の力を使わなかった、ということになるな」

「まあ、だから何なのって話ではある──け、ど……？」

　皆みな人とはまばたきをしながら洞うろの中を見まわした。振動を感じたのだ。軋きしむような音も聞こえる。気のせい──じゃない。

　たしかに揺ゆれている。

「なんっ──」

「……クッハッハッハッハッハッ」

　この笑い声は。

　皆人は逆さか麿まろと顔を見あわせた。洞から顔を出してみる。

　笑い声の主がそこにいた。

　皆人たちが潜ひそんでいた木から十メートルくらい離れた場所で、両手をこっちに向け、両足を肩かたくらいの幅に開いて立っている。男子生徒だ。

　顔はわからない。

　何かを被かぶっているからだ。

　紺こん色いろの生き地じでできている、あれは何だろう。

「あ、あれは……っ」

　逆麿が目を剥むいた。

「ブ、ブルマー。ブルマー仮面……だと……？」

「ブルマーって──」

　皆人も聞いたことはある。

　かつて日本人女子は、体育の授業などのとき、ブルマーと呼ばれるスポーツ用パンツと体操着を着用していたのだという。だが、もろもろの事情によりブルマーは廃はい止しされ、現在では一部のバレーボールチームや、創作の中でしか、使われることはないらしい。

　あの男子生徒が被っているものこそが、そのブルマーだというのか。というか、なぜ逆麿はすぐにあれがブルマーだとわかったのだろう。ちょっと不思議ではあるが、それはまあとりあえずいい。

「おまえ……ブルマー仮面なんかに変身して、いったい何のつもりだよ!?」

「黙だまれェィ花はな咲さきッッ！　ここで会ったが百年目だァ……ッッ！」

「さっきまで一緒にいただろ！」

「うっせッ！　うっせんだよッ！　花咲の分際でッ！　うっせッ！」

「シゲ……！」

　皆人はクラスメートの名を呼んだ。

「いいから、そのブルマーとれよ！　変態みたいだぞ！」

「変態上等ッッッ」

　茂しげるはぐっと腰こしを落とした。途と端たんに木が激しく揺れだした。

「うわ、なっ、なんだこれっ!?」

「皆みな人と！　灰はい堂どう茂しげるの力はたしか──」

「触れることなくスカートをめくる程度の能力、《完全なる犯罪クライムエクスタシー》──のはずだけど！」

「違うなァァッ！」

　茂がブルマーの向こうで「フアッハッハッ」と笑う。

「俺は新たな俺に目覚めたのだッ！　正当な怒りがッ！　俺の真しん価かを理解しない馬ば鹿かどもに対する憎にくしみがッ！　俺を覚かく醒せいさせたァ……ッ！」

　木が、めちゃくちゃ揺ゆれまくっている。このままだと、危ない。

「逆さか麿まろ、外に……！」

「ああ！」

　皆人と逆麿は洞うろから転がり出た。その直後だった。

　根が抜けて、土が巻きあげられ、木がグンッ──と浮きあがった。

「見ろォッ！　俺様の力を……ッ！」

　茂は両手を思いっきり振りかぶった。すると、木がギュゥーンッと放り投げられて地面に落下し、地じ響ひびきを立てた。

「俺の名を呼んでみろ、花はな咲さきィィィィ」

「……シゲ、おまえ」

「違ァァう。俺はもう灰堂茂じゃねェェ」

















「じゃ、じゃあ、何なんだよ!?」

「俺はブルマー仮面ッ！」

　茂しげるが右みぎ腕うでを振りあげると、地面が削けずられた。

「悪の味方ッ！　ブルマー仮面ッ！　新たなる、真の力、《完全なる性的念動力リビドーエクスタシー》を身につけた俺を、誰も止めることはできねえッ！　今までさんざん俺を馬ば鹿かにしやがってッ！　俺は復ふく讐しゆうするッ！　これは俺の、ブルマー仮面に与えられた、権利だッ！」

「誰も馬鹿になんかしてないだろ!?」

「嘘うそつけッ！　俺はわかってんだよッ！　おまえら人類全員が俺のことをどう思ってるか、ちゃあんとわかってるんだッ！　俺がわからねえとでも思ったかッ！　誰も彼も事あるごとに俺の髪の毛ばっかり見やがってッ！　俺の毛もう根こんは健康だッ！　俺は健全だッ！　むしろ不健全だッ！　俺の原動力はエロスだッ！　エロス・バンザーイッッ！　ジーク・ブルマーッ！　ブルマー仮面に栄光あれッッッ！」

「わけわかんねーよ……！」

「逃げるぞ、皆みな人と！」

　逆さか麿まろに腕をつかまれた。

　茂はおかしくなっている。それだけじゃなくて、新しい能力にまで目覚めるなんて。話が通じないし、あの力はやばい。皆人はやむなく、逆麿と一緒に逃げだした。

「待てェェ……ッ！」

　茂が叫ぶと、皆人と逆麿が踏ふんでいる地面がドンッと爆発したようにえぐれた。

「ぐあっ！」

「むぅっ……！」

　皆人と逆麿は、跳とんで、転がって、逃げる。ここはとにかく逃げの一手だ。今は逃げるしかない。

「近づければ、なんとかなるかもしれないけど……！」

　走りながら自分で言ったことに、そうか、と皆人はうなずいた。

　皆人の《平和主義者ラヴ＆ピース》は、イラカの《主戦論者ウオークラフト》の作用を弱めることができた。つみきの《神聖積木崩し少女セイクリツドメイデン》を打ち破った際に、皆人は意識して自分の力を強めることにも成功している。

　イラカが茂たちに何をしたのか、正確にはわからない。でも、イラカの力の影響下にあることは間違いないだろう。

　皆人なら、イラカの力を打ち消して、茂たちをもとに戻せるかもしれない。

「──おれがやらないと！　でも、どうやって……!?」

「ウォラァッ！　ドゥラァァッ！　オラアアァァァッ！」

　茂の力で、地面が弾はじける。土が撒まき散ちらされる。枝が飛んでくる。

　力のコントロールが完かん璧ぺきじゃないのか、動いている皆みな人とたちをばっちりとらえてはいないが、接近するなんて無理だ。それどころか、足を止めたらやられる。

「能力が、進化するとは……！」

　逆さか麿まろがちらっと振り返った。

「そんなことがありうるのか……！　まさか、あれもイラカの……!?　だが、９組の生徒に、そういう意味で変わった者は一人もいなかった……！」

「皆人！」

　と、左手のほうから、聞き覚えのある声がした。

　見ると、幻げん次じが手を振っている。

「こっちだ！　こっちにきて！」

「幻次!?　わかった、今──」

「待て、皆人！」

　逆麿が首を振った。

「10組の生徒はイラカにやられたはずだ！　罠わなかもしれない！」

　一瞬、そうかも、と思ったが、遠目ではあるものの、幻次は怒りや憎にくしみに取とり憑つかれているようには見えない。

「悪い、逆麿！　おれは幻次を信じる！　心配なら、別行動をとろう！」

「……いや！　皆人、おまえが神じん幻次を信じるのなら、俺はその判断を信じる！」

　喜んでいる場合じゃないのだろうが、逆麿がそう言ってくれて、本当にうれしかった。

　ちらりと後ろを見る。

　茂しげる。

　身も心もブルマー仮面になっちゃったのかよ。おまえが言ってたこと、ぜんぶイラカのせいだよな？　おまえの本心じゃないよな？　違うよな……？

　違うと信じたい。

　だって、友だちだろ。

　皆人は歯を食いしばって、速度を上げる。

「よし、行こう、逆麿……！」










２話　天使が見る夢は







　幻げん次じは皆みな人とと逆さか麿まろを荒あれ果はてた小屋へと導みちびいた。

「……ていうか、こんなとこにこんな小屋があったんだ」

　べつに山の中というわけではないのだが、あたりは木だの草だのが生おい茂しげっていて、道があるわけでもない。かつては誰かが住んでいたが、今は使われていない山小屋という風情の建物だ。

　小屋の間取りは１ＬＤＫで、埃ほこりだらけではあるものの、テーブルや椅い子す、タンスなどの家具もあった。古めかしいテレビまで置いてある。皆人はためしにスイッチを入れてみたが、つかなかった。テレビのプラグはコンセントに差しこまれているので、電気がきていないのか、テレビが壊れているのか、どちらかだろう。

「まあ、適当に座って」

　幻次は小屋の主みたいに皆人と逆麿に椅子をすすめて、自分は窓まど際ぎわに立った。曇くもった窓から外を見て、警戒しているのかもしれないが、口くち許もとに笑みを浮かべているので、あまりそういうふうには見えない。まるで何事もなかったかのように、幻次はいつもどおりだ。

「よく無事だったな」

　そう幻次に尋たずねた逆麿は、まだちょっとあやしんでいるのかもしれない。

　幻次は逆麿をちらっと見て、

「どうにかね」

　とだけ答えた。なんだか、つっけんどんだ。

「でも、よかったよ」

　皆人はため息をついた。

「とりあえず、幻次だけでも無事で」

「ぼくも安心したよ」

　幻次は皆人に顔を向けて、にっこりしてみせた。

「皆人が無事でいてくれて本当によかった」

「逆麿のおかげなんだ」

「へえ。日ひ隅ずみの」

　幻次はすぅっと目を細めて、やけに冷たい視線を逆麿に向けた。

　逆麿はその眼まな差ざしを挑いどむように受け止めて、

「神じん幻次。一つはっきりさせておきたい」

「何？」

「おまえの俺に対する態度は、イラカの力の影響を受けているせいなんじゃないかと、俺としては疑うたがわざるをえない」

「きみに疑われても、ぼくとしては痛くも痒かゆくもないね」

「や、ちょっと、え？　待って？　二人とも？」

　皆みな人とは止めに入ろうとしたが、無視された。

「俺が思うに」

　逆さか麿まろは幻げん次じをまっすぐ見すえている。

「皆人は人を信用しすぎる。それは間違いなく美点だが、ときに欠点にもなる。しかし、もっと疑ってかかれと皆人に言っても無理な相談だろう」

「ずいぶんわかったようなことを言うんだね。きみが皆人の何を知っているのかな」

「つきあいが短くてもわかることはある」

「ぼく以上にきみが皆人を知っているとは思えない」

「俺がいつ、おまえよりも皆人を知っているなどと言った？　そんなことは思っていない。ただ、おまえが俺に向ける敵意の正体を、俺は知りたいだけだ」

「敵意なんて抱いていないよ」

「作り笑いで覆おおい隠かくしているつもりなのか？」

「この表情は癖くせでね」

「お、おーい……」

　皆人は二人に声をかけてみた。でも、やっぱり無視されている。ていうか、なんで微妙に喧けん嘩かみたいになっちゃってるんだよ？

「まあいい」

　先に矛ほこを収めたのは逆麿だった。逆麿は肩かたをすくめて、

「どうやら、ただ俺に嫉しつ妬としているだけのようだな」

「嫉妬？」

　幻次は鼻で笑った。

「ぼくが、きみに？」

「違うのか？」

「嫉妬する理由が見あたらないね」

「心配しなくても、俺と皆人の間には何もない」

「あってたまるか」

　幻次にしては、めずらしくきつい口調だった。

「あのさ！」

　皆人はつい声を荒あららげてしまった。

「……ああ、ごめん。でも、なんかよくわかんねーけど、そんな口くち喧げん嘩かみたいなことしてるときじゃないだろ」

「すまない」

　幻げん次じは素直に頭を下げた。

「少し大人げなかったね。日ひ隅ずみには感謝していないこともないんだ。皆みな人とを救いだしてくれたわけだから」

「……皆人だけだった」

　逆さか麿まろはうつむいて、両手をがっちりと組みあわせた。

「皆人しか助けられなかった」

「やむをえないだろうね」

　幻次はわずかに首をかたむけて、

「日隅はよくやってくれたよ。なんとか逃げられたのは、おそらく、ぼくと来くる見み坂ざかつみきだけだ」

「つみきも？」

　皆人が訊きくと、幻次はうなずいて、

「ああ。力の特性からしても、ぼくと来見坂、そして皆人は、仙せん宮ぐうの力に抵抗できる」

「力の特性……」

　そういえば、幻次が言っていた。皆人たちの力は、大きく二つの種類に分けられる。一つは直接物理的な現象を起こす力で、もう一つは心の働きが具現化する力だ。

　幻次の《不思議な壁ワンダーウオール》は、物理的な壁かべだが、幻次の心の壁なのだ。

　つみきの《神聖積木崩し少女セイクリツドメイデン》もそうで、他人を拒絶している彼女の心が、誰も彼女にさわれないという能力を発現させたと考えられる。

　ということは、皆人の《平和主義者ラヴ＆ピース》は、人と仲よくなりたいとか、穏おだやかな気分になってほしいとか、そういう願いというか欲求からきているのか。

　ともあれ、幻次とつみきの力は、仙宮の《主戦論者ウオークラフト》を妨さまたげる形で働くのだろう。

　皆人の力は、仙宮の力と相反するものだから、互いに引き算をする形になるのかもしれない。

「……来見坂も無事なら、合流しないと」

「彼女のことはあまり好きじゃないけど、今回はそうしたほうがいいとぼくも思う」

　幻次は皆人に微笑ほほえみかけた。

「皆人のことだから、みんなを助けるつもりでいるんだろう」

「うん」

　皆人は即答した。

「おれなら、なんとかできると思うんだ」

「そうだね。たぶん、皆みな人とにしかできない。ぼくにできるのは、皆人をサポートすることだけだ。そして、そのための人材は多ければ多いほうがいい」

「俺に何ができる……？」

　逆さか麿まろは誰かに尋たずねたわけじゃなくて、自分自身に問いかけたみたいだ。

「俺が持っているものは金だけだ。唸うなるほど金があったところで、何の助けになる？」

「いや、だから、唸るほど金があるだけで、たいしたもんだけどね……」

「だが、皆人、今このとき役に立たなければ、何の意味もないじゃないか」

「うーん。役に立たないってことはないと思うけどな。金があれば、何だって買えるわけだし。そうだ、幻げん次じ、何かあったほうがいいものとかない？」

「武器とか？」

　幻次はたぶん、冗談で言ったのだろうが、逆麿は平然と、

「それならなんとかなるぞ。拳けん銃じゆう、小銃、ロケットランチャー、このあたりなら、すぐにでも調達できるだろう」

「え、できちゃうの……？」

「ただし、校内でドンパチやるのはどうかと思うが」

「そりゃそうだよ。戦争するわけじゃないんだし」

「足があるといいかもしれないね」

　幻次がそう言うと、逆麿は「ふむ」とうなずいて、

「モトクロス用のオートバイはどうだ。学校の敷しき地ち内で使うのなら、免許がなくても問題ない」

「いいんじゃないかな」

「手配しよう」

　逆麿は携帯電話を出して、どこかに電話をかけた。

「日ひ隅ずみだ。用意してもらいたいものがある。モトクロッサーというのか。モトクロス用のオートバイを……そうだな、とりあえず十台。車種は何でもいい。そのうち三台は今すぐ学校まで運んできてくれ。大だい至し急きゆうだ。何？　ああ、そうか。だったら、ヘリを使え。場所は、グラウンドでいい。グラウンドは七面あるからな。ここから近いグラウンドは……第三グラウンドか。四十五分？　だめだ。ふざけるな。三十分だ。三十分で持ってこい。じゃあ、急いそげよ」

「……逆麿、誰に頼んだの？」

「ああ。俺の秘書だ」

「ひ、秘書っ？」

「会社をいくつか手伝っている関係で、秘書がいないと不便なんだ。まあ、どれも、もともと俺の父親や祖父、あとは叔お父じだの叔お母ばだのが作ったり出資したりした会社だがな」

「……逆さか麿まろ、高校生なのに仕事してんの？」

「あくまで手伝っているだけだ。俺が経営しているわけじゃないぞ。数字を見たり、出資に関する助言をしたり、事業計画をチェックしたりとかな。その程度だ」

「その程度って」

「ちょっとした顧こ問もんみたいなものだな。気楽なものさ」

「気楽なんだ……」

「裏金も脱だつ税ぜいも賄わい賂ろも、数字が関わるものは何もかも知りうる立場にいるから、誰も俺には逆らえない。気楽だよ」

　皮ひ肉にくっぽくそう言う逆麿は、何かを諦めているようで、どこか寂さみしそうにも見えた。

　きっと、見たくないものをいっぱい見てきたんだろうな、と皆みな人とは思う。

　見なくてもいいものを見ながら、逆麿は今日まで生きてきたのだ。

「逆麿」

「……何だ？」

「おれ、おまえの友だちだからな」

「い、いきなり何だ」

「何ってことはないんだけどさ、おれはおまえの友だちだから。ただ、それだけ」

「そ、そうか」

　逆麿は両手で顔を覆おおった。

「……ありがとう、皆人。そうだな。俺は間違っていた。おまえみたいに、言えばよかったんだ。俺が友だちだと思う者には、俺はおまえの友だちだと、素直に、恐おそれずに告げればよかった。……大だい貫かん。俺はあいつに、友だちだと言ったこともない。ただ失うのがこわくて、繋つなぎ止とめたくて、見捨てられたくなくて、あいつの家が大変なときに、金をやった。俺は本当に愚おろかだった」

「助けよう。大貫も。９組のみんなも」

「いいのか」

「あたりまえだろ」

「やれやれ」

　幻げん次じがそう言って、くすくす笑った。

「これだから皆人は」

「悪いけど、幻次にもつきあってもらう」

「わかってるよ。ぼくは皆人の頼みを断らない」

「だけど、やばくなったら、そのときはいったん逃げよう。逃げて、態勢を立てなおしてから、再度チャレンジするってことで」

　皆人が言うと、幻次も逆麿もうなずいた。

「まずは──」

　逆さか麿まろが椅い子すから立ちあがって、

「足を受けとりに行くか」



　　　　　　　　　★



　それにしても、電話一本でヘリコプターを飛ばしてしまうとは、すごい。逆麿は、自分には何もできない、なんて言っていたが、え？　どこが？　それって何の冗談？　という話だ。

「ここだ……！　ここに下ろせ……！」

　逆麿がグラウンドの上で手を振って、ヘリのパイロットに着地場所を指示している。

　三台のモトクロッサーはワイヤーでヘリに吊つるされているので、ヘリ自体が着陸する必要はない。

　モトクロッサーが接地して、皆みな人とと幻げん次じが砂すな煙けむりに目を細めながらワイヤーを外すと、ヘリが上昇しはじめた。

「──ていうか、運転できんのかよ、これ」

　皆人は一台のモトクロッサーにまたがってハンドルを握ってみた。幻次がさっそく別のモトクロッサーに乗ってエンジンをかけたので、それを真ま似ねて同じことをしてみる。かかった。逆麿もいけそうだ。

「肩かた慣ならしだ……！」

　逆麿がモトクロッサーを発進させて、幻次がつづく。皆人も見み様よう見み真ま似ねで走らせてみたら、いきなりウイリーしてしまった。

「うおおおおあああああぁぁぁぁぁ……!?」

「落ちついて、皆人！」

　幻次が並へい走そうして、アクセルがどうだとか、いろいろ教えてくれるのだが、皆人にしてみればそれどころじゃない。転倒しないようにバランスをとるだけでやっとだ。

「ちょっ、こわっ、なっ、やばいってこれ、うわ、うわっ……！」

　マジでやばい。止まることもできないし。

　それに、前のほうに、人が。二人。

　女子生徒だ。あれは──

「りゆときゆ……!?」

「にんにんっ」「にんっ。忍法……っ」

　どっちがりゆでどっちがきゆかはわからないが、とにかくりゆときゆは印を結んだ。

「「陽炎かげろうの術……っ！」」

　何だ。何が起こったのか。わからない。急に視界がゆがんで──何も見えない、聞こえない。モトクロッサーに乗っている感覚さえも失われた。どうなってるんだ……!?

「ぐえっ……！」

　モトクロッサーから落ちたのか。グラウンドに背中を打って息が詰まった。途と端たんに五感が戻ってきた。

　そのときにはもう、りゆときゆが迫っていた。

　二人は空中で手しゆ裏り剣けんを投げようとしている。

「にんっ」「にんにんっ」

「《不思議な壁ワンダーウオール》……！」

　ぎりぎりだった。幻げん次じが片足をついてモトクロッサーを旋せん回かいさせながら、壁かべを作って手裏剣を防いでくれなかったら、皆みな人とは──死んでいたかどうかはわからないが、間違いなく怪け我がはしていただろう。

「にんっ……!?」「にんにんっ！」

　りゆときゆは空中で互いの足をぶつけあって飛び離れ、今度は幻次に向かって手裏剣を投げつける。

「──っ！　《不思議な壁ワンダーウオール》……！」

　幻次は皆人を守った壁を蹴けり砕いて、新しい壁を出して手裏剣を弾はじいた。

















　皆みな人とは起きあがって、

「りゆ！　きゆ！　やめろ……！」

「無む駄だだ、皆人！」

　逆さか麿まろがモトクロッサーを方向転換させながら叫んだ。

「イラカの呪縛を解かないかぎり、言葉も思いも届かない……！」

　逆麿のモトクロッサーが、そして幻げん次じのモトクロッサーも、りゆときゆめがけて突っこんでゆく。

「にんにんっ」「にんっ。忍法……っ！」

　りゆときゆは身軽に跳とんでかわし、また印を結んだ。

「「火ひ楽らくの舞いの術……！」」

「なっ──」

　皆人は絶ぜつ句くした。りゆときゆの周りで、無数の火の粉が──いや、火の粉なんてかわいいものじゃない、すごい数の火の玉が舞い踊おどり、それらが──襲おそいかかってくる……!?

「おっ！　わっ！　あぁっ……!?」

　皆人は奇妙なダンスを踊るような身のこなしで、必死に火の玉をよけた。一つも当たらなかったなんて、ほとんど奇跡だ。幻次は？　逆麿は？　幻次は無事みたいだが、逆麿は乗っていたモトクロッサーごと倒れている。

「逆麿……！」

「……俺は大丈夫だ！」

　逆麿は起きあがろうとしているし、燃えていたりはしないので、火の玉をかわしたときに転んだだけなのかもしれない。

　りゆときゆは忍者だ。それはわかっていたが、こんな忍法まで使うことができたのか。それとも、茂しげるみたいに覚醒したのか。

「きゆ以外は」「りゆ以外は」

「ぜーんぶ敵」「敵なのです」

「敵はやっつけるよ」「滅ほろぼすのです」

「きゆ以外は」「りゆ以外は」

「いらないもん」「必要ありません」

「にんっ」「にんにん」

　りゆときゆが印を結びながら近づいてくる。

　ひどくよどんでいて、とてつもなく濁っていて、おぞましいほど暗い感情が渦うず巻まいていて、それらが凝こり固かたまっていて──二人とも、なんて目をしてるんだ。

　敵。敵だと思っているのだ。自分たち以外は、敵だと。

　だけど、よかった──と、少しだけだが、皆人は安あん堵どした。

　あんなふうになっても、りゆときゆは離ればなれになっていない。もしりゆときゆが憎にくしみあって戦っていたりしたら、たとえイラカのせいだとしても、もとに戻すことができたとしても、あまりに悲しい。

　イラカの《主戦論者ウオークラフト》も、二人を引き裂さくことはできなかった。二人の絆きずなのほうが、イラカの力よりも強い。りゆときゆはイラカに勝ったのだ。

「──おれだって、負けない！　幻げん次じ、おれを守ってくれ！　逆さか麿まろはひとまず安全なところに！」

「わかったよ、皆みな人と」

「充分用心してくれ！」

　逆麿はモトクロッサーを起こして乗った。反対に、幻次はモトクロッサーを捨て、皆人に駆かけよってくる。

「にんにんっ」「にんっ。忍法……っ！」

　りゆときゆが、またしても忍法を使おうとしている。今度はどんな忍法なのか。さっきの忍法もやばかったし、正直、恐おそろしい。でも、皆人は怯ひるまなかった。絶対に幻次が守ってくれる。この忍法をしのいだら、一気に──

「「千せん手じゆ手しゆ裏り剣けんの術……！」」

　りゆときゆの腕うでが──増えた。

　一本や二本じゃない、すさまじい数の腕で、まるで千手観かん音のんみたいだ。

　そして、それぞれの手に持っている手裏剣を、次々と投とう擲てきする。

　いやあ……これはちょっと、死ぬかも？

　そんなことは少しも思わなかったと言ったら嘘うそになる。まあ、思った。ほんの少しだが。九割か、八割くらいは大丈夫だと信じていた。

「《不思議な壁ワンダーウオール……！》」

　最初の手裏剣が到達する直前に、幻次が皆人の前に壁かべを作ってくれた。手裏剣が壁に当たる。カカカンッと当たって撥はね返される。手裏剣はどんどんくる。押しよせてくる。

「っ……！」

　幻次が眉まゆをひそめた。壁にひびが入ったのだ。

　暴風のような手裏剣はまだやまない。

　手裏剣が当たるたびに、壁のひびはその範はん囲いを広げてゆく。

「皆人」

　幻次は落ちついた声で言う。

「この壁はもう保もたない。一度割って新しい壁を作るから、ぼくの後ろに隠かくれて」

「や、幻次、そんなことしたら」

「割るよ」

　幻げん次じは皆みな人とを強引に自分の背後に押しやってから、壁かべにふれた。

「──《不思議な壁ワンダーウオール》……！」

　壁が砕くだけ散ちって、直後、幻次はまた壁を作ったが、その間に、たぶん一秒にも満たない空白があった。ほんのわずかな時間に、いくつかの手しゆ裏り剣けんが幻次をかすめていた。いや、かすめるだけじゃない。

「幻次……！」

　右みぎ肩かたに、それから左の腿ももに、手裏剣が突き刺さっている。

「……なんともないよ、これくらい」

　幻次は笑ってみせたが、なんともないわけがない。

　皆人はわめきちらしたい、暴れだしたい気持ちを抑おさえて、待った。

　手裏剣が途絶える、そのときを。

　もう少しだ。

　あとちょっと。

　途絶えた。

「行って、皆人……！」

　幻次が壁に手をふれて割った。皆人は駆かけだす。

「りゆ、きゆ……！　おれがもとに戻してやる……！」

「にんっ」「にんにんっ」

　二人はまた印を結んで、何か忍法を繰りだそうとしている。知ったことか。

　かまわず、皆人は突き進む。

　そうはいっても、やばかったかもしれない。

「皆人はやらせん……！」

　逆さか麿まろがモトクロッサーを駆って引き返してきてくれなければ、きっと皆人は百もも地ち姉妹の忍法でやられていた。

「──りゆっ！」

　きゆがりゆを抱えて跳とび、横合いから突っこんでくる逆麿のモトクロッサーをよけた。

「ナイス、逆麿……！」

　おかげで、皆人はりゆときゆに肉薄することができた。ラグビーかアメフトのタックルみたいな要領で、二人にぶちあたる。

「目を覚ませ、りゆ、きゆ……！」

「ひゃっ！」「きゃっ……!?」

　二人とも、引っこむところは引っこんでいるが、出ているところは出まくっているので、なんというか、とてつもない感触だった。でも、気持ちいいとか最高だとか極ごく楽らくだとか、そんなのはあとまわしだ。皆人はりゆときゆにしがみついて、強く、強く、強く、これ以上ないほど強く念じた。りゆときゆに抵抗されても、顔中を引っかかれても、肘ひじ打うちされても、引ひき剥はがされそうになっても、念じつづけた。なごめ。なごめ。なごめ。

　なごめ！

　なごめよ！

　なごんでくれよ！　戻ってくれ！

　やさしくてかわいくて、おれの大好きなりゆときゆに戻ってくれ……！

　──違う。

　祈りじゃ足りない。

「──おれが！　このおれの力で！　なごませて！　戻してやる……！」

「ふにゃぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ」「あああぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ……」

　頭の中がショートしたみたいだった。

　真っ白になって、何もわからなくなった。

　……でも、すっげーいいわ。

　なんかよくわかんねーけど、いい。

　めちゃくちゃ落ちつく。あったかいし、やわらかいし。何だろ、この安心感。

「……みなと」「花はな咲さきくん」

　名前を呼ばれた。かなり近くから声がした。

















　皆みな人とは顔を上げた。二人がいた。というか、皆人は二人の上にのしかかっているようだ。ようだ、じゃなくて、のしかかっている。いや、ちょっと違うか。抱きあって倒れている二人に、挟まれるような格好になっている。どうりで、やわらかいわけだ。

　皆人は二人の胸と胸の間にいる。

「……りゆ。きゆ」

「みなとー……」

　りゆが皆人の顔をそっと撫なでた。

「いたいいたいかな、みなとー？　怪け我がしてるよ？　りゆがやったかなー」

「そう……ですね。きゆも覚えてます。でも、りゆのせいじゃない……きゆのせいです。きゆがぜんぶ悪いんです」

「馬ば鹿かなこと言うなよ」

　皆人は笑ってみせた。

「りゆもきゆも悪くねーって。自分たちのせいだなんて、考えるな。戻ってくれたんなら、もういいんだよ」

「ごめんねー」

　りゆは半べそをかいて皆人をぎゅっと抱きしめた。きゆもりゆと同じように、それ以上に力をこめて皆人を抱いた。

「……いや、あの、二人とも、うれしいし、気持ちいいんだけどね？　あまりにも気持ちよすぎるっていうかさ。ちょっともう、しゃれになんないから……だいぶ名な残ごり惜おしいんだけど、危険水域に達しそうっていうか、達してるから──離れて？」
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　仙せん宮ぐうイラカは歌が好きだ。

　やることがないと、歌を口ずさむ。

　誰も知らない歌が好きだ。その場その場の思いつきで歌を作って歌う。イラカの思いをこめて歌を作る。その思いは誰にも共有されない。イラカだけのものだ。

「悲しみを～♪　一つ分けてあげましょう～♪　そんなことは～できません～♪」

　イラカは１年８組から10組までの教室がある13号校舎の廊ろう下かを歩きながら、歌う。

「だって～♪　この悲しみは～♪　誰のものでも～♪　ないから～♪」

　13号校舎にいた者には、軒のき並なみ種を植えつけた。

　イラカが植えた種はすぐに発はつ芽がし、みるみるうちに育って、花を咲かせる。

「悲しみを～♪　分けようとしたら～♪　破は裂れつして～♪　ばーんっ♪」

「おい」

　と、何者かが後ろからイラカに声をかけた。

　イラカは振り返る。

　痩やせぎすでバーコード頭の中年男が、両りよう腕うでをだらりと下げて、幽ゆう霊れいか何かみたいに立っていた。

　割れた眼鏡が鈍にぶく光る。

　イラカは笑みを浮かべた。

「おはよ、先生」

「……おはようじゃないんですよ」

　１年９組の担任教諭堂どう本もと竹たけ雄おは舌打ちをした。

「停てい学がくがあけて登校してきたと思ったら、いきなり何をしてくれてるんです……私はねえ、そういう生徒が一番嫌いなんだ……私はただ、つつがなく給料もらうためだけに、この仕事をやってるんです……余計な手間をかけさせないでほしいんですよ、まったく……」

「またまたぁー」

　イラカは肩かたをすくめてみせた。

「《真紅の殺戮天使スカーレツトエンジエル》がそんなこと言って」

　堂本は、ぴくっ、と肩を震ふるわせた。

「……何ですか、山やま田だ。その悪あく趣しゆ味みなワードは……」

「僕は山田じゃないってば」

「いちいち覚えてられないんですよ、問題生徒の名前なんてね……」

「僕は仙せん宮ぐう。仙宮イラカ。堂本先生は僕の担任なんだから、ちゃんと覚えて？」

「きみと会うのは、これが二度目か、三度目か、それくらいじゃないですか……覚えられるわけがないですねえ……それに……」

　堂本は両手を持ちあげた。

「覚える必要もないんですよ……」

「あはっ」

　イラカは口の前で両手を打ちあわせて、

「やる気なんだ？　嬉うれしいなぁ。《真紅の殺戮天使スカーレツトエンジエル》と手合わせできるなんて。いや？　堂本先生だけじゃない、か──」

　振り向くと、女が一人、立っていた。

　髪が長くて、むっちりしていて、堂本みたいに割れてはいないが眼鏡をかけている。ただし、ずれまくりだ。眠そうな顔をしている。

「10組担任の、夢ゆめ見みヶが原はら静しずか先生……だよね？　またの名を、《悪夢の静シズカ・ザ・ナイトメア》」

「そんな名前で呼ばないでくれるかなぁ？」

　静は眼鏡の位置を直した。

「その名はもう捨てたから。今のあたしは、ただの先生だよ？」

「謙けん遜そんしなくていいのに」

　イラカは、くっくっくっ、と喉のどを鳴らす。

「僕ね、停てい学がくがあけるまでの間、暇ひまだったから、いろいろ調べたの。生徒のことも、先生のことも。生徒はやっぱり、上級生とか、１年生だと１組とか２組とかのほうがおもしろい子が多いみたいだけど、先生の中では意外や意外、１年９組の堂どう本もと先生と10組の夢ゆめ見みヶが原はら先生がダントツで興味を引かれたなぁ」

「ふん……」

　堂本が鼻を鳴らして、ゆったりと──いや、むしろ、じっとりと、と表現したほうがいい足どりで、接近してくる。

「佐さ藤とう先生、ここは私に任せてもらえますか……一応、私の教え子みたいなんでね……」

「……あたしは佐藤じゃなくて、夢見ヶ原ですけどぉ」

「どうだっていいでしょうが、そんなことは……くだらない……じつにくだらない……」

「ああ……」

　イラカは自分の身体からだを抱きしめる。

　ぞくぞくする。

　堂本竹たけ雄お。元兵士。所属は様々。アフリカやら中央アジアやら中ちゆう東とうやら中ちゆう南なん米べいやら東とう欧おうやら、とにかく世界中に足そく跡せきを残している。金では動かず、一いつ宿しゆく一いつ飯ぱんの恩義に報むくいるため、アメリカ合がつ衆しゆう国こくの特殊部隊を壊かい滅めつさせたこともある。ゆえに、傭よう兵へいではなく、兵士。タケオ・ドーモトは、金のためでも、国益やら何やらの大義のためでもなく、個人的な理由で戦場を渡り歩く。おそらく、戦うため、それだけのために。そう言われていた。堂本竹雄。伝説的な兵士。

「吠ほえ面づらもかけんぞ、小こ僧ぞう」

　堂本が割れた眼鏡の向こうで両眼をクワッと見開く。

　くる。

　音が遅れるほどの超速度。

《真紅の殺戮天使スカーレツトエンジエル》は、堂本のかつての異名であり、能力の名でもある。

　素す手でで瞬殺する能力。

　その力を発揮したとき、堂本の背に赤い翼が見えるという。

「わあ……！」

　見えた。

　たしかに、赤い翼が。

　そして、その赤い翼を目にした瞬間、堂本が標的と見なした者は、命を絶たれる。

　知っていたから、イラカは床に身を投げだして、どうにかこうにか、堂本の突進を回かい避ひすることができたのだ。いや、それでも、イラカの制服は切れ飛び、皮ひ膚ふもいくらか裂さけた。かわしきることはできなかったということだ。

「さすが、《真紅の殺戮天使スカーレツトエンジエル》！　でも、これで僕の勝ち……！」

　一撃。

　最初の一撃さえしのげばいい。

　イラカはすれ違う一瞬に、種を植えつけていた。種を植える作業の難易度は、じつは相手による。

　堂どう本もとにはきっと植えやすいだろう。イラカはそう踏ふんでいた。そのとおりだった。

　急停止し、ふたたびイラカに襲おそいかかろうとしていた堂本が、頭を抱える。

「うぬぅ……！　なぁっ……！　こ、これはぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ……!?」

「堂本先生……っ!?」

　夢ゆめ見みヶが原はらが堂本に駆かけよろうとして、飛びのく。

「っ……!?　な、何を、堂本先生！」

　堂本が夢見ヶ原に向かって腕うでを振ったのだ。《真紅の殺戮天使スカーレツトエンジエル》だけに、たったそれだけでも致ち命めい傷しようを与えかねない。

　とっさに危険を察知して、大おお袈げ裟さなほど跳とび下がった夢見ヶ原もただ者じゃない。

「……堂本先生」

「うるさい……私の名前を呼ぶんじゃない……」

　堂本の額に青あお筋すじが浮きあがっている。

「私は、女は嫌いなんだ！　男も嫌いだ！　何もかも嫌いだ！　死ね！　みんな死んでしまえ！　戦いだ！　戦いこそが正義！　他はすべて悪だ……！」

「くっ……！　堂本先生相手に、真っ向勝負は……！」

　夢見ヶ原は踵きびすを返した。賢けん明めいな判断だ。堂本は正面からやりあって勝てる相手じゃない。イラカが夢見ヶ原でもそうする。

　ただし、イラカは夢見ヶ原じゃないし、夢見ヶ原を逃がしてやる義理もない。

「夢見ヶ原せーんせっ♪」

　イラカは夢見ヶ原が堂本に気をとられている隙すきに、背後をとっていたのだ。

「はっ……!?」

　驚おどろく夢見ヶ原の胸を、イラカは両手でわしづかみにする。

　揉もみしだく。

「すっごいおっぱい」

「ちょっ、やめっ──うっ……!?」

　本当は、種を植えるには、これくらいのことをしたほうが楽だ。夢見ヶ原は多少難物だったが、ここまですれば、いける。

　夢ゆめ見みヶが原はら静しずかという大地に穴を掘ほって、そこに種をつまみ入れるのだ。

　種はあっという間に芽を出す。

「ふっ……あぁっ……あぁぁぁぁあぁあぁぁぁ……くはぁぁぁあぁあぁあぁぁぁ……！」

　夢見ヶ原はよろめいて──そうかと思うと、眼鏡を外し、投げ捨てた。

　そこに堂どう本もとが躍りかかる。

「女、死すべし……！」

「誰が──」

　夢見ヶ原が堂本に笑みを向ける。

　イラカは鳥肌が立つのを感じて、身体からだが熱くなった。初めてだ。あんなにおっかない笑顔を見たのは。

「誰が」

　夢見ヶ原はただ堂本に笑顔を向けているだけだ。

　それなのに、堂本は脂あぶら汗あせをだらだらと流して、静止している。

「誰を、殺すのかなぁ？　ねえ、堂本せんせ？　誰が、誰を殺すのぉ？」

「……そ、れは……私、が……きさま、を……」

「夢みたいなことゆってるねぇ」

「……ゆ、め……」

















「きっと堂どう本もとせんせは、夢を見てるんだねぇ？」

「ゆ、め、を……」

　堂本の全身が震ふるえだす。

　汗だけじゃない、鼻水が、涙が、唾だ液えきが垂れ流されている。

「あ、ひー」

　堂本はそんな情けない声をもらし、股こ間かんを押さえて、白目を剥むいた。

　イラカはこそこそと二人から離れながら、身震いする。

「……どんな夢を見せられてるんだか」

　夢を見せる能力──《幻想曲フアンタジア》。

　それが夢ゆめ見みヶが原はら静しずかの能力だ。シンプルだが、とんでもなく恐おそろしい。

　なぜなら夢見ヶ原は、寝ている者だけじゃない、起きている者にも、夢を見せることができる。しかも、夢の内容は夢見ヶ原が自在に操あやつれるという。一度でも悪夢を見たことがある者なら、その恐ろしさはわかるはずだ。

　たとえば、崖がけから落ちて、墜落死してしまう。そんな夢を見たときに味わう恐怖はなかなか説明しがたい。それでも普通の夢なら、必ず覚める。ところが、夢見ヶ原が見せる夢は、そうとはかぎらないのだ。夢の中でずっと墜落しつづけるかもしれないし、何度も死が繰りかえされるかもしれない。

　その能力をいかして、夢見ヶ原は我が国の秘密諜ちよう報ほう機関ＪＩＢで諜ちよう報ほう員いんとして活躍し、世界中のエージェントに畏い怖ふされていた。

　彼女が、悪夢ナイトメア、と呼ばれていたのは、そのころだ。

「うひー、ひー、あぎー、ひあー」

「うふふふふふふ……」

　堂本と夢見ヶ原が楽しんでいる声を聞いて、イラカはつい噴ふきだしてしまう。

　おかしい。おかしくてたまらない。

「ちょろかったなぁ。先生たちも。この調子じゃ、僕が学校中をめちゃくちゃにしちゃうよ？　そうなったら、学校だけじゃすまないと思うけどね。くふふふふ……」
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「──う、おぉ……！」

　逆さか麿まろが宙に浮く。

　せいぜい50センチくらいだが、地面に足がつかなければ、10センチだろうと50センチだろうと１メートルだろうと同じだ。どれだけ必死に暴れても、何もできない。

「だりぃーんだよ……！」

　鏑かぶら城ぎが《吊り男ハングマン》の能力で逆さか麿まろを持ちあげたまま、逆麿の腹を連続で殴なぐりつける。

「だりぃーって！　言ってんだろ！　おらぁっ！　クソだりぃーんだよ……！」

「ぐっ、うがっ、おごっ、ふぐっ……！」

　逆麿、待ってろ、今、助ける。

　叫びたいのを我が慢まんして、皆みな人とは後ろから鏑城に近づき──飛びかかった。

「──っ……!?」

　鏑城はすぐさま逆麿を解放して、皆人を《吊り男ハングマン》で持ちあげようとした。でも、皆人はがっちりと鏑城の腰こしに両りよう腕うでを回している。

「やってみろよ、鏑城！　おれもろともってことになるけどさ……！」

「うぜぇ！　だりぃー！　消えろ……っ！」

　鏑城は拳こぶしを、肘ひじを、皆人の頭に叩たたきつける。

　痛い、けど、それくらいで放してやるもんかよ。

「そんなにだるいなら、なごめ、鏑城……！　おれがおまえをなごませる……！」

「──うっ……！」

　届いた。

　何に届いたのか、そこのところはよくわからないが、そういう手応えがあった。

　鏑城はふらついて、頭を振る。

「……花はな咲さき、今、オレに何した」

「おれにもわかんね。だけど、なんていうか……鏑城の中に何かがあって、それを──何だろ、潰した？　みたいな。そういう感じかな。感覚的には」

「ふーん……てーか、離れろ。きめーよ」

「あ、うん、ごめん」

　皆人が離れると、鏑城は地べたに座りこんで、ニットキャップを被かぶりなおした。

「……チョーだりぃ」

「そこは変わらないんだな……」

「だりぃーもんはだりぃーんだよ」

　鏑城は逆麿をちらっと見て、

「すまねーな」

「気にするな」

　逆麿は腹をさすりながら、

「おまえのせいじゃないからな。すべては仙せん宮ぐうイラカの仕業だ」

「にょんにょんっ」

　りゆがきゆを引き連れて走りよってきて、皆人の頭を撫なでた。

「りゆなのー。みなとだいじょぶかー？　痛くないのー？」

「痛いのなら正直に言いましょうね。りゆに嘘うそをつくことはきゆが許しませんよ」

「えー。じゃあ、ちょっと痛い……かな？」

「ほんじゃ、ぎゅうしたげるよー。ぎゅうーっ」

「きゆもしてあげます。ぎゅうーっ」

「……い、いや、まあ、痛みも吹っ飛ぶけどね？　かえって毒どくっていうかね……」

「皆みな人と！」

　離れた場所で別方向を見張っていた幻げん次じが、どこかを指さして叫んだ。

「オッサンがくる！」

「……おまえら」

　鏑かぶら城ぎが皆を見まわして、

「もしかして、あれか。オレにやったみてーに、花はな咲さきの力で一人一人もとに戻してくつもりなのかよ」

「察しがいいな」

　逆さか麿まろが軽く笑うと、鏑城はため息をついてみせた。

「……物好きっつーかよ。よくそんなめんどくせーことするよな」

「鏑城」

　皆人が頭を下げようとしたら、鏑城に視線で制された。

「やめてくれ。頼むとか。助けてもらったからな。オレも手ぇー貸すよ。たいして役には立たねーだろうし、めんどくせーけどまー、しょーがねー」

「ありがとう、鏑城」

「だから……やめろって。感謝すんのは、むしろこっちだろ。そーいうのが、だりぃーんだよ……」

「うっ……!?」

　と、突然、幻次がつんのめった。

　何が起こったのか。

　皆人は「あっ」と声をもらした。

「映うつる……!?」

　今の今までいなかったはずなのに、映が幻次の後ろに立っている。いや、いなかったのではなくて、気づかなかったのだ。

《私は空気エアマインド》──誰にも気づかれない程度の能力。

　映はその力を使って、幻次の背後に忍しのびよったのだろう。そして、奇襲をかけた。攻撃されて、幻次が映の存在に気づいたので、力が解けたのだ。

「ひっひっひっひっひっ……」

　映は手に銀色の工具──モンキーレンチ、というのだろうか──を持っている。

　あれで幻げん次じを殴なぐったのか。

「ぼ、僕をゴミクズ扱いもしないクズどもめ……許さないぞ、許さない……！　そ、そんなに僕を無視するなら、無視できないようにしてやる……！　だけど、おまえたちには僕の姿が見えないんだ……！　ひっひっひっひっ……！」

「映うつる、よせ！」

　皆みな人とが声を張りあげると、映はこっちを向いて、

「きみも結局は同じだ……！　期待させるだけ期待させておいて、僕にやさしくしないんだからな……！　もっと僕を大事にしないから……！」

「だ、大事にって──」

　いけない。話につきあっちゃだめだ。今の映は正気じゃない。イラカの力でおかしくなっているのだ。あれは映の本心じゃない。──たぶん。

　いや、たぶん、じゃない。絶対、そうだ。そうに決まっている。

　自分にそう言い聞かせても、やっぱりちょっと、こたえる。おれ、映のこと、大事にできてなかったのかな……？

「僕の姿は、おまえたちには、見えない……！」

　映がぐっと腰こしを落として、体勢を低くした。

「《精神迷彩カモフラージユ》……！」

「ふわわ？」

　りゆが首をかしげた。

「うつるんがひにゃーってなってるよー？」

「……そうですね」

　きゆがうなずく。

「まるで忍法みたいです。でも、霜しも山やまくんが忍法を使えるはずがありませんから──」

　皆人は目を瞠みはった。

「新しい、力……!?」

「ひっひっひっひっひっひっ……」

　映の姿が徐々に薄らいでゆく。

　映の《私は空気エアマインド》は、本当に消えるわけじゃないようだが、まるで空気と化したかのように、誰にも気づかれなくなるというすごい力だ。ただし、誰かに気づかれていると、力を発動できなかった。

　今の映は違う。みんなに注目されていても、存在感を消すことができるらしい。

「ひっひっひっ……」

　──とうとう、映が完全に、消えた。

「あ、あれは恐おそろしい能力だぞ……!?」

　逆さか麿まろが慌てている。

「しかし、灰はい堂どう茂しげるといい、霜しも山やま映うつるといい、なぜ力が増してるんだ……!?」

「たしかにそれは不思議だけど──」

　皆みな人とはあたりを見まわした。だめだ。まったく見えない。映。どこにいるのか。

「出てこい、映！　話をしよう……！」

「ぐあっ！」

　逆麿が頭を押さえて倒れこんだ。

「ひっひっひっひっ……」

　映がモンキーレンチを手にして、逆麿のすぐ後ろに立っている。やっぱり攻撃すれば姿を現してしまうようだ。

「捕まえろ……！」

　皆人が言うと、りゆときゆが弾はじかれたように駆かけだした。

「にんっ！」「にんにんっ！」

「《吊り男ハングマン》……！」

　鏑かぶら城ぎが映に向かって右手を突きだす。

「むっ……！」

　映の身体からだが持ちあげられた。だが、すでにその姿は薄れはじめている。

「ひっひっひっひっ……」

「チィッ！」

　鏑城が舌打ちをして、

「オレの《吊り男ハングマン》は、見えてるやつにしか効果がねーぞ……！」

「ひぃーっひっひっひっひっ……」

　映は、りゆときゆに捕まえられる前に、消えてしまった。

「──オッサンが……！」

　幻げん次じが立ちあがって、叫ぶ。

「《不思議な壁ワンダーウオール》……！」

　暴走トレーラーみたいなオッサンが、幻次の壁かべに体当たりした。

「ロボォォッ！　ドスコォォォーイッッッッッッッッッッ……！」

「つあぁっ……！」

　壁が打ち砕かれて、幻次が撥はね飛とばされた。

　オッサンはもう上半身裸はだかで、ズボンもズタズタになっている。盛りあがった筋肉は鋼はがねのようで、全身から湯ゆ気げが上がり、両目はピカァーッと光っていて、体毛が濃いことをのぞけば、本格的にロボっぽい。

「ロボッ！　ロボォッ！　ロボォォォッ！」

「鏑かぶら城ぎ、オッサンを……！」

「ああ！　ハングマ──んっ!?」

　鏑城が頭を押さえてしゃがみこんだ。映うつるだ。映にモンキーレンチで殴なぐられたのだ。

「……いってぇ……」

「ひっひっひっひっひっ……」

「ロボォォォォォッ……！」

　オッサンが丸太のような腕うでを振りまわして、鏑城を映もろともぶっ飛ばした。

「ぐえっ……！」「びぇぇーっ……！」

「ナ、ナイス、オッサン……!?」

　でも、鏑城もやられたわけだし、べつにオッサンが味方になってくれたわけでもない。というか、あの状態になると、きっと敵も味方もないのだ。りゆときゆは例外で、基本的には自分以外ぜんぶ敵なのだろう。

「ロォォォォボッ！」

　オッサンが迫りくる。皆みな人とは逃げたくなったが、逃げてどうする。受け止めるのだ。なんとか組みついて、なごませる──前に、木こっ端ぱ微み塵じんにされちゃいそうだけど。

「──そ、それでも、やるしか……！」

「にんにんっ！」「にんっ！　忍法っ！」

　と、りゆときゆがオッサンを左右から挟みこんで、

「「亀きつ甲こう縛しばりの術……っ！」」

　どこからとりだしたのか、二人が繰りだした数十本の縄なわが、見る間にオッサンを亀甲縛りにしてしまった。

「ロボォォォォォォォォッ!?　ロォォォォボッ！　フンッ！　ハァッ！　ハァァッ！」

「……よ、喜んでいないか、あれ」

　逆さか麿まろが後頭部をさすりながらそう言った。

「たしかに……」

　皆人はだんだん見てはいけないものを見ているような心地がしてきて、目をそらした。

「そんなふうに見えなくもないけど……」

「てーか、おい、花はな咲さき！」

　鏑城に声をかけられて、皆人はハッとした。

「そ、そうだ！　今のうちにオッサンを……！」

「ロボォォォォォォォォォォォォッ！　ドッコォォォォォォォォォォイ……ッッッ！」

「ひゃっ」「あうっ」

　りゆときゆが引っぱられている。

　オッサンは縄を手た繰ぐりよせて、りゆときゆを──どうするつもりなんだ……!?

「フッシュウウゥゥゥ！　ハァハァハァハァハァァッ！　ロォォォォォォォォボッ！」

「きゃうううっ」

「り、りゆだけでも、逃げてっ……！」

「そんなのやだよーうっ！」

「ロボオオォォォォォォォォォォォォォォォ……ッッッッッ！」

「うにゃっ！」「きゃあっ！」

　ついに、りゆときゆはあらがいきれなくなった。

　オッサンは左右からりゆときゆにむちむちむにゅっとサンドイッチされる形になって、絶叫した。

「感無量デゴワス……ッッッ！」

「なんで鹿か児ご島しま弁べん……!?」

　そのへんはよくわからないが、オッサンは涙を流して立ちつくしている。りゆときゆに危害を加える気はないのか。憎ぞう悪おやら敵意やらより、欲望のほうがまさっているのかもしれない。何にしても、好都合だ。

「りゆ、きゆ、待ってろ、今……！」

　行こうとしたら、ガンンッ──。

















「……ってえ」

　おれ、どうしたんだ？　これ、地面？　うつぶせで、倒れてる？　てことは？　もしかして、殴なぐられた？　頭……？

　見上げると、映うつるがモンキーレンチを振りかぶっていた。

「ひっひっひっひっひっひっひっ……！　ぼ、僕にはわかってるんだ……！　花はな咲さきだって、ほんとは僕のことを嘲あざ笑わらってる！　心の底では僕を見下してるんだろ！　リア充全開のきみに、僕の気持ちがわかってたまるもんか……！」

「……映」

　わかってる。映が本当はそんなふうに思ってないってことは。

　ちゃんとわかってるけどさ。

　だけど……！

「おれは、おまえのこと……見下したりしてないっ！　やさしくて、すっごくやさしくてさ、誰のことも傷つけない、おまえのことが……おれは、大好きだ……っ！」

「っ……！」

　映は今まさにモンキーレンチを振りおろそうとしていた。

　その手が止まった。

「うぅ、ぅう、ぅうううぅ、ぅううぅぅぅうううぅぅぅ……っ」

　映が震ふるえている。全身を小刻みに震わせている。

「……ぼ、僕は……僕は、僕は、僕は、僕は、僕は、僕は……うわあああぁぁぁぁ！」

　そして、なんてことだろう、映は、モンキーレンチを──

「あがぁっ！」

　自分の額に叩たたきつけた。

　もちろん、血が出た。噴ふきだした。

「は、は、はな、花咲、お、おねがっ、に、逃げてっ、ぼ、僕、じ、自分を、こ、こ、これ以上、お、抑おさえられなっ……」

「大丈夫だ！」

　皆みな人とは起きあがって、映を抱きしめた。

「──大丈夫だ、映！　もう大丈夫だから！　おれがおまえをなごませる！　おまえをもとに戻してやる……！」

「は、花咲……っっ」

「思いっきり、なごめ……！」

　届け、おれの力。

　何があっても、必ず、届かせる。

　どこだ。もっと奥。映の奥の、奥のほうだ。

　──あった。

　これだ。この硬かたそうな、種みたいなもの。これを、握にぎり潰つぶす……！

「っ！　っ……！　……っ…………」

　映うつるは身体からだをびくんびくんさせて、それから脱力した。

「……花はな咲さき」

「映。もう平気だろ」

「……うん。でも、僕……僕、とんでもないことを……っ」

「いいか、映。誰がなんと言おうと、それは映のせいじゃない──ってのは、とりあえずおいといて！」

　皆みな人とはオッサンに目をやった。

「ロォォォボ！　ロォォォボォォォ！　ロボロボッ！　グヘェアハハエハハァ……」

「う、あうう、ひあっ」「や、やめて……くだ、さいっ……く、ふ……っ」

「……オ、オッサン」

　いくらイラカの力で普通じゃなくなってるからって、何やってるんだよ。

　上半身裸はだかで──というか、ズボンはほとんど原形を留とどめていないので、パンツ一丁に近い格好で、途方もなく肉感的な双子の美少女を左右の腕うでで抱えこみ、胸だの尻しりだのふとももだのを揉もみまくっているオッサンの姿は、どこからどう見ても破は廉れん恥ちきわまりない。控ひかえめに言っても、変質者だ。はっきり言って、世紀の大変態だ。

「ロボォォォ。デヘヘヘヘ。ロボロボロボォォォ。グヘヘヘヘ。ロボォォォォ」

「……いや、ロボはもう関係ないよね？　目はまだ光ってるけどさ……」

「は、花咲！　早く二人を助けないと……！」

　映がそう言ったところで「あっ……！」と目をつぶったが、皆人はつい逆に目を見開いてしまった。

「ロボォォォォエロォォォォォォボォォォ……！」

「きゃいっ」「だ、だめっ……！」

　オッサンがりゆときゆの制服を引きちぎったのだ。

　ぽろりと、こぼれた。

　いや、ぽろり、なんてものじゃない。あれは明らかにぽろり以上のものだ。

「……すっげー」

　皆人はぶるんぶるんと頭を振って、

「感心してる場合じゃないか！　りゆ、きゆ、もうちょっとだけ我が慢まんしてくれ……！」

「エロォォッ！」

　もはやロボじゃなくてエロと化したオッサンが、光る目を皆人に向けた。でも、りゆときゆを放そうとする気配は微み塵じんもない。

「──両手がふさがってるなら、そんなにこわくない……！」

「《吊り男ハングマン》……！」

　おまけに、鏑かぶら城ぎが力を使ってオッサンを浮きあがらせてくれた。

「エロォォッ!?　エロォォッ！　エロッ！　エロエロエロォォォォッ……！」

　オッサンは空中で両りよう脚あしをじたばたさせている。一発でもまともに足あし蹴げにされたら、ただではすまないだろう。

「だけど、それがどうした……！」

　皆みな人とは自分に気合いを入れて、オッサンの右脚にすがりついた。

「エロッ！　エロッ！　エロォォォッ！」

「いだっ、づぁっ、だっ……！」

　オッサンの左足の蹴りが何発か入ったが、かまわずなごませる。

「戻れ、オッサン……！　オッサンはエロいけど、そこまであからさまじゃないだろ！　どっちかって言ったら、むっつりのはずだろ……！」

「エ、エロ……ッ」

「奥ゆかしい、いつものオッサンに、おれが戻してやる……！」

　自分で言っておきながら、奥ゆかしいというのはちょっと言いすぎかなと、ちらっと思わないでもなかった。

　でもとにかく、オッサンの中からあの種を見つけだして──潰す！

「──エロオォォォォ……!?」

　オッサンの両目からすさまじい勢いで光が噴出する。

　そして、身体からだ中じゆうの穴という穴から湯ゆ気げというか煙けむりのようなものを上げて、オッサンは機能を停止した。

「……本当にロボットなんじゃないのか」

　逆さか麿まろがぽつりと呟つぶやいた。

　まあ、そう疑うたがわれても仕方ないようなところもなきにしもあらずだったが、オッサンの目に光が──ピカァッという例の光じゃなくて、理性の光がともったので、これでもう大丈夫だと皆人は確信した。

「オッサン」

「……マイサン」

「いや、息子じゃねーし……」

「俺としたことが、すまん。ゴールデンボーイ」

「ゴールデンでもないと思うけど、いいや。謝ったりしなくていいって」

　皆人はオッサンの右脚から身を離して、

「鏑城、下ろしてやってくれね？」

「……ああ」

　鏑かぶら城ぎが少しずつ力をゆるめて、オッサンは地に降りたった。

「オサーン、戻ったかー？」

　りゆがオッサンの顔を撫なでると、きゆはオッサンのほっぺたをつねった。

「もう平気ですね？　平気じゃなかったから、承しよう知ちしないかんじですけど」

「うむ……」

　オッサンはそのとき思いだしたのかもしれない。自分が両りよう腕うでに百もも地ち姉妹を抱いていることを。しかも、二人とも制服がちぎれて、あられもない姿になっている。

「ムホーッ!?　キョホーッ!?　巨きよ峰ほう!?　ヤッホーッ!?　ロボーッ！」

　途と端たんにオッサンの目から光が迸ほとばしって、全身から湯ゆ気げが上がりはじめた。

「ど、どしたかーっ、オサーン」「だいじょうぶですか、オッサン！」

　りゆときゆがオッサンをさわるたびに、オッサンは飛んだり跳ねたりする。

「ロボーッ！　ロボッ！　ロボッ！　ロボォォーッ！」

「誤作動してる、ね……」

　映うつるが、ははは……と笑った。

「ロボモードは変わらないのかな……」

　皆みな人とは笑う元気が出てこなくて、地べたに腰こしを下ろした。なんだかやたらと疲れている。あの種を握り潰す力の使い方は、かなり消しよう耗もうが激しいようだ。

「……でも、おれがやらないと。みんな、全員、助けるんだ。絶対、助けてやる」

「苦労性だなー」

　鏑城がヤンキー座りをして、ニットキャップ越しに頭を掻かいた。

「そういうやつも、いねーと困るんだろーけどな」

「苦労とか、ぜんぜん思ってない。やりたいから、やるだけだし」

　逆さか麿まろが近づいてきて、皆人の肩かたに手を置いた。

「及およばずながら、手助けさせてくれ。俺には金を出すくらいのことしかできないが」

「や、だから、金以外でも、もうすげー助けてもらってるって。逆麿には」

「あっ！」

　と、映が大きな声を出した。

　見ると、映が幻げん次じに駆かけよろうとしている。

　幻次は倒れていた。ひょっとして、映にモンキーレンチで一撃されたとき以来、起きあがっていないのか。映は膝ひざをつき、幻次の肩をつかんだ。

「じ、神じんくん！　神くん……!?　神くん……！」

「幻次……！」

　皆人は弾はじかれたみたいに幻次のところまで飛んでいった。

「……皆人」

　幻げん次じは目を開けて、皆みな人とを見つめた。それから映うつるを一いち瞥べつして、

「霜しも山やま。言っておくけど……きみに殴なぐられたせいじゃない」

「だ、だけど……」

「少し、疲れただけだよ」

　幻次はゆっくりと身を起こした。でも、顔色がよくない。もともと、手しゆ裏り剣けんで負った怪け我がはとりあえず止血しただけだし、モンキーレンチで後頭部を殴おう打だされて平気なわけもない。疲労のせいじゃないことは一いち目もく瞭りよう然ぜんだ。

「ただ、このままだと、みんなの足を引っぱってしまうかもしれないね」

「そんなの気にすることないって」

　皆人は幻次の前にしゃがんで、頬ほおをさわった。

「足、引っぱるとかさ。どうにかなるし。ならなくても、するし」

「ありがとう、皆人」

　幻次はそっと笑いながら、首を横に振った。

「気持ちだけ受けとっておくよ」

「え……？」

「ぼくは別行動をとる。心配しないで。ちゃんと手当てをして、満足に動けるようになったら、また合流──」

　幻次が口をつぐんだ。というよりも、つぐまされたのだ。

　ものすごい音が響ひびき渡った。

　これは──爆発音か。

　遠くで何かが燃えている。建物。方向からすると、13号校舎ではないと思うが、きっとどこかの校舎だ。

「ま、まさか、あれも……」

　逆さか麿まろがぶるっと身み震ぶるいをして、呆ぼう然ぜんと呟つぶやいた。

「……あれも、イラカの仕業なのか」



　　　　　　　　　★



「わぁーお。すごーい」

　仙せん宮ぐうイラカは窓まど越ごしにその爆発と炎上を目撃した。ここからだと、建物自体は見えないが、おそらく12号校舎だろう。12号校舎には、１年４組から７組までの教室がある。

「魔法科特専クラスの５組あたりかな？　あそこの委員長の猿さ渡わたりメグミさんは爆炎の魔法少女だから、たぶん彼女」

　イラカは、ふふふ、と笑う。

　と、また別の校舎が、爆発というよりも破は裂れつした。

「っ……！」

　これにはイラカも驚おどろいて、思わずしゃがみそうになった。窓まどガラスが、割れはしなかったものの、薄くひびが入っている。

「──どこ？　今の……９号校舎？　あそこは２年４組から６組の教室があるところだっけ。２年生は、ちょっと能力とかわからない人も多いから、誰が何をしたのか、見当もつかないけど」

　どんな能力を持っていようと、同じなんだけど、とイラカはほくそ笑む。

　イラカに種を植えつけられてしまえば、誰だろうと見み境さかいなく憎ぞう悪おを撒まき散ちらす破は壊かいマシーンと化す。

「わたしに～♪　名前を～♪　訊きかないで～♪」

　イラカは歌いながら、ひびの入った窓ガラスを指でなぞりつつ、廊ろう下かを歩く。

「名前なんて～♪　あてには～♪　ならないから～♪」

　ここは校舎じゃない。

「わたしに～♪　名前を～♪　訊かないで～♪」

　私し立りつ天てん命めい学がく園えんの広大な敷しき地ち内の奥まった場所に、＊（アスタリスク）の形をした威い圧あつ的てきな建物がそびえ立っている。

「名前なんて～♪　いつでも変えられる～♪　ものだから～♪」

　教員部、教きよう務む部、能のう開かいこと能力開発部、闘研こと闘とう争そう研究部など、学園の主要な機能が集中しているその建物は、本館、と呼ばれている。

「わたしに～♪　名前を～♪　つけないで～♪」

　別名、奥おく殿どの。

　あるいは、伏ふく魔ま殿でん。

「名前なんて～♪　わたしは～♪　いらないから～♪」

　イラカはそのてっぺん、本館の頂上に突きだしている、二十面ダイスのような形をした最上階の、ぐるぐる回る廊下を一人きりで歩く。

「わたしに～♪　名前は～♪　ありません～♪」

　そして、革張りの荘そう厳ごんなドアの前で足を止めた。

「わたしは♪　誰でも～♪　ないから～♪」

　ドアをノックする。

　応答はない。

　しばらくの間は。

　やがて開いた。

　そこは小さなプラネタリウムのような部屋だった。

　中央に椅い子すがある。

　電動車椅子だ。

　男が座っている。

　だが、それを、座っている、と表現するのは適切じゃないかもしれない。

　男の顔は半分人工呼吸器に覆おおわれている。電動車椅子は、人じん工こう心しん肺ぱいをはじめとして、循じゆん環かん系や消化器の働きを補おぎなう装置でごてごてと飾り立てられている。それらは当然、すべて男に接続されている。

　立派な仕立てのネイビーのスーツを着て、清潔なシャツをあわせ、品のいいダークレッドのネクタイをしめているし、宝石をあしらった飾りピンをつけ、ぴかぴかの革靴を履いているが、男には髪の毛だけじゃなくて眉まゆもなく、皺しわだらけの、まるで安物の合ごう皮ひみたいな白い肌をしている。

　死人のようだ。

　座っているというよりも、座らされている。

　実際、男が自分の力で椅子に腰こしかけることはできないだろう。

　息をすることさえできないのだ。

　でも、いやに澄すんだ両目の眼光だけは、烱けい々けいとしている。

『生徒よ。今当学園に起こっている騒動は、きみの仕業か』

　声が響ひびいた。

　男が発声しているのではないだろう。機械的な仕組みによって、男の思考を音声化し、スピーカーから発しているのだ。

「わぁ。渋しぶい声」

『答えたまえ、生徒よ』

「誰がその声を選んだの？　やっぱり、学長が自分で？」

『答えろ、生徒よ』

「だとしたら、趣味は悪くないと思うけど、あんまり似合ってはないかな？」

『答えるのだ』

「そう」

　イラカは肩かたをすくめた。

「僕がやった。それがどうかした？」

『１年９組仙せん宮ぐうイラカ』

　男は──私し立りつ天てん命めい学がく園えん学長、天てん命めい胤たね高たかは、指一本動かすことなく──

『きみを退学処分とする』

「ぷっ」

　イラカは噴ふきだした。

「あはははっ。あはっ。あーはっはっはっはっはっはっ……」

『何がおかしい』

「おかしいよ、だって……くっふっふっふっふっふっ……」

『きみは当学園の生徒でなくなった。校内にいる資格はない。即刻立ち去りたまえ』

「そんなこと言われて……くっくっくっくっくっ……僕が従したがうわけないって、そんなこと、わかりそうなものなのに……くっくっくっくっくっくっ……」

『勧かん告こくに従わないのなら、強制的に排除することになる』

「どうぞ、ご自由に」

　イラカは腰こしを折って、丁てい寧ねいに一礼した。

「あなたが何を考えてどうしようとあなたの自由だし、僕が何を考えて、もしくは何も考えないで何をしようと、僕の自由だよ？」

『自由には責任が伴ともなうものだ』

「月並みなことを言うんだね」

『真実だから、月並みにもなるのだよ』

「とらせればいいんじゃない？　その責任ってやつを。せいぜいがんばって。でも、あなたにはできないでしょ？」

『そう信じるのは自由だ、元生徒よ』

「信じてるんじゃなくて、僕は知ってるんだよ」

　イラカは学長に近づいてゆく。

　一歩、一歩、ゆっくりと。

　やがて、何かがイラカを妨さまたげる。

　よく目を凝らさないと、そこにそれがあることもわからない、透とう明めいで、非常に強きよう固こな、分厚いにも程がある、防ぼう弾だんガラス製の壁かべだ。

「やっと会えたね」

　イラカはその壁に指を這はわせて、学長の姿をなぞる。

「パパ」










３話　本当のプレゼントをあなたに







「──っ……！」

　来くる見み坂ざかつみきは跳とんだ。

　今の今までつみきが足をついていた地面が消失する。

「ちょこまかと……！」

　目を血走らせてつみきを追いかけてくる男子生徒は、たぶん２年生だ。よくわからないが、物を消し去る能力の持ち主らしい。

「いいかげん観念しろ、１年生……！」

「誰が……っ！」

　つみきはジャンプする。

　転がって、起きあがりながらまた跳ちよう躍やくする。

　行く先々で、地面がへこむ。へこみの大きさはバレーボールくらいだ。たいした大きさではないが、そのくらいのものが消えるとなると、ただごとじゃない。

「──身体からだを狙われてないから、まだ助かってるけど……！」

「グハハハッ！　せっかくの女だ！　誰が傷つけてやるものかよ！」

「ああ、そういうこと……！」

「いや……!?　足首くらいならいいか……！」

「っっ……！」

　ぞっとした。

　つみきは慌てて建物の陰かげに飛びこむ。この建物は校舎か。よくわからない。でも、窓まどが開いている。大おお急いそぎで窓から建物の中に入った。

「ひっ……」

　やっぱり校舎だ。何号校舎なのだろう。とにかく、教室だ。

　生徒たちが倒れている。

　折り重なるように、十人以上、二十人ほどの男子生徒と女子生徒が。

　机も、椅い子すも、倒れている。

　一人だけだ。

　椅子に座って、男子生徒が一人だけ、なぜか赤い糸を左右の手首や指にかけたり、外したりしている。

　つみきもよく、一人きりで遊んでいたから、知っている。

　あやとりだ。

　男子生徒が、うつむいて、黙もく々もくとあやとりをしている。

　やばい、と瞬間的につみきは思った。この男は絶対やばい。逃げないと。

　でも、つみきは追われていて、逃げてきたのだ。

「よいっしょ……っと」

　振り返ると、２年生が窓まどによじ登って教室に入ってこようとしていた。

「逃げたって無む駄だだってのに」

　２年生はつみきを見て、にやあ、と笑った。

「やばっ……！」

　つみきは横っ跳とびしようとしたが、床を蹴けろうとした右足がズボッと埋まった。床に穴があいて、右足が嵌はまってしまっている。

「どうやってやろうかな」

　二年生が唇くちびるをぺろぺろ舐なめながら、つみきに歩みよってくる。

「俺はさあ、おまえみたいな女が嫌いなんだよ、かわいいからって調子に乗ってるんだろ、どうせそうなんだ、そういう女にはさあ、何をしたっていいと思うんだよ、思うっていうか、何をしたっていいんだよ、どんなことでもさあ」

「……へえ」

　つみきは穴から右足を引き抜いた。

　でも、逃げはしない。覚悟を決めた。

　この２年生はつみきの力を知らない。見せていないからだ。それなら、なんとかなる。つみきにさわろうとしたときが、２年生の最後だ。

「つみきに何をしようっていうの？　やれるものならやってみれば？」

「言われなくたって、やってやるよ」

　２年生が下げ卑びた笑顔でつみきに向かって手をのばす。

　その手がつみきにふれる寸前だった。

「──うるさいな」

　立ちあがる音がした。

　もちろん、一人で椅い子すに座ってあやとりをしていた男子生徒だ。

　つみきは振り向きかけた。その前に、２年生が男子生徒のほうに目をやった。

「何だぁ……？　ぐっ──」

　２年生が目を剥むく。

　喉のどを押さえる。かきむしる。どうしたのか。何が起こっているのか、正確にはわからない。でも、異変が起こっている。それはわかる。見ただけで、誰にでもわかるだろう。

　２年生の頬ほおが、みるみるうちにこけてゆく。

　唇くちびるはかさかさになって、目が落ちくぼみ──痩やせてゆく。

　水分が失われていっている……？

　それも、急激に。

　今まで気づかなかった。見れば、２年生だけじゃない、教室に倒れている男子生徒も、女子生徒も、まるでミイラみたいな有あり様さまになっている。

「ひぇっ、ひぃぃぃ、いぃぃぃぃぃいいぃぃぃ……」

　２年生は床に膝ひざをついた。立っていられなくなったのだ。それは、あれだけカラカラに乾かわいてしまったら、立っているどころの騒さわぎじゃないだろう。もう２年生は倒れている男女と大差ない。

「た、たす、たすけ、たすけ、て……」

「うるさい」

　あやとりをしていた男子生徒の声は、暗い。

　どこまでも暗くて、深い。

　つみきは唇を噛かんで、２年生を凝ぎよう視ししている。恐おそろしいから見たくないのだが、視線を動かすのはもっとこわい。

　動けない。

　少しでも動いたら、自分もやられそうな気がしてしょうがない。

　何、これ？　何なの？　いったいどんな能力？

　考えられない。考えたくもない。

「……うるさいんだよ」

　あやとり君が椅い子すに座ったみたいだ。

　２年生は崩くずれ落おちた。完全にミイラ化して、当然、ぴくりともしない。

　──助かった……？

　うるさい、とあやとり君は２年生に言った。うるさくされるのが、嫌い？　静かにしていれば、もしかして、やられずにすむ？　そうかも。

　どうかそうであってほしい。

　つみきはそっと、できるだけ静かに、いや、限界を超えて静かに、教室から出ることにした。窓まどから？　それとも、ドアから？　ドアは開いていただろうか。わからない。覚えていない。そっちに目を向ける勇気はない。窓だ。窓から出よう。もともと、つみきは窓からこの教室に入ってきて、無事だったのだ。

　少しずつ、じりじりと、四よつん這ばいで、窓へと向かう。

　息を殺す。

　こんなときにかぎって、くしゃみが出そうになって、死にものぐるいで我が慢まんする。

　あと１メートル。

　50センチ。

　30センチ。

　10センチ。

　壁かべだ。

　身を起こす。窓まど枠わくに手をかけたら、あやとり君が、

「ふう……」

　と大きなため息をついて、つみきは心しん臓ぞうが止まるかと思った。

　でも、何も起こらない。

　いくらじっとしていても、何かが起こる様子はない。

　ただ、ため息をついただけ……？

　こうなったらもう、そうだと信じるしかない。つみきは恐怖を押し殺して、一気に窓枠の上へと身体からだを押しあげた。

　外へと、跳とぶ。

　着地したとき、けっこう音を出してしまったので、もうだめかと思った。死ぬ。死んじゃう。殺される。いや。死にたくない。全ぜん力りよく疾しつ走そうで建物から離れて、ここまでくれば大丈夫だとはなかなか思えなくて、さらに走った。涙が出てきた。泣きながら、走った。息が切れて、脇わき腹ばらが痛くなってきて、つみきはようやく足を止めた。

「……な、何なの、こっ、この、学校っ。で、でたらめ、な、学校、だってっ、しっ、知ってた、けどっ、こんな……っ」

　涙がぼろぼろこぼれる。こわい。

　こわいよ。

「……逃げたほうが。学校の、外に……」

　でも、と、つみきは頭を振る。両手で顔をぬぐう。

「たぶん、皆みな人とくんは逃げたりしない。皆人くんは、きっと、みんなを助けようとする。してるはず。皆人くんが逃げないなら、つみきだって。皆人くんに手を貸さないと。つみきは総合判定Ｂなんだから。役に立てるんだから。みんなと……友だちになりたいし。それに、テッチーだって、助けてあげないと」

　本当は、知っている。

　哲てつ道みちはつみきのことが好きなのだ。それくらい、わかる。昔から、ずっと、つみきのことが大好きなのだ。

　つみきは、でも、どうしても哲道をそういう対象としては考えられない。

　あまりにも近しすぎるからだろうか。こんなに近しくても、哲道はつみきにふれることもできなかった、その時間が長すぎたからだろうか。とにかく、つみきにとって、哲道はいとこなのだ。せいぜい、きょうだいくらいの間柄なのだ。それ以上にはなれない。

　大事な、きょうだいだ。

　兄か、弟か、そのへんは微妙だけれど。

「逃げるわけには、いかないでしょ」

　つみきは力強くうなずいて、歩きだす。

　いろんな生徒に追いかけ回され、逃げて、逃げ回って、ここがどこかもよくわからない。でも、必ず、なんとかして、皆みな人とと合流しないと。

　──と決意を新たにした矢先に、行く手に見知らぬ女子生徒の姿を認めて、つみきは踵きびすを返そうか返すまいか、迷った。

　制服がちょっと違うので、２年生か、３年生か。たぶん、３年生だ。

　女子生徒は青空を仰あおいで、両手を持ちあげた。

　何をやっているのだろう。

　というか、今の今までほとんど雲一つない晴天だったのに、どうして暗あん雲うんが垂れこめはじめているのか。

　雷が鳴った。

「……え？」

　つみきは頬ほおに手をやった。冷たいものが当たったのだ。雨粒か。

　雨粒が落ちてきた。降りだしたのだ。あっという間に豪雨になった。

「え？　え？　え……!?」

　つみきは雨宿りできそうな場所を探して右う往おう左さ往おうした。

「きゃははははははははははは。きゃははははは。きゃははははははははははははは」

　猛もう烈れつな雨音に交じって、女の笑い声が聞こえてくる。もしかして、いや、間違いなく、この雨はあの女子生徒だ。あの女生徒が能力で雨を降らせたのだ。つみきはびっしょり濡ぬれた髪を振り乱して、また泣きたくなった。

「もうやだ！　何なの、この学校……！」



　　　　　　　　　★



「──すっげー雨……！」

　皆人はモトクロッサーを山小屋めいた小屋の壁かべに立てかけて、中に駆かけこんだ。別行動をとることにした幻げん次じが先に逃げこんでいるかもしれない、と思ったりもしたのだが、いなかった。小屋の中にいるのは、皆人と逆さか麿まろ、鏑かぶら城ぎ、りゆときゆ、オッサンと映うつるだけだ。

「……みんな、ずぶ濡れだな」

「へーっくしょんっ」

　とくしゃみをしたりゆを、きゆが抱きしめた。

「だいじょうぶですか、りゆ。ひょっとして、風邪をひいちゃいましたか。そうだとしたら大変です。きゆが、かわってあげられればいいんですけど──っくちょんっ」

「あー。きゆもへっくしょんだねー。りゆといっしょだなー」

「ウェルカム！」

　オッサンが百もも地ち姉妹に向かって両りよう腕うでを広げてみせた。いいけど、目がピカァーと光りつづけているのは、もう治らないのか。治らないというか、直らない？　仕様なのか。

「……で、でも……」

　映うつるが身体からだ中じゆうからしたたる水を気にしながら、

「ぼ、僕とかはべつにいいんだけど……も、百地さんとかは、その……女の子だし、ふいたりくらいしないと、ほんとに風邪ひいちゃうかもだよね……」

「タオルは見つからなかったが──」

　逆さか麿まろが別の部屋から出てきた。

「こっちの部屋に、シーツと毛布はあった。女性陣は、シーツで身体をふいて、しばらく毛布にくるまっていればいい」

「おぉー」

　りゆがいきなり制服を脱ぎ捨てた。

「ふきふきするよーっ」

「り、りゆっ！　だ、だめっ！」

　きゆが慌てて隠かくそうとしたが、何しろたゆんたゆんしているので、とても隠しきれるものじゃない。

「ふお？　きゆ、どしたのかなー？」

「ど、どうしたじゃありません、りゆの裸はだかは、きゆ以外には見せちゃだめです！」

「そなのー？　ふーん。どしてー？」

「ロボォッ！　ロボォッ！　ロボォッ！　エロォォッ！」

「──あんなふうになる人がいるからですっ！」

「まーなー」

　鏑かぶら城ぎは濡ぬれそぼったニットキャップを搾しぼりながら、

「コーフンすんなっつっても、無理だよなー。その身体だとなー……」

「からだ……」

　りゆは自分の胸をむにむにして、

「こーふん、いいこと？　かなー？　だよねー、きゆ？」

「わ、悪いことじゃないかもしれないですけどっ」

　きゆはりゆを別室に引っぱってゆく。

「こっちにきて、りゆ！　さあ、こっちに！」

「よくわかんないけど、わかったよー」

「ウェイトッ！　ロボォォッ！　プリィィィーズッ！」

　オッサンの引き止めもむなしく、二人は別室に消えた。

　逆さか麿まろが髪をかき上げて、椅い子すに腰こしかけた。

「……この雨だと、オートバイもあまり使えないな」

「だなあ」

　皆みな人とは床に座った。

「しっかし、さっきまでめっちゃ晴れてたのに、いきなりこの雨っておかしくない？」

「……の、能力なんじゃ、ないかな……」

　映うつるはおそるおそるといった感じで皆人の隣に腰を下ろした。

「誰かが、能力で雨を降らせた……とか。ない、かな、いくらなんでも、ははは……」

「いや、ありうるだろう」

　逆麿はうなずいて、

「１年だけでも１組から10組まで、２年は１組から９組まで、３年も１組から５組まである。２年以上の生徒数は決して多くないらしいが、それはおそらく、学園生活においてふるいにかけられ、残る生徒が少ない、ということだ。２年、３年の生徒は、基本的に１年生よりレベルが上だと考えたほうがいい。たぶん、俺たちが思う以上に、とんでもない能力の持ち主が大勢いるはずだ」

「サンセット・クルージング！」

　オッサンが渋しぶい顔で意味不明なことを言ったが、目が光っているので以前にも増して何がなんだかよくわからない。

「どっかの校舎が爆発してたよな……」

　皆人は顔をしかめる。

「13号校舎だけじゃないってことだ。イラカは、他の校舎でも種をばらまいてる」

「種……？」

　逆麿が皆人に目を向けて、眉まゆをひそめた。

「種とは？」

「うーん。感覚っていうかさ、ちょっと曖あい昧まいな話なんだけど──」

　皆人は、イラカの力にとらわれていた者を解き放つ際、その者の奥底に何か種のようなものが埋めこまれていて、それを握にぎり潰つぶすのだ、と説明した。

「たぶん、イラカは力を二種類持ってる。一つは、おれと似てて、正反対。イラカに近づくと、なごむんじゃなくて、怒りとか憎にくしみが増幅される。もう一つは、種を植えつける。種を植えつけられると、イラカがそばにいなくても、怒りとか憎しみに支配されつづけて、めちゃくちゃなことを思ったり、したりするんだ」

「なるほど」

　逆さか麿まろは顎あごをつまんだ。

「皆みな人とはその種を見つけだして、破は壊かいすることができるわけだな」

「うん。密着しないと、ちょっと無理っぽいけど」

「イラカはおそらく、ふれなくても種を植えつけられるんだろう。もし、全校生徒が種を植えつけられたりしたら……たまらんな。どんな能力者がいるか、俺にはまったく想像もつかない。──《主戦論者ウオークラフト》、か」

「それがイラカの狙いなのかな……」

「あるいは、な」

「わけわかんねーよ」

　皆人は首筋を掻かいた。

「そんなことして、何が楽しいんだよ」

「ギルティー」

　オッサンが親指を立ててみせた。

「……だ、だけど……」

　映うつるがうつむいて、

「……あの……仙せん宮ぐうイラカっていう人は……いつからかわからないけど、その能力に目覚めて、そ、その能力を背負って、生きてきたわけ、だよね……い、今はどうかわからないけど、もしかしたら、最初のうちは制御できなかったかもしれないし……ていうことは、そこにいるだけで周りの人の憎ぞう悪おを煽あおりたてて、に、憎にくまれちゃう、みたいな状況だったかもしれないわけで……い、いや、ぼ、僕ごときの言うことなんで、そんなふうに真剣に耳を傾かたむけられると、あ、あれなんだけど……」

「まー」

　鏑かぶら城ぎはニットキャップを被かぶりなおして、

「なんつーの？　よかれあしかれ？　能力の影響っつーのかね。そーいうのは、あるよな。何？　メンタル的に？　つみきとかもそーだし。つみきが誰もさわれない能力なんて持ってなかったら、やっぱあんなふーにはなってねーよ。……あー。しゃべりすぎて、顎、疲れた……」

「やつにとっては──」

　逆麿がしぼりだすように言う。

「いながらにして人に憎まれるのが当然だった。だとしたら、やつにとって人は、そこにいるだけで憎い存在なのかもしれんな」

「そんなのって」

　皆人は唇くちびるを噛かんだ。

「……そんなのって、ありかよ」

「皆みな人と」

　逆さか麿まろが気がかりそうに皆人を見て、

「もしこの仮定が正しいとしても、やつには同情しないことだ。残ざん酷こくなようだが、人には運命というものがある。その運命に従したがうにせよ、逆らうにせよ、自分のなしたことには自分で責任をとるしかない。たとえどれだけ過酷な運命を強いられたとしても、悪行をなしていいということにはならないんだ。これはむろん、自じ責せきの念をこめて言っている」

「逆麿……」

「俺がなしたことに、何らかの原因があったとして、たとえばそれがすべて俺のせいではなかったとしても、俺が人を傷つけ、踏ふみにじったことには変わりない。俺は罪を償つぐなわなければならないし、償わないとしたら一生クズのままだ。償ったとしても、俺を許さない者が一人でもいるかぎり、俺はどこまでもクズなんだ」

「おまえは違うよ、逆麿」

　皆人は笑ってみせた。

「そこまでちゃんと考えてるんだしさ。もしかしたら、おまえのこと、許せないって思うやつもいるかもしれないけど、誰がなんと言おうと、おれはおまえのこと、クズだなんて思わない」

「……そうか」

「うん」

「だが、おれが改心できたのは、おまえのおかげだ」

「いやー。それはどうなのかなあ。おれがどうとかってより、逆麿がもともとそういうやつだったんじゃない？」

「おまえのことだ。イラカも根っからの悪人ではないはずだと、思っているんだろう」

「うーん……」

　皆人は腕うで組ぐみをした。

「……それは、わかんねーよ。正直言って。だけど、逆麿が言ったみたいな感じで、イラカがゆがんでるんだとしたら……能力のせいで、ゆがめられてるんだとしたら、どうにかしてやれるんじゃないかなっていうのは、まあ、なくもな──」

　コン、コン。

　誰かがドアをノックした。

　別室じゃなくて、出入口のドアだ。

　緊張が走った。

「……ね、念のために、僕、消えておくよ」

　映うつるが《精神迷彩カモフラージユ》を発動させて、姿を消した。

　皆みな人とは逆さか麿まろ、鏑かぶら城ぎ、そしてオッサンとうなずきかわす。鏑城はドアの正面に立って、いつでも《吊り男ハングマン》を使えるように準備し、オッサンはその脇わきで待機、逆麿が窓まどから外を見て、首を振った。

「だめだ。ここからじゃ見えない」

　あいにく、小屋のドアにはのぞき窓なんていう気の利いた物はついていない。

　皆人はドアを開ける前に咳せき払ばらいをして、

「ど、どちら様ですか？」

　と問いかけてみた。

　答えはすぐに返ってきた。

「先生でぇーすよぉ」

「……この声──静しずか先生？」

　皆人は、ほっと胸を撫なで下おろした。

「誰かと思ったら、静先生か。ちょっと待って、今、開けるから──」

「待て、皆人！」

　逆麿に止められたときにはもう、皆人はドアを開けていた。

「え……？」

「はろぉー。花はな咲さきくぅん」

　静先生はぐしょ濡ぬれで、相変わらず眼鏡がずれていて、そして──

「夢でまた会いましょ？」

「あ……」

　崩くずれる。

　何もかもが。

　いっぺんに。

　落ちる。落ちてゆく。暗い。真っ暗な穴を。落ちる。ああ、だめだ。

　叩たたきつけられる。

　砕くだけ散ちる。

　身体からだが飛ひ散さんして、その欠片かけらが、虫みたいな欠片が、かろうじて自分自身だと思う、這はう、這って歩く、どこだ、ここはどこなんだ、逃げないと、逃げないといけない、と思う。理由はわからないけれど、とにかく逃げないと。早く逃げないと、やられる。振り返ると、何かが大口を開けて、食べようとしている。自分の欠片が、次々と食われている。やばい、逃げないと。この欠片まで食べられてしまったら、終わりだ。自分がなくなってしまう。だから、逃げないと。ようやく気づく、あの大口を開けている、食べようとしている、あれは、女、女の人、眼鏡をかけている、あれは──先生。静先生だ。

「まぁた会ったわねぇ、花ぁ咲くぅん」
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　泥どろを撥はねあげて、つみきは走る。

「待つんだ！」

　と言われて、待つ馬ば鹿かがどこにいるだろう。

　でも、学校の敷しき地ち内ということしかわからない森の中で、信じがたい豪雨のせいでぬかるんでいるし、やたらと走りづらい。

　体力だって、いつまで保もつか。

「もう、こうなったら……！」

　つみきは木の陰かげに駆かけこんで、胸に手をあて、無理やり深呼吸をした。

「っ……っ……っ……！」

　息は、すぐには整わない。それでも、やるしかない。

「……大丈夫。やれる。つみきは、強いんだから。やれる。絶対」

「出てきてくれないか」

　雨音にかき消されそうな、声。

　男の声だ。

　しかも、知っている。

　知っているからといって、敵じゃないとはかぎらない。というよりも、敵だと考えるべきだ。

「──手加減は、してあげる」

　つみきは木陰から飛びだした。

　男は、激しい雨に打たれて、両手をあげていた。

「来くる見み坂ざか。ぼくは敵じゃない」

「……信じろっていうの？」

「そう。どうか信じてほしい」

「あんたを信じて、つみきに、どうしろって？」

「力を貸してもらいたいんだ」

　稲いな光びかりがして、神じん幻げん次じの秀しゆう麗れいな顔を一瞬、照らした。

「そのために、ぼくはきみを捜さがしていた」

「力を……？　つみきが、あんたに？」

「ああ」

「納得できると思う？」

「どうだろうね。ぼくがきみなら、微妙なところだな」

「微妙っていうか、無理」

　つみきは、距離を詰めて《神聖積木崩し少女セイクリツドメイデン》の力で幻げん次じを吹っ飛ばすべきか、それとも逃げだすべきか、判断がつかないでいた。

　幻次は両手をあげたまま、動かない。

　肩かたから胸と、左ひだり腿ももに、布を巻きつけてある。

「……あんた、もしかして、怪け我がしてるの？」

「たいした怪我じゃない。かすり傷だよ」

「そうは見えないけど」

「もう一度、言う。来くる見み坂ざか。力を貸してほしいんだ」

　幻次はにっこりと笑った。

「皆みな人とのために」

「……皆人くんの？」

「うん」

「どういうこと？」

「皆人は、みんなを救って、それからたぶん、仙せん宮ぐうイラカを止めるつもりでいる」

「……あんた、皆人くんと一緒にいたの？」

「さっきまではね」

「皆人くんは、どこ？」

「ぼくは皆人の手助けをしたい」

　幻次はつみきの質問には答えずにそう言った。

「仙宮イラカは危険だ。皆人の手をわずらわせたくない。ぼくがあれを始末する。そのために、きみも力を貸してくれないか、来見坂」

「始末──って……」

　つみきはおぞけを震ふるった。

　幻次は相変わらず笑みを浮かべている。

　でも、こわい。

　なんて恐おそろしい笑顔なのだろう。

「……まさか、あんた──」

「来見坂、誰もさわれないきみは、肉弾戦では無敵だ。それに、皆人にできないことが、ぼくにはできる。ぼくらなら、やれる」

「皆人くんのため……なの？　それが」

「ぼくが思うに、仙宮はきみとは違う。皆人がきみの心をとかしたように、仙宮を救うことはできない。きみには誰もさわることができなかった。それゆえに、きみは誰よりも人を求めていたはずだ。でも、仙宮は違う。憎にくしみは憎しみしか生まない」

「それでも、皆みな人とくんは……きっと、仙せん宮ぐうを救おうとする」

「皆人だからね」

「つみきは……心のどこかで、いつも、誰かに受うけ容いれてほしがってた。こんな力、いらなかった。抱きしめてほしかった」

「きみの中にその気持ちがなければ、皆人をどこまでも拒こばんだかもしれない」

「仙宮は、そうじゃない……？」

「ぼくはそう思う。そして、ぼくの考えが正しければ、皆人が危ない。でも、皆人はあれで頑固だからね。言っても聞き入れないだろう」

「だから、つみきとあんたで、仙宮を」

「うん」

「……わかった」

　つみきは拳こぶしを握りしめて、うなずいた。

「皆人くんは、つみきの恩人だもん。命を懸かけても、つみきは皆人くんを守りたい。それから、みんなのことも。……みんなのために、つみきにできることがあるなら、したい。みんなと、友だちになりたい」

「来くる見み坂ざか。きみは喜ばないかもしれないけど──」

　幻げん次じはまだ笑っている。

















　だけれど、もうこわくはない。

「そんなふうに思っているきみのこと、ぼくは好きだよ。きみがいやでなければ、とりあえずぼくとは友だちになれるんじゃないかな」
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　──ど、ど、ど、ど、ど、ど、ど、どうしよう……!?

　映うつるは《精神迷彩カモフラージユ》で消えている。なぜか使えるようになったこの力は、《私は空気エアマインド》より使い勝手がよくて、消しよう耗もう度はさして変わらない。まだしばらくは消えていられそうだが、いいのか、それで。

　よくない。いいはずがない。消えているだけじゃだめだ。何か、どうにかしないと。

「うああ！　あああああぁぁぁ！　た、助けっ、助けて、あああああぁあぁぁぁ！」

「いやだあああぁぁぁぁ！　やめてくれ、頼む、やああああぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ！」

「うげええぁぁあぁ！　だめだ！　そんな！　ひがあぁぁぁぁあああぁぁぁああ！」

「ロボオオォォ！　ノオォォォォオオオォォッ！　マイガァアァァアァァァァァッ！」

　皆みな人とと、逆さか麿まろと、鏑かぶら城ぎと、オッサンは、七しち転てん八ばつ倒とうしている。

　どうやら静しずか先生が何かしたらしいが、いったい何をしたのか、映にはわからない。

　ただ、四人を見おろしてニタニタしている静先生は、普通じゃない。

　それだけは間違いないと思う。

（もしかして……先生も、仙せん宮ぐうイラカに……？）

　そんな馬ば鹿かな。

　否定したいが、絶対ないと断言することはできない。というか、静先生が四人に何をしたにせよ、それはきっとひどいことなのだ。静先生は、わりとだらしないし、すごく生徒思いかというと、とくにそういう感じもしないが、教え子にひどいことをするような先生じゃない。

　というか──先生たちも半分以上が天てん命めい学がく園えんの卒業者らしいとか、能力者に違いないとか、噂うわさされてはいたが、やっぱり静先生も何らかの能力を持っていたのだ。

　どんな能力なのか。

（みんな、いきなり苦しみだした……先生に見つめられただけで──ひょっとしたら、見つめられただけじゃなくて、目があったかもしれないけど……とにかくそれだけで、相手を苦しめちゃう能力……？）

　念のために、静先生の目を見ないようにしよう、と映は心に決めた。

　それから、転げまわる四人に身体からだの一部でもふれてしまったら、《精神迷彩カモフラージユ》が解けてしまう。それも、気をつけないといけない。

　結果、映うつるは部屋の隅で身体からだを縮こまらせて、じっとしている。

（こ、これじゃいけないんだ、これじゃ……何か、手を打たないと……）

「マァーマッ！　ママァァッ！」

　と叫びながら、オッサンが号泣している。

　逆さか麿まろは床にがんがん頭をぶつけながら、

「だめだっ、だめだっ、だめだっ、だめだっ、だめだだめだだめだだめだだめだっ」

　皆みな人とは這はいずりまわって、

「く、食われっ、食われるっ、くそ、あああっ、やめっ、く、食わないで……！」

「うおあっ、虫が、虫っ、虫が、虫っ、虫がぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ」

　そんなことをわめきながら全身をかきむしっている鏑かぶら城ぎは、身体中に虫が湧く幻覚でも見ているのか。

　──幻覚。

（もしかして……幻覚を見せる能力……？　だとか？）

　仮に、そうだとしたら──

（夢を見てるような状態なの……かな？　ものすごく、悪い夢を……だったら、夢から覚めれば。でも、どうやって……）

　ほっぺたを叩たたく？　水をぶっかける？

　なんにしても、姿を消したままではできない。そして、姿を現してしまったら、たぶん、というかまず間違いなく、映も静しずか先生にやられる。

（……そうなったら、最悪だ）

　耐たえるしかないのか。

　とかなんとか考えているうちに、別室のドアが開いて、りゆときゆが顔を出した。

「りゆなのー。ほにゃあ？　みんなどしたのー？」

「こ、これはっ、何が──静先生!?」

「あらぁ」

　静先生はりゆときゆに向きなおった。

「まだいたんだぁ。おやすみなさぁーい」

「うぇっ──」

　りゆが頭を抱えて、あたりを見まわしはじめた。

「きゆ？　きゆ？　どこー？　きゆ？　どこにいるのー!?　きゆーっ！」

「りゆ……!?」

　きゆは床に爪つめを立てて、

「りゆ！　ここにいるんですか、りゆ！　どうしてこんなところに！　りゆ！　今、きゆが助けるからっ！　りゆ！　りゆーっ！　だめっ！　死なないで、りゆ……っ！」

「うっくっくっくっくっくっ……」

　静しずか先生はのけぞって笑った。

「ふっふっふっふっふっふっふっ！　あぁー楽しい！　のーてんきな子供なんか、だぁーいっきらい！　みぃーんなおかしくなっちゃえばいいよぉ！　うふふふふふふふ！」

（……だめだ！）

　このまま様子を見ているわけにはいかない。みんな、苦しんでいる。たぶん、地じ獄ごくのような苦しみを味わわされているのだ。一分一秒でも早く助けてあげないと。

（……それができるのは、僕しかいない……！）

　みんなに恐おそろしい幻覚か何かを見せているのは、明らかに静先生だ。

　ということは、静先生を倒せば、みんな解き放たれる──

（……はず。わからないけど。でも、それくらいなら、僕にだって……！）

　静先生を倒す。一撃で。

　映うつるはできるだけ慎しん重ちように、しかし、可能なかぎり急いそいで、静先生の背後に忍しのびよる。

　気が急せいている。正直、焦ってさえいる。ただ、それだけじゃない。映は自分が勇ゆう敢かんじゃないことを知っている。すぐに成し遂げないと、この勇気はすぐに萎しぼんでしまう。いったん萎んでしまったら、もう終わりだ。何度も立ちあがれるほど、映の心は強くない。

　今だ。

　この勢いに乗って、やってしまうしかない。

　静先生は部屋をざっと見て、濡ぬれ髪がみをかきあげた。

　あのうなじだ。

（やるぞ……）

　首の後ろの部分を、がっちり組みあわせた両手で、思いきり、渾こん身しんの力をこめて、殴なぐりつける。

（やるぞ……やるぞ……）

　映は両手を振りかぶった。

（やって……やってやるぞ……！）

「ぁら？　誰か──」

　静先生が振り向いた。映は思わず「あっ」と声をあげてしまった。

「霜しも山やまくぅん」

　静先生は鼻にかかった声で名を呼んで──映を、抱きよせた。

　ものすごい、感触。

　これが三次元のリアル。

「隠かくれてたのぉ？　悪い子ねぇ」

「はぅっ」

　目が、あってしまった。

　黒い黒い黒い、どこまでも黒い、瞳。

　映うつるは底なし沼のようなその瞳の中に、一瞬で吸いこまれた。

「うわぁぁあぁぁあぁぁぁぁぁあああぁぁあぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁああぁぁぁ……」

　落ちる。落ちてゆく。でも、いやに身体からだが軽い。薄っぺらだ。紙だ。まるで映の身体は紙みたいだ。紙みたいな映が、振り子みたいに揺ゆられながら、落ちる。地面に落ちた。痛くはない。でも、立ちあがれない。映は、紙だからだ。もう声も出せない。指一本動かせない。ただここにいるしかない。紙。紙なんだ。ずっと紙なんだ。紙のまま。いやだ。助けて。紙なんて。でも、助けを求めることもできない。映は、紙だ。紙切れだ。
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　仙せん宮ぐうイラカは、よほどの大火力でもってしか破は壊かいできないだろうガラス壁をへだてて、私し立りつ天てん命めい学がく園えん学長、天てん命めい胤たね高たかと対たい峙じしつづけている。

　お互い、何も言わない。

　天命胤高は、生命維持装置のせいもあって表情はわからないが、イラカをじっと睨にらみつけている。

　イラカは目を細めて微笑ほほえんでいた。

　沈黙を破るのは、いずれか──

『何か勘違いしているようだな、元生徒よ』

　天命胤高が、何の感情もうかがわせない声でそう言った。

『私には息子などいない』

「あれ？　女の子に見えない？」

　イラカは肩かたをすくめて、

「自分で言うのもなんだけど、かわいいと思うんだけどなぁ」

『性別は身上書により把握している』

「でも、娘はいるよね？　それとも、いた──って言ったほうがいい？」

『十七年前に、私は一人娘を亡くした。それが何か？』

「亡くした？　そうじゃなくて、ロサンゼルスで事故に見せかけて殺した、の間違いじゃない？」

『戯言たわごとを』

「生きのびたんだよ」

『外と美み子こは──娘は、死んだ』

「死んだことになってるけど、ちゃんと生きてる」

『仮にそうだとしても、きみは外と美み子こではない。そんなことはありえない。年齢も、性別まで異なる』

「でもね、僕は知ってるんだよ、パパ」

　イラカはガラス壁をぺたぺたさわって、

「いろいろ知ってるよ。たとえば、パパが能力者だってことも、それがどんな能力かっていうことも、ね」

　天てん命めい胤たね高たかが、頭を、ぴくり、と動かしたように見えた。

「あははははは」

　イラカは笑った。

「気の毒どくに。かわいそうに。この壁かべがなかったら、抱きしめて、頬ほおずりしてあげるのに」

『……ただちに去れ、元生徒よ』

「やぁーだ」

　イラカはあっかんべーをしてみせた。

「でもね、パパ。僕はパパを恨うらんでるわけじゃないんだよ？　僕を殺そうとしたころのパパは、自分の思いどおりにならない人間は、生かしておくのが危険なら肉親でさえ始末しちゃうようなバイタリティーにあふれてたけど、今は違うかもしれないしね？　だって、あのころはまだ、そこまでひどいざまじゃなかったし」

『繰りかえす。去れ、元生徒よ』

「何があっても死ぬことができない能力」

　イラカは、くくく、と喉のどを鳴らす。

「《不死の天命クルエルフエイト》。でも、パパは、あくまで死ねないだけ。病気にはなるし、怪け我がもする。身体からだのどこかがダメになっても、治るわけじゃない。ただ死ねない。普通の人ならとっくに死んじゃってる苦しみを味わいつづけながら、生きるしかない。死ねないから。そういえば、ちょうど一ヶ月前がパパの誕生日だったはずだよね。ハッピーバースデイ、パパ。表向きは八十六歳？　でも、ほんとは百三十七歳だっけ」

『……その程度の情報は知る者もいないわけではない』

「パパの側近とか、学園の上層部なら？　ああ──てことは、きっとそこから情報が漏もれたんだね？　裏切り者がいるんだよ」

『裏切り者などいない』

「うん。僕もいないと思うよ？　だって、僕は知ってることをしゃべってるだけだし」

『まさか……』

「だから、言ってるじゃないか。僕はパパの娘なんだってば」

『外美子は、死んだはずだ』

「そう。死んだよ。一度はね」

　イラカは目を見開いて、唇くちびるの両端を吊つりあげた。

「僕は一回、死んだんだよ、パパ」

『……何？』

「だから、死んだんだってば」

『おまえは……誰だ？』

「天てん命めい外と美み子この能力は？」

『十秒間だけ時を巻き戻す能力。《時間遡行リウイーンド》』

「すてきな力だよね。パパが僕を利用したがった気持ち、よくわかるよ。僕は言うことを聞かなかったけど。反抗期だったのかな？　でも、パパはそう思わなかったんだよね。放っておいたら、自分以外の誰かが僕を利用するかもしれない。僕自身が、パパの邪魔をするかもしれない。そう思ったんでしょ？」

『……………………』

「でも、僕を殺すのはちょっと骨だったよね？　何しろ、即死させないと時間を巻き戻して、危機を回かい避ひしちゃうわけだから。実際、僕は死にかけた状態で、何回も何回も時間を巻き戻したよ。何度も何度も死をさけようとした。そのたびに死にかけて、とうとう僕はあきらめたんだ。こりゃどうしたって死ぬ。もう無理だってね。あれは、だけど、ちょっと残ざん酷こくな殺し方だったと思うな。実の娘にあんなことができるなんて、すごいね、パパ」

















『私は信じない』

「信じなくても、僕は死んだんだよ。死んで、蘇よみがえった。蘇ってみてから、自分にこの力があることに気づいたんだけど。そりゃそうだよね。死んでみないと、わかるわけないもの。僕はこの力を、《不死鳥フエニツクス》って呼んでる」

『馬ば鹿かな』

「僕はパパの血を引いてるから、もしかすると、それが何か関係あるのかもね？　少し似てるでしょ。《不死の天命クルエルフエイト》と《不死鳥フエニツクス》。でも、僕の力のおもしろいとこは、蘇ると、まったく別の人間になっちゃうこと。僕の身体からだは女じゃなくなったし、能力も変わっちゃった。今の僕は《時間遡行リウイーンド》の力を持ってない。僕の力は《主戦論者ウオークラフト》。《不死鳥フエニツクス》は……どうかなぁ？　もう一回死んでみないと、わからないかな」

『おまえが……本当に、外と美み子こだというのか』

「やっと信じてくれた？」

『では、おまえは復ふく讐しゆうしにきたのか』

「ふうん。パパはそう思うんだ？」

『いずれにせよ、おまえの望みが達せられることはない』

「……僕の望みを知らないくせに」

　イラカは振り返った。

　プラネタリウムみたいな学長の部屋に、一人の男子生徒が進入してきた。

　いかにも怜れい悧りそうな面差し。逞たくましいが、決して大きすぎない身体つき。３年生だ。

「こんにちは、大おお和わ田だ四し万ま男おくん」

　イラカはにこやかに挨あい拶さつした。

「３年１組。誰よりも強い能力──《最大英雄ヘラクレス》の持ち主、だよね」

「俺を知っているのか」

　大和田はネクタイをゆるめた。

「しかし、俺は貴様を知らん」

「そりゃそうだと思うよ。きみはこの学校では有名人で、僕は停てい学がくあけの１年生だもの。大和田くんは、卒業したらこの学校に就職することが、もう決まってるんだって？」

「単なる噂うわさだ。くだらん」

「ここには、何をしにきたの？」

「不ふ逞ていの輩やからを排除する。学園の生徒として、当然の務つとめだ」

「優等生なんだ」

「学長」

　大和田は答えないで、ガラス壁の向こうにいる天てん命めい胤たね高たかに一礼した。

「こいつは俺が片づけます。ご安心を」

「できるのかなぁ？」

　イラカが、くっ……と笑ったときにはもう、大おお和わ田だに肉薄されていた。殴なぐられる。

　胸だ。

　その寸前に、イラカは自分から後ろへ跳とんだ。少しでも衝撃を弱めようとしたのだが、それほどうまくいったわけじゃないようだ。

　イラカはガラス壁に叩たたきつけられて、たぶん一瞬、気を失っていた。

　息をするだけで痛い。肋ろつ骨こつが折れたか。

「……死んじゃってたら、まだ僕に《不死鳥フエニツクス》が備わってるのかどうか、はっきりしたのになぁ……」

「ふぅっ……!?」

　大和田が頭を抱えて膝ひざを折った。

「なっ……こ、これは……!?　お、俺が……おおおおあああああぁぁぁああぁあぁ!?」

「植えさせてもらっちゃったよ、ヘラクレスくん。きみの中に──」

　イラカは胸をさすりながら、学長室の出入口へと向かった。

「憎ぞう悪おの種をね」

「ぬ、ぬ、ぬ、ぬ……！」

　大和田が顔を上げた。

　その瞬間、大和田の目に入ったものは──ガラス壁の向こうにいる、天てん命めい胤たね高たか。

　大和田はカッと目を瞠みはって、猛もう然ぜんと天命胤高に殴りかかろうとしたが、ガラス壁に妨さまたげられた。

「ウオラァッ！　このッ！　くたばりぞこないが……ッ！」

　大和田は殴る。

　ガラス壁を殴りつける。

　殴るたびに、大和田の身体からだが一回り大きくなるようにさえ感じられる。

「俺を！　飼い犬にするつもりだなァッ！　冗談じゃねえッ！　腐くされ外道がッ……！　何がッ、何がッ、学長だッ！　さっさとくたばれ……ッッ！」

『……外と美み子こ。おまえは』

　天命胤高が例の渋しぶい声で言った。声の調子は乱れていないが、動揺が伝わってきて、イラカは失笑した。

「愉たのしいね、パパ」

『愉しい、だと』

「さっきの質問の答えだけど」

『……何？』

「復ふく讐しゆうしにきたのかってやつ」

　イラカは出入口のところで足を止めて、両の拳こぶしを血まみれにしてガラス壁を殴なぐりつづける大おお和わ田だと、その向こうにいる天てん命めい胤たね高たかを眺めた。

「違うわ、パパ。わたしはパパに復ふく讐しゆうしたいなんて思ってない。でもね、パパ。能力者を集めて、管理して、善導する。そんなパパの──パパたちの理想は、ちゃんちゃらおかしいって言いたいの。この天てん命めい学がく園えんだけじゃなくて、世界中にある天命学園と同じ理念で運営されてる学校、組織は、みんな馬ば鹿か馬ば鹿かしい」

『世界の平和と安定のためだ』

「じゃあ訊きくけど、世界は平和で安定してるの？」

　イラカは笑う。おかしくてたまらなくて、大笑いする。

「世界は平和じゃないし、安定してもいない。人は世界中で傷つけあってる。奪うばいあって、殺しあってる。苛いら立だちや、怒りや、恐おそれや、妬みや、恨うらみで、大勢が、みんな心の底から憎にくしみあってる。パパ、わたしね、パパには感謝してる。天命外と美み子こは死んで、仙せん宮ぐうイラカになって、《主戦論者ウオークラフト》の力を手に入れた。この力はね、パパ、憎悪を増幅させるものだけど、憎悪を生むものじゃない。ないものは増幅させることもできないの。つまりね、パパ、憎しみや、それに類する感情を、人は誰でも持ってるの。誰にでも、それはあるの。仙宮イラカは、いながらにして憎ぞう悪おを増幅させる。人の本性をあばきたてる」

『……外美子』

「ううん。わたしは外美子じゃない。わたしは──僕は、仙宮イラカ」

　イラカは胸に手をあてる。押すと、痛い。息が詰まるほど、痛い。

　ああ、憎い。

　自分にこんな痛みを与えた大和田四し万ま男おが、憎たらしくてたまらない。

　でも、この憎しみが、いとおしくてたまらない。

「パパ、僕はね、仙宮イラカとして生まれ変わったおかげで、人間の本当の姿を知ることができた。僕ね、パパ、僕は嘘うそが大っ嫌い。うわべをとりつくろって美しく見せているものより、どんなに醜みにくくても本物のほうが好き。僕が生きてる世界は、憎しみに満ちた世界は、すっごくリアル。みんな僕を憎んで、殺そうとする。知ってる、パパ？　憎しみってね、本当はからっぽなんだよ。理由なんて、何でもいい。それは遺伝子に組みこまれてるんだよ。脳に刻みこまれてるんだよ。憎しみは、何かきっかけがあればすぐに発動するシステムなんだよ。だから、純粋なんだよ。憎しみはとってもきれい。憎しみに満ちた、すごくすてきな世界に、その中心に僕はいるんだよ。大和田くんはたしかに強いかもしれないけど、僕が仙宮イラカになってから浴びせられてきた殺意に比べればたいしたことない。あれくらい日常茶飯事なんだよ。仙宮イラカはあの程度じゃ殺せない。もっともっともっともっともっともぉーっと、鋭くてどす黒くて逃げ場のない憎しみに、殺意に、仙宮イラカはさらされてきたから。パパには感謝してる。こんな世界を僕にプレゼントしてくれてありがとう、パパ。僕を殺してくれてありがとう。僕は、だからね、僕はパパにプレゼントしてあげる。憎にくしみにあふれた世界、本当の世界を、パパにあげる。ちょっと遅くなっちゃったけど、僕からのバースデイプレゼント。受けとって、パパ」
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「く、食われる……っ！　マジでっ！　もう……っ！」

　皆みな人とは逃げている。いつから逃げているのか、自分でもよくわからない。とにかく逃げつづけている。

　静しずか先生が追いかけてくる。

　たぶん全裸で、やたらと巨大な静先生が、蜘く蛛もみたいに這はう姿勢で、大きく口を開けて、どこまでもどこまでも、皆人を追いかけてくるのだ。

　周りは──何だろう、空は鮮せん血けつのように真っ赤で、雲は黒くて、岩と石だらけで、他には何もない。

「た、助けてっ、誰かっ……」

「むううぅぅぅぅぅううううぅうだああぁぁああぁぁぁぁだあああぁぁぁぁぁあぁぁ」

「うがっ！」

　皆人は石につまずいて転んだ。だめだ。

　立ちあがる前に、食われ──

「く、食われる……っ！　マジでっ！　もう……っ！」

　皆人は逃げている。いつから逃げているのか、見当もつかない。とにかく皆人は逃げつづけている。

「た、助けてっ、誰かっ……」

「むううぅぅぅぅぅううううぅうだああぁぁああぁぁぁぁだあああぁぁぁぁぁあぁぁ」

「うがっ！」

　皆人は石につまずいて転倒した。だめだ。

　立ちあがる前に、食われ──

「く、食われる……っ！　マジでっ！　もう……っ！　て、あれ……!?」

　気のせいだろうか。何回も何回も同じことを繰りかえしているような。

　でも、皆人としては逃げるしかない。だって、逃げないと、全裸の巨大静先生に食われてしまう。食われるのはいやだ。食われるわけにはいかない。

　そうはいっても、もう精も根も尽き果てた。食われたくはないが、あきらめるしかないんじゃないか。

　振り向く。

　静しずか先生が迫ってくる。

　ああ、これはだめだ、逃げようにも逃げられない、もう、やっと、食われ──

「く、食われる……っ！　マジでっ！　もう……っ！」

　皆みな人とは逃げている。全裸の巨大静先生に食われまいとして、逃げつづけている。

　あきらめることも許されない。というか、あきらめたって無む駄だなのだ。皆人は永遠に逃げつづけないといけない。逃げる以外の選択肢はない。

　でも、本当にそうなのか？

　おれ、何か忘れてない？

　何か──何か、大事なことを。

「……そうだ！　みんなを助けないと！　こんなことしてる場合じゃないって！」

　皆人は振り返る。

　静先生が迫ってくる。やたらと、アホみたいに大きいし、裸はだかなのに、静先生は眼鏡をかけていて、その眼鏡はいつもどおりずれている。

　両方の目は、深い、深い穴ぼこで、闇が渦うず巻まいている。

　光を吸いこむ闇のような、憎ぞう悪おが。

「静先生……」

　食われる。もう少しで。

「おれはガキだし、静先生は大人だし、何があったのか──何があるのか知らないけど、でも、おれが！　静先生を、おれが、なごませてやる……！」

　皆人は両りよう腕うでを広げて、静先生を待ち構える。こい。きてみろ。近づけば近づくほど、なごませる。おれを食ってみろよ。

「おれを食ったら、なごまずにはいられないからな……！」

「────っ…………」

　巨大静先生が、皆人を丸まる呑のみにする寸前で、ぴたっと止まった。

　皆人は思いきって、静先生の口の中に飛びこんだ。

「おらぁっ……！」

　歯を乗り越えて、舌の上へ。唾だ液えきにまみれながら、喉のどへ。静先生が何か声を出す。身をよじる。かまわず、奥へ。

「なごめ！　なごめ！　なごんじゃえ……！」

　そして、声帯を押し広げて、静先生の中へ──

「いやあぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ……！」

　そんな静先生の、ちょっと色っぽい悲鳴を聞いたような気がする。

　皆人は目を開けた。天てん井じよう。小屋の天井だ。起きあがると、すぐそばに静先生がうずくまっていた。震ふるえている。

「静しずか先生……？」

「…………っ…………」

　静先生は頭を振って、こっちを見ようとする。瞬間的に皆みな人とは、やばい、と思った。何がどうなったのかわからないが、皆人はイラカが静先生に植えつけただろう種を潰してはいない──はずだ。たぶん。

　皆人はとっさに静先生に飛びかかって、きつく抱きしめながら──探った。種。どこだ。ある。感じる。あそこだ。もっと奥。これだ。種。

　潰れろ……！

　途と端たんに静先生が、

「んっ……」

　と息をもらして身を硬かたくし、それから脱力した。

　周りを見る。逆さか麿まろ。鏑かぶら城ぎ。映うつる。オッサン。りゆときゆ。みんな倒れている。泡を吹いたり、白目を剥むいている者もいた。

「……花はな咲さき、くん。あたし……」

「静先生、大丈夫？」

「……あたしよりも、みんなが……あたし、ひどいことを……」

「ま、まあ、ね……」

　たしかに、ひどい目には遭あった。おそらく静先生も何かの能力を持っていて、その力でやったことなのだろうが──幻覚？　悪夢？　ともかく、あの状態から抜けだすことができなければ、いつか精神に異常をきたしていただろう。

「ごめんなさい、あたし、先生なのに……」

　静先生は皆人にしがみついた。泣いているのかもしれない。

　皆人はそっとため息をついて静先生を抱きしめ、頭を撫なでた。

「しょうがないよ。イラカにやられたんだろ。あ、イラカってわかる？　９組の生徒なんだけど。ぜんぶ、あいつがやったんだ」

「……それは、わかってる。先生と、堂どう本もと先生とで、制圧しようとしたの。それなのに、失敗しちゃった」

「そっか。でも、おれが絶対、なんとかするからさ」

「花咲くんが？」

「うん」

「で、でも……」

「いや、おれもおっかないんだけどね？　みんな、イラカにおかしくされちゃってるっぽいし。助けないといけないしさ。イラカを止めないと、同じことの繰りかえしになるかもしれないし」

「……わかった」

　静しずか先生は皆みな人との肩かたに頭をこすりつけて、

「先生、花はな咲さきくんのこと、信じる。……クラス・エックスの力を」

「へ？　くらすえっくす？」

「なんでもない」

　静先生は顔を上げて、眼鏡を押しあげ、微笑ほほえんでみせた。

「無責任に聞こえるかもだけどぉ……花咲くんなら、できると思うよ？」

「そう願いたいよなあ。ところで、さ、静先生」

「……はぁい？」

「もう離れても大丈夫？　ちょっと、なんていうか──これ以上は、刺激が強すぎるっていうか」

「きゃうっ」

　静先生は皆人から飛び離れて、髪の毛をぐしゃぐしゃに引っかきまわした。

「うううぅぅ……これでも嫁よめ入いり前なのにぃ……しかも、教え子と、なんてこと……っ」

「や、べつに、ちょっとだっこしただけだからね？」

「……先生、男の人にぎゅってされたの久しぶりだからぁ、どきどきしちゃった……」

「えっ。そうなの……？」

「花咲くんが結婚できる年なら、責任とってもらうのに、なぁ……ぁ……っ」

　と、だしぬけに静先生が床に倒れこんだ。

「れ？　静先生……!?」

　皆人が抱き起こすと、静先生は意識を失ってはいなかった。ただ、半ば放心しているみたいで、身体からだに力が入らない様子だ。

「……久しぶりに、力、使いまくったからぁ……しばらく、だめかもぉ……」

「そ、そっか」

　皆人は静先生にも手を貸してもらえるんじゃないかと思っていたのだが、あてが外れた。他のみんなも、起きあがろうとするそぶりすら見せない。気絶しているのか。

　皆人は静先生を座らせて、うなずいた。

「よし。じゃ、おれ、行ってくるわ。先生、悪いけど、みんなのこと見ててやって」

「ごめんねぇ。頼りにならない先生でぇ」

「そんなことないって。それに、うちのクラスのゆるい雰ふん囲い気きって、やっぱ、静先生がそういう感じだからだと思うし。おれは静先生のこと、好きだよ」

「花咲くん……」

「待ってて。おれがぜんぶ、もとどおりにするから」

「どうしよぅ」

「え？　何が？」

「先生、花はな咲さきくんのこと、好きになっちゃいそうかもぉ」

　いきなりそんなことを言われても、どう返事をしていいものやら。

　皆みな人とは頭を掻かいて、

「えーっと……」

「冗談ですぅ」

　静しずか先生は人差し指で皆人の鼻の頭をつついて、ぺろっと舌を出してみせた。

「な、何だ、冗談かあ。びっくりした」

「ちょっぴり本気だけどぉ」

「……どっち？」

「先生、まだ二十代だけど、花咲くん、年上はだいじょうぶぅ？」

「いや、年とかはべつに関係ない気がするけど」

「うぅーん。でも、やっぱり冗談ってことにしとこっかなぁ。なんかぁ、この恋は悲しい結末を迎えちゃいそうだからぁ」

「──リブートッ！」

　と、突然、オッサンが機械マシンじみた動きで起きあがった。

　オッサンはガシャン、ギシャンと皆人のほうに顔を向けて、目をピカァッと光らせた。

「命令コマンドヲ・入力インプツト・シテク・ダサイ」

「……ロボ化が進行してない？」

「ロボ化・進行・命令コマンド・オーケー」

「や、違う違う、違うからね、オッサン」

「命令コマンド・取リ消シ・マスカ？」

「い、いえす」

「オーケー。新シイ・命令コマンドヲ・入力インプツト・シテク・ダサイ」

「あ……っと、じゃ、じゃあ……ロボモード、解除で」

「ロボモード・解除・命令コマンド・オーケー」

　オッサンの目の輝きが弱まって、表情もマシンめいたそれではなくなり、高校生とはとても思えない、苦み走った笑みが浮かんだ。

「──花咲」

「オッサン」

「花咲ッ」

「オッサンッ！」

「花咲ィー……ッ！」

「うっ」

　オッサンに抱きすくめられて、皆みな人とはその男臭さに窒ちつ息そくしそうになった。

「……オ、オッサン、もうわかったから。や、わかんねーけど……」

「エイドリアァァーンッ！」

「違うし……そもそも、誰だよ、エイドリアンって……」

「友情だなぁ」

　静しずか先生がそんなことを言いながら目を細めている。

「ていうかっ！」

　皆人はオッサンをなんとか押し離して、

「行かないと！　みんなを助けて、イラカを止めるんだ！　オッサンも、大丈夫そうなら、力を貸してくれ！」

「プレジャーッ！」

　オッサンは即そく座ざに親指を立ててみせた。

「おーしっ！」

　皆人は立ちあがって、

「オッサンがいてくれれば百人力──」

　ちらりともう一度、もはやビキニタイプのパンツしか身につけていない、毛むくじゃらのオッサンに目をやった。

「だといいな……」
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　本館から出ると、強いシャワーみたいな雨に迎えられた。

　イラカは空を仰あおいで、身体からだいっぱいに雨を浴びた。

「気持ちいい」

　雨は嫌いじゃない。天気は荒あれれば荒れるほどいい。

「ふ～んふ～ん♪」

　鼻歌を唄うたいながら、イラカは歩く。

「ふ～ふ～ふ～ん♪」

　イラカめがけてまっしぐらに駆かけてくる者がいることには、気づいていた。

「ふ～ん♪　ふふふ～ん♪　ふ～んふ～ん♪」

　女子生徒だ。１年生。あの子は知っている。

「仙せん宮ぐうイラカ……っ！」

　１年８組の、来くる見み坂ざかつみき。

　つみきが突進してくる。

「覚悟……っ！」

「ふふっ」

　イラカは闘とう牛ぎゆう士しのように身をひるがえして、つみきをかわした。

　すれ違いざまに、種を植えつけようとしたが──届かない。つみきはイラカの力を阻そ害がいするタイプの能力を持っているのだ。たしか、《神聖積木崩し少女セイクリツドメイデン》。誰もさわることができない能力。総合判定Ｂ。８組にしては際だってランクが高い。

「──しっかり捕まえて、じっくりやらないと、種を植えるのは無理っぽい？　でも、さわれないんだっけ。ちょっと厄やつ介かいかな」

　イラカは、どんどん突っかかってくるつみきをよけながら、思案する。

「あるんだよね。相性っていうのは」

「余裕ぶって……！」

　つみきはただ体当たりしてくるだけじゃなくて、パンチやキックを繰りだしてきた。

「少しでもさわれば、つみきの勝ちなんだから……！」

「ふふっ。さわれれば、ね」

「むかつく……！」

　つみきはいきりたって、連続で回し蹴げりを放った。

「うらぁぁっ！　らぁぁっ！　おらぁぁぁっ……！」

「あはははっ。上手、上手。空手か何かでも習ってるの？」

「習えるわけないでしょっ！　誰もつみきには、さわれないんだから……っ！」

「それで性格がねじくれてるんだ？」

「あんたに！　言われたくない……っ！　死ね！　死ね！　死ね！　死ねー……っ！」

　イラカの《主戦論者ウオークラフト》は二つの性質を持つ。

　一つは、イラカのそばにいるだけで、激しい憎ぞう悪おに駆かりたてられる。

　もう一つは、イラカに種を植えつけられた者は、見み境さかいなく憎悪に荒あれくるう。

　つみきの《神聖積木崩し少女セイクリツドメイデン》は《主戦論者ウオークラフト》に対する障壁として働いているが、その効果を完全に遮しや断だんするまでには至いたっていない。だから、つみきは苛いら立だち、イラカを強く憎にくんでいる。殺意さえ抱いている。

　強すぎる憎しみが、つみきの動きを次第に単調にしてゆく。

「なんのつもりか知らないけど、つまらないなぁ」

　イラカは踵きびすを返した。

「めんどくさいから、また今度、相手にしてあげ──」

「《不思議な壁ワンダーウオール》……！」

　不意に、目の前に透とう明めいの壁かべが立ちふさがった。

　壁の向こうに、男がいる。10組の生徒。たしか、神じん幻げん次じとかいったか。つみきに気をとられている間に、背後をとられたらしい。

　イラカは危うくその壁かべにぶつかりそうになって、足を止めたら後ろからつみきが──

「えいやぁっ……！」

「っ──」

　イラカは左方向に身を投げだして、つみきのパンチをぎりぎりのところでかわした。

　そうしたら、そっちにまた──

「《不思議な壁ワンダーウオール》！」

　現れた透とう明めいの壁に衝突したイラカに、つみきが襲おそいかかる。

「つぁぁっ……！」

「くっ……！」

　殴なぐられた──いや、殴られそうになっただけなのに、ものすごい衝撃だった。イラカはつみきの力と透明の壁に挟まれるような格好になった。

「下がれ、来くる見み坂ざか……！」

　幻げん次じに言われて、つみきが後退する。

　イラカは幻次を迎え撃とうとした。

「相手が《神聖積木崩し少女セイクリツドメイデン》じゃないなら……！」

「勝てそうかい？」

　幻次は、笑った。

「《不思議な壁ワンダーウオール》！」

「何……っ!?」

　イラカは目を瞠みはった。

　壁だ。

　一枚じゃない。次々と、というか、ほとんど同時に何枚もの透明な壁が出現して、イラカを取り囲んでしまった。

　ぜんぶで四枚。イラカの前にも、後ろにも、右にも、左にも、《不思議な壁ワンダーウオール》がある。

　幻次は最初に出した壁をさわって砕き消すと、右手でイラカの頭上を示した。その途と端たん、イラカの上にも壁が現れた。

「──《絶対領域デツドゾーン》。これできみは逃げられない」

「へえ……」

　つみきが幻次に近づいていって、肩かたをすくめた。

「壁は一枚しか出せないと思ってたけど、違ったんだ？」

「奥の手というのは、用意しておくべきものだろう。それに──」

　幻次は濡ぬれた髪をかきあげて、

「ぼくは嘘うそつきなんだよ」

「で？」

　イラカは手の甲で壁かべを叩たたいてみた。まるで鉄板みたいな硬かたい感触だ。こつん、こつん、と音もする。

「僕を閉じこめて、どうするつもり？　みんなをもとに戻せって説得するとか？」

「ぼくが何を言ったとしても、きみの心には届かないだろうね」

「やってみないと、わからないよ？」

「無む駄だなことはしない主義なんだ」

　幻げん次じは両りよう腕うでを広げて、その幅をぐっと狭めた。

「ぼくはきみを始末しにきた」

「……？」

　イラカは眉まゆをひそめた。

　今、左右の壁が動いたような気がする。

「気のせいじゃないよ」

　幻次が微笑ほほえんでそう言った。

「じつは、これも奥の手のうちの一つなんだ。ぼくは壁を動かすこともできる。──こんなふうにね」

　幻次の手の動きにあわせて、壁が少しずつ近づいてくる。

　左右の壁だけじゃない。前後の壁も。上の壁も。

「……10組はノーマークだったんだけど」

　イラカは壁に手をついて、押し返そうとする。だめだ。止められない。

「神じん幻次くん？　でいいんだよね？　きみの総合判定って……？」

「Ｅだよ」

「僕よりは一個上か」

　イラカは手を引っこめて、両腕を身体からだの側面にぴったりとつけた。壁はもう、イラカの身体にふれそうだ。

「……信じられないな。それで、Ｅだなんて」

「能力を偽いつわって入学しようと考える者が、きみ一人だとは思わないほうがいい」

「何のために、そんなことを？」

「言っただろう」

　幻次の笑みがいっそう深まった。

　愉たのしげに。

「ぼくは嘘うそつきなんだよ」

「ぐっ──」

　イラカは歯を食いしばった。

　とうとう壁かべが、イラカの頭頂を、後頭部を、鼻を、肩かたを、腕うでを圧迫しはじめたのだ。ほとんど身動きできない。息も苦しい。

「……《絶対領域デツドゾーン》、か。こ、これ、は……っ」

　イラカは笑おうとした。懸けん命めいに、笑おうと。

「……はは、すごい、ね……これはＡか、Ｓか……っ、ぐぅぅ……っ」

「これ以上は無理だな」

　幻げん次じは手を止めた。

「本当に無理かどうかは、想像に任せるけどね。あとはきみが二度と悪さをできないようになるまで、待つことにするよ、仙せん宮ぐう」

「……かなり黒いね、あんた」

　つみきが横目で幻次を見て、それからイラカを睨にらんだ。

「でも、これくらいされて当然。かわいそうとかは、ぜんぜん思わない」

「ぐっ……ううっ……あぁぁ……っ」

　イラカは首をかたむける。それで少し頭を動かせるようになったが、ほんの少しだけだ。胸が、背中が、痛い。腕が。両手の指で、腿ももをかきむしる。

「……くるっ……苦しっ……ひぅ……っ……」

　助けて。助けて！　こんなこと、しないで……！

　叫びたい。でも、我が慢まんする。助けを求めるなんて、みっともない真ま似ね、できない。したって無意味だ。助けてくれるわけがない。

　神じん。神幻次。冷たい目で、イラカを見つめている。冷たすぎる目で。

「ぁ……ぐっ……ふっ……っ……っ……っ…………」

　息も、息もできない。もうだめ。──だめ、じゃない。

　イラカは途切れそうな意識を繋つなぎ止とめて、もう一度、幻次を見る。その冷たすぎる目を。冷酷、とは微妙に違う。幻次は冷酷になりきろうとしている。そうしないと、耐たえられないのだ。きっと、人を殺したことがないからだ。だから、本能的に恐おそれている。イラカの息の根を止めることに、迷いがある。その迷いを、なんとかねじ伏ふせようとしている。

「かっ……っ……っ…………………………」

　イラカの意識が、暗黒に落ちる。

　その寸前、イラカは笑った。



　　　　　　　　　★



　──《絶対領域デツドゾーン》に閉じこめられて、完全に動かなくなったイラカを、幻次はいったい、どうするつもりだろう。

　つみきは固かた唾ずをのんで見守っていた。

　もう、けっこう長い時間が経たったと思う。正直、胸苦しい。だって、イラカは死んでいるかもしれないのだ。幻げん次じはイラカを殺したのかもしれない。つみきは人殺しの現場に立ちあってしまったのかもしれないのだ。そして、つみきは止めなかった。これって、共犯ということになったりしないのだろうか。

「……終わりだ」

　と、幻次が呟つぶやくように言って、大きい、あまりにも大きいため息をついた。

　その様子を見てつみきは、幻次も平気じゃないんだ、と気づいた。考えてみれば、あたりまえだ。平気なわけがない。

　幻次が壁に手をふれた。

　壁かべが一瞬で砕くだけ散ちって、イラカが人形みたいに地べたに倒れこんだ。

　しばらく、幻次も、つみきも、黙だまってイラカを見おろしていた。

　──やっちゃったんだ。

「幻次」

　つみきは顎あごを引いてうなずいた。

「この罪は、つみきも一緒に背負うから。だって、幻次は──友だちだから」

「……ありがとう」

　幻次は雨音にかき消されそうな声でそう言って、しゃがんだ。イラカはたぶん、息をしていない。でも、本当に事切れているか、確かめるつもりなのだろう。

　幻次はイラカの首に手をあてようとした。

「あはっ」

　イラカが幻次の手首をつかんだ。

「あははっ。あはっ。甘いねえ。あははぁ。甘いよ、幻次くうん。僕はまだ死んでない。死ななかった。べつに死んだら死んだでよかったんだけどねえ。《不死鳥フエニツクス》が発動するかどうか、確かめられたわけだし。そこまでいかなかったよお。幻次くうん、きみが甘いからだよ。甘いねえ。あはははっ。甘すぎるよお」

「っ……あっ……あぁぁ……っ!?」

　幻次が身をよじる。イラカの手を振りほどこうとする。でも、できない。イラカは幻次にしがみつく。

「これなら……ここまでくっつけば！　心に壁があるきみにも、種を植えられるよ！　ほおら、どう!?　愉たのしいだろぉ!?　あはははははははははははは！」

「ああ！　ああああ！　や、やめろ！　やめっ──うううううあああああああああ！」

「げ、幻次……っ！」

　幻次を助けないといけない、とつみきは思う。

　だが、イラカが幻げん次じにしっかりと両りよう腕うでと両りよう脚あしを絡みつけている。つみきの力でイラカを吹っ飛ばしたら、幻次も巻き添えを食ってしまう。

「──けど、そんなこと、言ってる場合じゃ……！」

　つみきは思いきってイラカにパンチをお見舞いしようとする。

　撥はね返された。

「っ……!?」

　──壁かべ。

　透とう明めいの壁だ。

「……きみは、敵だ」

　幻次が立ちあがる。イラカは？　幻次から離れている。いつの間に。なんてすばしっこいのだろう。

「ぼくに近づこうとする者は……全員、敵だ」

「幻次っ！　目を覚まして！」

「何を言っているんだ？　ぼくの目は覚めているよ。敵の姿が、はっきりと見える。ぼくを理解することもできないくせに、無ぶ遠えん慮りよに、ずけずけと、ぼくの心に立ち入ろうとする。愚おろかで、邪魔で、薄汚くて、有害でしかない、敵の姿が」

　友だちになることができたと思ったのに。

　つみきは疼うずく胸を押さえて、頭を振る。

　違う。これはイラカのせいだ。幻次の本音じゃない。でもたぶん、人への不信感や拒否感、そして恐おそれは、幻次にもともとあるものだ。つみきにはわかる。

　つみきと幻次は、似ているから。

　──腑ふに落ちた。

　だからだ。幻次もつみきも、だから、皆みな人とに惹ひかれている。

　幻次やつみきがいくら不信と恐怖を高く積みあげて自分を守ろうとしても、皆人は軽々と乗り越えて手をさしのべてくれる。

「……幻次と、つみきは、そっくりなんだ」

　つみきは振りかぶった拳こぶしを叩たたきつけて、幻次の壁を破は壊かいした。

「幻次の心の壁は、つみきが壊してあげる……！」

「《不思議な壁ワンダーウオール》」

　幻次が矢継ぎ早に壁を出現させる。

　つみきは片っ端から壁を砕いてゆく。

「やあ！　やあっ！　やあ……っ！」

「──くははははははっ！」

　イラカがどこかで高笑いしている。

「せいぜい潰しあうといいよ！　うふふ！　愉たのしいな！　愉しいなあ！　ねえ、見てる、パパ!?　僕からのプレゼント、届いてる!?　喜んでもらえるといいなあ！　きっと喜んでくれてるよね！　だって、こんなに愉しいんだもの！　あはははは！　あーっはっはっはっはっはっはっはっはっはーっ……！」










４話　束つかの間まの奇跡







　雷の大合唱がやまない。雨は降りつづいている。このままだと世界が水没してしまうんじゃないか。そう思ってしまうくらい、ものすごい雨だ。とてもモトクロッサーになんて乗れなかった。舗装されていない場所はぬかるみまくってぐちゃぐちゃだし、前が見えない。歩くしかない。走るしかない。

　みんなどこにいるのだろう。イラカはどこだ。

　天てん命めい学がく園えんの敷しき地ちは広い。広すぎる。こんなふうに捜さがすなんて、無む謀ぼうなんじゃないか。

　とくにあてがあるわけでもなく、帰き巣そう本能に導みちびかれでもしたかのように、皆みな人ととオッサンは10組の教室がある13号校舎のそばまできていた。

　さすがに雨に打たれるのに疲れ果てて、二人はいったん校舎の中に入ることにした。

　玄関でひと息ついた。オッサンはパンツ一丁だからかえっていいが、皆人はひどい有あり様さまだ。上着とシャツを脱いで搾しぼってみたら、水がしたたり落ちるどころか流れ落ちた。

「……やばいな、この雨。マジで」

「ヘヴィーレイン……」

　オッサンが追憶するような眼まな差ざしを外に向けた。何しろパン一なので、どんな渋しぶい表情をしても軽く滑こつ稽けいだ。ちょっぴり笑えて、皆みな人とは元気になった。

「よし、みんなを見つけよう！」

　皆人はシャツだけ着て、校舎から出ようとした。そのときだった。

「みーなーとーさん」

「え……？」

　振り向くと、下げ駄た箱ばこの向こうから、くびれがひょこっと顔を出した。

「あ！　歌うた野の！　ここにいたの!?」

「皆人さんこそ、こんなとこにいたんですね」

　くびれはにこっと笑った。何か変だと皆人は思った。くびれはそんなふうに笑わない。もっと遠えん慮りよがちで、おずおずと笑う。

　──だいたい、イラカに種を植えつけられているはずじゃないか。

「歌野さん」

　皆人は唾つばをのみこんだ。

「……安心して。おれが今、なごませてもとに戻してやるから」

「お気遣いありがとうございます。でも、いらないですよ」

　くびれは両手を上に向けた。すると、掌てのひらの上に火の玉が生じた。ソフトボールくらいの大きさはある火球だ。それが、さらにどんどん大きくなってゆく。

「あたし、考えたんです。いっぱい、いっぱい、考えて、何が一番憎にくいのか考えて、そうしたら、あたし自身だってことに気づいたんです。いつもぐずぐずしていて、自信がなくて、無能なあたし。どうしたらいいか考えたんです。知ってますか？　魔法には種類があるんです。魔法使いは、儀式をしたり呪文を唱えたりして魔法を使う。魔女は、悪魔と契約して魔法を使う。そして、大切なものを犠牲にして魔法を使うのが──魔法少女」

　火球はもう、バレーボールよりも大きい。

「あたし、魔法使いとしての才能はないんです。だから、別の方法で魔法を使ってみようって思ったんです。悪魔と契約するのは大変で難しいけど、大切なものを犠牲にするのなんて簡単でしょ？　あたしはそうしてみたんです。皆人さん。どんなに、どれだけ何もかもが憎くても、一つだけ、憎いと思えないものが、あたしにはあったんです。その気持ちを、あたしは犠牲にすることにしたんです。何よりも大切な、あたしの恋心を」

「歌野さん……」

「皆人さん！　あなたへの恋心を！」

「やめろって、歌野さん！」

「そうしたらあたし、皆人さんのことも大っ嫌いになった！　むしろ、憎くて憎くてしかたない！　他の誰よりも！　皆みな人とさんなんか、燃えちゃえばいい……！」

　くびれが火球を投げつける。皆人とオッサンは左右に跳とんだ。それで火球をかわすことはできたが──火球がズッバァァーンと炸さく裂れつして、玄関が燃えあがった。

「……す、すごいじゃん、歌うた野のさんの魔法」

「トレビアーンッ」

　とかなんとか言って感心している場合じゃない。

「皆人さん！　逃がさない！」

　歌野が追いかけてきて、火球を放つ。

「うわ！　おわ！　わわっ……！」

　皆人は逃げる。必死に火球をよけながら、逃げる。校舎の中は狭いし、不利だ。皆人は火の海になっている玄関を突っ切って外へ向かおうとする。

「逃がさないって、言ってるじゃないですかあ……！」

　二つの火球が、迫る。

　よけないと。

　──無理か……!?

　おれ、もしかして、丸焼け……!?

　三分の一くらい覚悟しかけた皆人の前に、横合いから飛びだす者が──

















「マイフレンドッ……！」

「オッサン……!?」

　だめだ。そんな。まずいって。

　でも、止める暇ひまなんてなかった。

　オッサンは皆みな人との盾たてになって、その身で火球を受け止め──

「ボルシチ……ッ！」

　謎の叫び声を発して、あっという間にオッサンの丸焼きが出来上が──

　らなかった。

「……え？」

「フムン」

　オッサンは短く唸うなって、火傷やけど一つ負っていない自分の肉体を不思議そうに見た。

「これは？」

「……や、おれが訊ききたいんだけど。もしかして、映うつるとかみたいに、オッサンも新しい能力に目覚めちゃってた、みたいな……？」

「ワァーオ」

　オッサンは目をピカァッと光らせて、

「言うなれば、あらゆる攻撃を防ぐ能力──《鉄壁上等アイアンクラツド》ってとこだな、マイフレンド」

「……オッサンがわりとまともにしゃべってて、ただごとじゃない感がすげーよ。目は光ってっけど」

「皆人さん……！」

　と、くびれが火球をぶっ放してきた。

「皆人さん！　皆人さん！　皆人さん！　皆人さん！　皆人さん！　皆人さん……！」

「花はな咲さきッ！　俺の後ろに……！」

　オッサンが火球を防ぐ。防ぐ。防ぐ。防ぎながら、前進する。皆人はオッサンの後ろにぴったりついて、そうか、と思う。このまま……！

「こないで！　オッサンなんか大っ嫌い！　気持ち悪い！　こないで……！」

　歌うた野のがどんなに火球を投げつけてきても、それが常じよう人じんを一発で爆死させるような威力を持っていたとしても、オッサンには通じない。

「ヨーッ！　ホーッ！　オーリトルガールッ！　ユーアーマイフレーンド……ッ！」

「こないで、こないで、こないで、こないで、ほんっとに、きもい……！」

「きもくてもオッケーイ……ッ！」

　オッサンが、叫ぶ。

「男は逞たくましく育てばいい……！　なぜなら、男には守るべきものがあるから……！」

「──よくわかんねーけど！」

　皆みな人とはするっとオッサンの脇わきをすり抜けて前に出た。

　くびれが今まさに火球を投げてこようとしていたので、正直、足がすくみかけた。

　でも、引き返すには遅い。遅すぎる。

　行ってしまえ！

「歌うた野のさん……！」

「みっ──」

　飛びついて、思いっきり抱きすくめる。

　種。

　どこだ、イラカが植えつけた種は。

　見つけた。あった。あれだ。

「潰れろ……！」

　種を、この力で、握にぎり潰つぶす。

「は、あぁあぁぁぁぁあぁぁぁぁぁぁあああぁぁあぁぁぁぁぁぁああぁぁぁっ……！」

　くびれが声をあげて、火球は消し飛んだ。

　小さな身体からだがえびぞりになって、それから、ぐったりする。

「……皆人、さん」

「もう大丈夫だ」

　皆人はうなずいて、くびれの頭を撫なでてやった。

「大丈夫だからさ」

「……大丈夫じゃ、ないです」

「え？」

「あたしの、恋心が」

　くびれは皆人の両りよう肩かたに手をかけて、ぐっと押した。

　近い距離で見つめあう形になった。

　ここは屋内だ。ひどくゆがんだくびれの顔を濡ぬらしているのは、雨じゃない。

　涙。

「こんなに……こんなにそばにいるのに、抱きしめてもらったのに、夢にまで見たことが現実になったのに……あたし……どきどきしてない！　皆人さん、あたし、皆人さんのことが好きだったんです！　大好きだったんです！　こんなふうに誰かを好きになったのは初めてだったんです！　もう二度とないと思ってたんです！　それなのに……あたしの恋心が、どこかにいっちゃった！　あたしは、何よりも大切な、あたしの恋を……魔法少女になるために、犠牲にしちゃった……！」

「ラーヴ……」

　とオッサンが低く呟つぶやいた。

「……んー」

　皆みな人とは顔をしかめて、

「なんか、おれがこういうこと言うのも、ちょっとどうかと思うんだけどさ。恋はまたすればいいんじゃない？」

「そういうものじゃっ！」

　くびれは首をぶるんぶるん振った。

「そういうものじゃないんですっ！　初めての、本当の恋だったんですからっ！」

「いや、だから、なんていうか……その、初めての恋？　ていうのをさ、またすればいいんじゃないかなって。もしおれが、歌うた野のさんに恋をしてもらえるようなやつだったら、きっとまた好きになってもらえるだろうし。そうならなかったら、ようするにおれが歌野さんに好きになってもらえるほどの人間じゃないってことだと思うんだよね。それはそれでしょうがなくない？」

「……また、好きになってもいいんですか、皆人さんのこと」

「いいとかだめとか、そんなの、おれが言うことじゃないでしょ」

「好きになっても、いいんですか」

「だから、それはべつに、ぜんぜんかまわないって」

「そんなこと、言われたら……っ」

　くびれは皆人の胸に飛びこんできて、

「また好きになっちゃうじゃないですかぁーっ！　皆人さんの、ばかぁー……っ！」

「花はな咲さき」

　オッサンがビッと親指を立ててみせた。

「ドン・ファン」

「……どういう意味だよ、それ。ていうか……あれ？　なんか、揺ゆれ……」

　床が振動している。

　建物全体が、みしみし鳴っているような。

「気のせい……じゃないよな!?　歌野さん、オッサン、とりあえず外に……！」

　皆人はくびれを抱きかかえて、オッサンと一緒に13号校舎から飛びだした。

　外には、やつがいた。

「──グッフッフッフッフッフッ……」

　両りよう脚あしを開いて、膝ひざを曲げ、がに股またになって、校舎のほうに両手を向けている。

「ガッハッハッハッハッハッハッハッハッハッハッハッハッハッハッハッハァーッ！」

　頭には、ブルマー。

　ブルマーを被かぶっている。

「おまえは──ブルマー仮面……っ！」

　皆みな人とは頭を振った。

「いやいや、違う違う、そうじゃなくて──シゲ……っ！」

「俺をその名で呼ぶんじゃねェェェェェ」

　ブルマー仮面が両手を押しさげた。

「俺のことはァァァッ！　ブルマー仮面と呼べェェェェイッ……ッッッ！」

「なんっ──」

　轟ごう音おん。

　振り返ると、13号校舎の三階部分が踏ふみ潰された空き缶みたいにひしゃげていた。

「……ぅ……そ、だろ、いくらなんでも、そんな……」

「フームゥゥ」

　オッサンは鼻から息を吐いて、

「インクレディボォー」

「は、灰はい堂どうくん……なんです……か？」

　くびれは皆人の胸にすがりついて震ふるえている。

「ノォー」

　ブルマー仮面は人差し指を左右に振りながら、チッ、チッ、と舌を鳴らした。

「アイアム・ブルマー仮面。ブルマー最高。ブルマーは永遠に不ふ滅めつなりィィィィ……」

「……や、やっぱり、ただの変態さんですっ!?」

「変態ですが何かァァーッ!?」

　ブルマー仮面はすっ──と直立の姿勢をとって、敬礼した。

「ご主人さまのためならァァァ大変態にでも超変態にでもォォォ俺はァァなるッッ！」

「──ご主人さま……？」

　皆人は、気づいた。

　変態の、いや、ブルマー仮面、いや、茂しげる、いや、どれでも同じか、ブルマー仮面の向こうから、誰か歩いてくる。

　一人じゃない。

　三人。

　全員、女子生徒だ。

　右に木ぼく刀とうを持った女子生徒を、左にツインテールっぽい髪型の女子生徒を従したがえている、中央の女子生徒は──

「み、見るな……っ！」

　皆人はとっさにくびれの目をふさいで、あさっての方向を見た。横目でうかがうと、オッサンは下を向いている。よかった。

　あれはやばい。おそらく、遠くからでも見ちゃいけない。

　だって、ものすごく輝いていた。仏や菩ぼ薩さつは後ご光こうが差しているというが、彼女はそういう感じの黄金色の光をまとっていた。遠目からでもわかった。彼女がとてつもなく、銀河レベルどころか宇宙レベルで美しすぎることが。

　あんなものを直視したら、きっと這はいつくばって拝みたくなる。崇すう拝はいして、忠誠を誓って、魂たましいまでも捧ささげたくなるに決まっている。

「ああァァッ！　マリカさまァァッ！　マリカさまがご光こう臨りんあそばされたァァッ！」

　皆みな人とは見ていないのに、ブルマー仮面が最敬礼でマリカさまを迎えている姿が目に浮かぶようだ。

「……おれも、すでにマリカさまとか思っちゃってるし」

　恐おそるべし。

　マリカさまもたぶん、新しい能力に目覚めたか、能力がパワーアップしたと考えるべきだろう。だとしたら──

「まずは、逃げの一手だろ！　オッサン、走れ！　歌うた野のさんはつかまってて……！」

「オイッスーッ！」「は、はい……っ！」

「あの者たちを追いなさい、ブルマー仮面、叶かなえ、こーこちゃん……！」

　マリカさまが命じて、手下どもが即そく座ざに応じる。

「イエッサーッ！」「御意っ！」「はいさーっ……！」

「あ、あたしが……！」

　くびれが皆人に抱かれたまま、火球を放つ。

「えい！　えい！　えーい……っ！」

「オラァッ！　オラッ！　オラァァッ！」

　ブルマー仮面が《完全なる性的念動力リビドーエクスタシー》で火球の軌き道どうをねじ曲げ、そらしているのか。一発も当たらない。まあ、当たったら大変なんだけど。

　そうだ。

　あんなふうになっても、10組の仲間だ。友だちなんだ。傷つけるわけにはいかない。

　でも、相手はそう思ってくれないだろう。

「《武神開眼ミネルヴア》……！」

　あの声は、叶か。

　──と思ったら、叶は一瞬で皆人たちを追い抜いて、前に立ちふさがった。速い。

　速すぎる。

《戦鬼羅刹バトルマニア》とは比べ物にならない。あれが、叶の新しい力……!?

「おまえたちに与えられた選択肢は二つだ」

　叶は目を剥むいて唇くちびるを舐なめた。あの木ぼく刀とうが閃ひらめいた瞬間、おそらく皆人の命の火は消されてしまうだろう。蝋ろう燭そくみたいに、呆あつ気けなく。

「我が主君の憎ぞう悪おの炎に焼かれて死ぬか、主君の尖せん兵ぺいとなって憎悪の炎の体現者となるか、さあ、どちらを選ぶ……！」

「ここは──」

　オッサンが走り幅跳とびをするみたいにデンジャラスでゴージャスな跳ちよう躍やくを見せて、叶かなえに襲おそいかかった。

「俺にマカセローイ……ッ！」

「千斬り……！」

　叶の木ぼく刀とうがオッサンをめった打ちにした──のだと思う。速すぎて、皆みな人との動体視力ではほとんど見えなかったが、たぶん。

「ダイジョーヴーイッ！」

　オッサンは目をピカァッと光らせて、両手でＶサインを作ってみせた。

「ドントコーイッ！」

「ぬう……！　二千斬り……！」

「キレテナーイッ！」

「三千斬り……ッ！」

「イタクナーイッ！」

「ならば！　倍の六千斬りだ……ッ！」

















「カユクモナーイ……ッ！」

　オッサンは叶かなえの恐おそるべき攻撃のすべてを余よ裕ゆう綽しやく々しやくで受けきって、

「バッチコーイッ！　モットコーイッ！　委員長……ッ！」

　ドンッ──と、毛深い胸を叩たたいてみせる。

「俺の愛は空よりも広く海よりも深い……！　たとえ委員長がどんなじゃじゃ馬だろうと、モナムール！　ジュテームッ！　アイラーヴュー……ッ！」

「へ……っ？」

　突然の愛の告白だった。皆みな人とは驚おどろかずにいられなかったが、考えてみればまあ、思いあたる節がないでもない。

「ええい……！」

　叶の木ぼく刀とうが竜巻さながらに旋せん回かいして、オッサンを打つ。

「不快だ！　何が！　アイラブユーだ……っ！　わたしは憎にくい！　きさまが憎い！　憎ぞう悪おしか、嫌悪しか感じない……！　毛深くて、無む駄だにマッチョすぎて、顔が濃くて、同年配とはとても思えない、老けすぎで、大嫌いだぁ……っ！」

「フンムゥ……ッ！」

　木刀だけじゃない、叶の言葉も、オッサンを打ちすえる。というかおそらく、言葉のほうがオッサンにはこたえているかもしれない。しかし、それでも──

「ムフゥッ！　モットッ！　モットォーッ！　モットダァッ！　フンムァー……ッ！」

　オッサンは耐たえているのか、それとも──微妙に、喜んでるような……？

「もっとだとォォ……ッ!?」

　ブルマー仮面がオッサンに手を向けた。

「お望みどおり、ひねり潰してやるぜ……ッ！　食らえェェェェェェェ……ッッッ！」

「フオゥ……ッ！」

　上から下へ、とんでもない念力的なものがかかっているのか。オッサンは地面に膝ひざをつきかけたが、持ちなおした。

「ヌオオオオオオオオオオオオォォォッ！　《立ち往生オーバースタンド》……ッッッッッッッ！」

　そうか。

　オッサンがもともと持っていた、何があっても倒れない程度の能力《立ち往生》も、失われたわけじゃないのだ。

「ここは……！　ここは俺に任せて、先に進め、花はな咲さき……ッ！」

　オッサンが投げてよこした男らしいウインクに、応こたえなかったら男じゃない……！

　先ってどこだという気も若干するが、皆人はとにかく全速力で駆かける。

「あたし、自分で走ります……！」

　くびれはそう言うと、皆人の腕うでから飛び降りた。懸けん命めいに走って、皆人についてくる。

　オッサンのおかげで、追いかけてくるのは幸こう子こだけだ。

「待ぁぁぁぁてぇぇぇぇ……！　逃がさないんだからぁぁぁぁぁ……！」

　ふと、皆みな人とは思った。

「……逃げる必要、あるのかな。相手、サッチンなんだけど」

「い、言われてみれば──」

　くびれはちらっと振り返って、

「な、ないかも……!?」

「だよな！」

　皆人は立ち止まって振り返った。

「サッチン！　こいよ！　かかってこい！　おれがなごませて、もとのサッチンに戻してやる……！」

「こーこを、舐なめないで──よっ……!?」

　とか言っているそばから、幸子は何かにつまずいて、すっ転んだ。それも、すばらしい転び方だった。幸子は空中で一回転し、大おお股また開きで尻しりから地面に落ちた。

「あいたっ……！」

　その瞬間、空が明るくなった。稲いな妻ずまとは違う。

　見上げると、何かが尾を引いて──落ちてくる……!?

「い、い、隕いん石せき……!?」「な、流れ星……っ!?」

　皆人とくびれは右う往おう左さ往おうした。

　そうこうしている間に、隕石らしきものが墜落した。学校の敷しき地ち内だと思うが、めちゃくちゃ近くではない。でも、光った。すごい光だった。そして、衝撃が押しよせてきた。

「うわああっ」「ひやああぁっ」

　皆人とくびれは伏ふせた。

　地面にしがみつこうとしても、衝撃に押されて転がった。

「………………な、な……何だったんだ、今の……偶然……？」

「うっふっふっふっふー……っ」

　幸子が大股開きの姿勢のまま、幸子には似合わない、ちょっと邪じや悪あくな笑い声を立てた。

「こーこが不幸な目に遭あうと、何かが起こっちゃう。それも、とんでもないことが！　これがこーこの新しい力、《超限界の逆転劇マージナルハツピー》なんだからっ！　こーこのことバカにしたら、みーんなひどい目に遭っちゃうんだからね！」

「……サッチン」

「こーこ、知ってるんだから！　みんな、みーんな、こーこのことバカにしてるって！　でも、こーこ、バカじゃないもん！　こーこをバカにする人なんか、大っ嫌い！　こーこが信じられるのは、ご主人さまのマリカちゃんだけなんだからっ！」

　皆みな人とは、それはそれとして、パンツ、見えまくってるよ──と言おうとしたが、やめておいた。

「……《超限界の逆転劇マージナルハツピー》」

　幸こう子こが不幸に見舞われると、何かが起こる。

　ただ転んだだけで隕いん石せきが落ちてくるのだとしたら、もっと不幸な目に遭あったら、いったいどんなことが起こるのか。たとえば、幸子が車に轢ひかれたりしたら──

「世界滅ほろびちゃうんじゃ……」

「ぞ、ぞっとしないですね……」

　くびれは顔面蒼そう白はくで震ふるえている。

「世界なんか……っ！」

　幸子が叫びながら立ちあがって、

「滅びちゃえばいいんだよ！　どうせ、こーこをバカにする人ばっかりなんだもん！　こんな世界、くちゅくちゅのにゅぱにゅぱになっちゃえばいい……っ！」

　右手を振りあげ、何をするつもりなのか。

　幸子はしゃがんで、叩たたきつける。

　右手を、地面に。

「──っ……！」

　そこに石か何かあったようだ。幸子は顔をゆがめた。その瞬間だった。ドォォォンと突きあげる音がして、30メートルくらい離れたところから──巨大な水柱が上がった。

「……か、間かん欠けつ泉せん……みたいな!?　うあぢっ……！」

　皆人は跳とびあがって逃げ惑まどった。雨に交じって、熱湯が降りそそいでくる。

「きゃぁああ！　きゃあっ！　いゃぁぁあああぁぁっ！」

　くびれも這はいずりまわり、転げまわって、熱湯をよけようとしているが、雨と区別がつかないし、よけるなんて無理だ。

「滅びろーっ！　滅びろっ！　滅びろぉーっ！」

　幸子が何度も、何度も、右手を石に打ちつける。そのたびに、ドォォォン、ドォォォン、ドォォォォンッと、あちこちで水柱というか熱湯柱が上がる。これが《超限界の逆転劇マージナルハツピー》なのか。自分で自分を痛めつけても、こんなことが起こってしまうのか。

「よ、よせって、サッチン！　痛いだろ！　そんなことしたら……っ！」

「うるさぁーいっ！」

　幸子は走ってジャンプし、顔面から地面に突っこんだ。

「──あばばばばばばばっ……！」

「うおおおおっ……!?」

　何だ!?　これ、何……!?

　大地がうねっている。とてもじゃないが、立っていられない。

「ひぃやぁぁぁぁぁ……っ！」

　くびれが泣きわめきながら抱きついてきた。皆みな人とはくびれと一緒に、ごろごろ、ぐるんぐるん、フライパンで料理されている食材みたいに転がり、跳ねまわった。

　これ、マジで世界が終わるかもな──と、正直、思った。

　ようやく収まると、見渡すかぎり、木が倒れていたり、地面がでこぼこになっていたり、建物が倒壊していたりで、しっちゃかめっちゃかだった。

「うにゅにゅにゅにゅ……痛いよう……」

　幸こう子こはうつぶせで呻うめいている。

「……い、今のうちに！」

　なごませるべく近づこうとしたら、幸子が傷だらけの顔を上げた。その瞳には、相変わらず激しい憎ぞう悪おの炎が揺ゆらめいている。

「皆人くんなんて、嫌いだよぅ……っ！」

「──っ！　くっそ……！」

　今度は何をするつもりなのか。わからないが、今の幸子は何をしでかしてもおかしくはない。皆人はくびれの腕うでをつかんで駆かけだした。

「いったん逃げよう！　何か対策を立てないと……！」

「は、は、はいっ……！」

　悪あく路ろとしか言いようがない、道なき道をひた走る。

　さいわい幸子は運動神経がよくないし、すぐにある程度引き離すことができた。

　とはいえ、いつまでも逃げまわっているわけにはいかない。幸子だって助けないといけないのだ。あんなふうに自分自身を傷つけて破は壊かいを招きよせるようなことを、幸子につづけさせるわけにはいかない。

「──だけど、どうやって止めれば……!?　や、なごませるしかないんだけど──」

「み、皆人さん……！　あれ……！」

　くびれが前のほうを指さした。

「え!?」

　皆人はそっちに目をやって、絶ぜつ句くした。

「あ──」

　ここで一句。

　行く手には　雨に霞かすみし　巨人かな

　──と、思わず俳句っぽいのを詠んでしまいたくなるような光景が、そこには広がっていた。

　巨人。まさしく巨人だ。

　途方もなく大きい人間が──しかも、女の子が、しゃがんで何かを貪むさぼり食っている。

　当然というかなんというか、あのサイズの人間が着られる衣類なんてあるわけがないので、巨大な女の子は全裸だ。しゃがんでいるので、大事なところは隠かくれているが──そういう問題でもないような気がする。

　だって、皆みな人とはそれが誰か知っていた。

　すぐにわかった。

「……真ま田た部べ」

　間違えようがない。それは巨大な、巨大すぎる真田部司つかさだった。それも、皆人のそばにいて、食欲が抑よく制せいされているときの小さな司が巨大化しているという、ややこしい巨人化を果たしてしまっている。

　小さな司がとてつもなく大きくなって、どうやら、樹木やら鉄骨やらコンクリートやら土やら岩やらを、手当たり次第に口に入れまくっているらしい。

「……あ、あれも、新しい能力……なのか……？」

　いずれにせよ、《大食らいメガイーター》どころの騒さわぎじゃない。《超食らいマツドイーター》くらいの域いきには、どう考えても達している。

　司が、こっちを向いた。

「……み、見つか……った……っ？」

　くびれが震ふるえあがった。司は怪獣とかじゃないんだから、そんな言い方はない。皆人としてはそう思わなくもなかったが、たしかに見つかってしまったのかもしれない。

　司が、何かをむしゃむしゃ咀そ嚼しやくしながら、こっちに手をのばしてくる。

「いいぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃえええええぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇ……!?」

　なごませるとか、もとに戻すとか、まったく考えなかったわけじゃない。でも、それより生存本能のほうがまさった。

　皆人とくびれは逃げた。

　司は皆人とくびれのかわりに大量の土を鷲わしづかみにして、口へと運んだ。

　食べて、また手をのばしてくる。

「おおおおおぉぉぉぉぉおおおぉぉぉおおおぉぉぉぉぉぉおおおぉぉぉおおお……!?」

　今度は、司の指先が皆人の後ろ頭をかすめて、くびれがつんのめった。

「きゃぁぁうっ……！」

　くびれは、恐怖のあまりわけがわからなくなったのかもしれない。司に向かって連続で火球を放った。

「あっ、歌うた野のさっ──」

　なんてことをするんだという思いを、なんてこったという驚おどろきがのみこんでしまった。

　というか、のみこんだのは司だ。

　司つかさはあんぐり口を開けて息を吸いこんだ。そうしたら、なんということだろう、火球が司の口に吸いこまれてゆく。司は火球をぜんぶのみこんでしまった。平らげてしまったのだ。魔法少女になった歌うた野のくびれの魔法を。

「お、おれたちもっ、た、食べられる……っ!?」

　たぶん、じゃなくて、間違いなく、食べられる。

　いくら相手が司でも、食べられてやるわけにはいかない。皆みな人とはくびれを引っぱって、がむしゃらに駆かける。

　するとやがて、前方に黄金色の光が──あれは、後ご光こう……！

「マリカさま……！」

　やばい、まだマリカさまとか思ってしまっている。マリカさまには近づいちゃだめだ。皆人は慌てて方向転換──した途と端たん、そっちに司の手が降ってきた。

「おわっ……！」「っ……！」

　なんとか紙一重のところでよけたが、くびれはもう悲鳴もあげられないような状態だ。かまわず、皆人はくびれを引きずってゆく。あきらめて──あきらめて、たまるか！

「全員、助ける……！　おれが、もとに戻すんだ……！」

　その意思だけが、皆人を支えている。無理やり走らせている。たとえこの足が折れたって、この気持ちは、願いは、絶対に折れない……！

　だけど、ああ──でも、これは、酷だ。

　何度か進む方向を変えて、足を動かしつづけて──その先で、まるで彼は、皆人を待ち構えていたかのようだった。

　皆人はくびれを引きずるようにしているが、彼は文字どおり、正しよう真しん正しよう銘めい、人を、その髪の毛をつかみ、引きずって歩いている。

「……幻げん次じ」

「やあ、皆人」

　幻次はつみきの髪の毛から手を離して、微笑ほほえんだ。一見、いつもと変わらない笑みにも見える。でも、違う。皆人にはわかる。

　この幻次は違う。

「だめだったよ、皆人。皆人だけは違うと思おうとした。皆人が中心にいる10組なら、ぼくの居場所があるかもしれない。そんなふうに考えようとしていたけど、やっぱり無理だ。ぼくは生まれてこのかた抱いてきた違和感を、嫌悪を、どうしてもぬぐいされない。耐たえられないよ、皆人。耐えられない。ぼくはすべてを拒絶する」

　皆人は肩かたで息をしながら、つみきを見やる。つみきは動かない。息はあるのか。あると信じたい。幻次がやったのか。そうは思いたくないが──やったのかもしれない。

「何を言っても……無む駄だ、なんだよな、幻次」

「うん」

「違和感とか、嫌悪とか、そういうのはみんな、イラカの種のせいだよ。だけど、言っても無む駄だなんだよな」

「そうだよ、皆みな人と。無駄だ。ぼくは拒絶する。きみのことも、ね」

「だったら……！」

　皆人は一気に幻げん次じに詰めよろうとする。どうせこうするしかないのだ。たとえ幻次の壁に阻まれても、そんなもの、おれがぶち破ってやる……！

　そのつもりだった。皆人は幻次が壁かべを出すと予想していたし、覚悟していたのだ。ところが、幻次はそうしなかった。

　幻次は皆人とすれ違って、くびれのほうへ。そして──

「《絶対領域デツドゾーン》」

　何だ、あれは。壁。透とう明めいの壁が。一枚じゃない。五枚。くびれが透明の箱に閉じこめられてしまっている。

「……なっ──これ……皆人さん……っ!?」

　くびれが内側から箱を叩たたく。どんなに強く、激しく叩いても、びくともしない。

「ははっ」

　幻次が軽く笑って、振り向く。

「皆人にはこうしたほうが何倍もきくって、ぼくはわかってるんだよ。それに、この子も憎にくたらしいしね。一いつ石せき二に鳥ちようだと思わない？」

「……壁。一枚じゃなかったのか」

「ぼくは嘘うそつきだからね。信じたきみが愚おろかだったんだ。そんなふうにすぐ信じるところも嫌いだよ、皆人。ああそうだ、ぼくにできることは、これだけじゃない」

　幻次が何か見えない物を押し縮めようとするように手を動かすと、箱が──ぐぐっ、ぐぐぐっと、小さくなってゆく。くびれはとっさに両手で押しとどめようとした。でも、箱の縮小は止まらない。あっという間だった。くびれが身じろぎもできないくらいまで、箱が小さくなってしまった。いや、動けないどころか──

「あぁっ！　うっ……！　く、苦……し……ぃ……っ……！」

「歌うた野のさん……！　げ、幻次、やめろっ！　歌野さんを出してやってくれ！　おれのことは、どうしてくれてもいいから……！」

「だめだよ、皆人。ぼくはすべてを拒絶する。そして、拒絶する必要もなくなるのが一番いい。この地上から、ぼく以外のものが消えてなくなってしまえばいい」

「……それが、おまえの！　幻次……おまえの、それが憎しみなのかよ……!?」

「そうさ、皆人。でも、一つだけ言っておくよ」

　幻次の笑顔が、ゆがむ。

　心底から愉たのしそうに、悲しそうに、つらそうに、幻げん次じは笑っている。

「ぼくは理性をなくしているわけじゃないし、現実をちゃんと認識できている。この憎にくしみはね、皆みな人と。ぼくにもともとあるものなんだ。これがぼくの本性なんだ。それを仙せん宮ぐうイラカがあばきだした。それだけなんだ。ぼくはこういう人間なんだよ、皆人。きっと、ぼくだけじゃない。みんな同じだ」

「……違う」

　皆人は首を振る。

「違う。仮にそういう気持ちが幻次、おまえの中にあったんだとしても、それがぜんぶじゃないだろ！」

「ぜんぶだよ、皆人。突きつめれば、他のものは見つからない」

「今は見つけられなくなってるんだよ！　それだけだ！」

「たとえそうだとしても、ぼくはもう、知ってしまったんだ、皆人」

「何をだよ……!?」

「この根源的な憎ぞう悪おに比べれば、他のものはとるにたらない。もし皆人がこの憎しみを薄らげたとしても、なくなりはしないだろう。憎しみはまた頭をもたげて、ぼくを突き動かす。すべてを拒絶しろと命じて、ぼくはいつかあらがえなくなるだろう」

「そんなことない！　おれがついてる……！」

「それが……っ！」

　幻次は紛まぎれもない、怒りの形相で叫んだ。

「それが耐たえられないと言っている！　ぼくはきみが憎くてたまらないんだ！　きみの顔なんか二度と見たくない！　ぼくは一度ここまで思ってしまった！　きみの姿が視界に入るだけで反へ吐どが出ると！　何があっても、友だちには戻れない……！」

「……………………っ」

　なんで。どうしてだ。なんで言葉が出てこない。どうして何も言い返せないんだ。なんでこんなに、引きちぎられたみたいに胸が痛いんだ。

　今、友だちを失ったから、なのか……？

　違う。失ってなんかいない。幻次は友だちだ。何があっても、友だちだ。何があっても、友だちに戻れる。戻れるはずだ。おれは、だって、気にしないし。こんなの、なんでもない。もとどおりになったら、笑い話だ。あんなこともあったなって、みんなで笑って話すんだ。本当に？　そんなふうに話せるのか……？

　こんなに傷つけあって、何事もなかったかのように、水に流せるのか？

　おれは、できる。大丈夫だ。少なくとも、大丈夫だと思ってる。だけど、みんなは？

　できないと、幻次は言っている。たとえ皆人の力で憎悪を消したとしても、もとどおりにはなれないと。もう手遅れだと。

　司つかさが地じ響ひびきを立てて、木だの土だのを食べながら、近づいてくる。

　遠くに見える黄金色の光は、マリカだろう。

　どこかで火柱が上がった。マグマが噴ふきあがっている。幸こう子こがまた転んだのだろうか。

　叶かなえとブルマー仮面、いや、茂しげるは、まだオッサンを攻撃しつづけているのか。

　皆みな人とはぬかるんだ地面に両りよう膝ひざをついた。

　急に雨が上がって、雲が流れ去り、晴れ間がのぞいた。

「雨を降らせていた３年生が、誰かにしとめられたのかな？」

　──この、声は。

　皆人は声のしたほうに顔を向けた。

　イラカが濡ぬれそぼった髪をかきあげて、哀れむような目で皆人を見ていた。

「つまらないなぁ。皆人。きみもそう思わない？　あのままずーっと雨が降りつづいたら、大洪水になったかもしれないのにね。ノアの方はこ舟ぶねの話みたいに。そうならなくて、残念。だって、映画みたいでおもしろいでしょ？」

「……イラカ。おまえが──おまえのせいで……っ！」

「たとえ、そうだとしても」

　イラカは肩かたをすぼめてみせた。

「もう手遅れだよ？　わかるでしょ？　ちょっと考えれば、それくらい」

「……違う。違う！　そんなこと、ない！　手遅れなんて、そんなこと……！」

「そんなこと、なく、ないよ？」

「黙だまれ！　こんな憎にくしみ！　実体がないじゃないか！　ただおまえに憎しみのスイッチを押されただけで、本当は誰も、誰のことも、憎んでなんかいないんだから……！」

「そ。そのとおり。僕はスイッチを押しただけ。でもね？　憎しみなんて、そんなものなんじゃない？」

　イラカは両りよう腕うでを広げて、目を輝かせ、くるくる回った。

「憎ぞう悪おは、誰にでも備わってるシステム！　出口が見つかると、そこに向かって一気に流れてく！　無限に等しい、憎しみのプールから！　僕にはそれがわかる！　だって、僕を憎む理由なんて誰にもないのに、みんな僕を憎んだからね！　誰一人として、僕を憎むことにためらった人なんかいない！　違いは、ようするに、それだけなんだ！　たとえば親兄弟、子供や恋人を殺されたら、殺した人を憎むのにためらう理由はないでしょ！　みんな、そりゃそうだなって思ってくれるしね！　なんかこいつむかつくなっていうだけだと同意をえられないから、憎まないでおく！　憎しみを隠かくしておく！　でも、本当はちょっとしたことで憎しみはあふれるんだよ！　箍たがが外れれば、みんなためらいなく、憎んで、憎みあって、傷つけあい、殺しあいさえする！　憎悪は天からの授かり物！　すてきなすてきな贈り物！　みんな感謝して、愉たのしく憎みあわなきゃ……！」

「……おまえは」

　皆みな人とは膝ひざを手で押さえる。震ふるえている。膝も、手も。力が入らない。それでも、力をこめる。

　立ちあがる。

「おまえは、かわいそうなやつだ、イラカ。憎ぞう悪おに翻ほん弄ろうされて、それ以外、何も見えなくなってる。何が、憎にくしみには理由がない、だ。おまえが誰も彼もを憎んでるのには、ちゃんと理由があるだろ。みんながおまえを憎んだから、おまえもみんなが憎いんだろ」

「あははははははははははははははははははははははははははははははははは」

　イラカは額を押さえてけたたましく笑った。

「そうじゃないってば、皆人！　僕は今、だぁーれも憎くないよ？　憎んでるのは僕じゃなくてみんなでしょ？　嬉うれしいなあ！　みんな僕の思ったとおりに憎みあってくれて、ほんっとに最高だなあ！　とくに、１年10組のみんなは傑けつ作さく！　あの９組より性能が悪い連中の集まりなんて何の役にも立たないと思ってたけど──違ったよねえ！　おかしいとは思ったんだけど！」

「……おかしい？　おれたち、10組が？」

「そうだよ！　だってさ、僕が能力を抑おさえに抑えて９組だったわけだし、あの日ひ隅ずみ逆さか麿まろみたいな能力ともいえないような能力しか持ってない、種を植えつける価値もないやつも９組なのに、それより下なんておかしいでしょ？　そうしたら、違ったんだね！　10組の子たちが、憎しみに駆かられてどんどん進化していくところを見て、僕は確信したんだよ！　きみたちって、選ばれた生徒なんだよ！　入学時点の能力じゃなくて、潜在能力ポテンシヤル！　進化する可能性を持った子たちが、10組に集められてたんだね！　ようは、見栄えは決してよくないけど、素材としては一流ってこと！」



『……わかった』

　と、静しずか先生が皆人の肩かたに頭をこすりつけて言った。

『先生、花はな咲さきくんのこと、信じる。……クラス・エックスの力を』



　あのときはよくわからなかったが──もしかして、そういうことだったのか。

　巨大化した司つかさが、はおおおおおぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉん、と遠吠えのような声をあげて、もう危険なほど接近しつつある。

　マリカはすでに、黄金色の後ご光こうだけじゃなくて、その姿も見える。

　また隕いん石せきが二つ、三つ、あちこちに落下した。──幸こう子こは道に迷いでもしているのか、どこにいるのかわからない。

「何だっていいよ」

　幻げん次じが泣き笑いのような顔で、くびれが入った箱を見る。

「何がどうなってもいい。どうにでもなればいい。すべて消え去ってしまえばいい」

「……っ……っ……っ…………」

　くびれは箱が狭すぎて、ほとんど手を動かすこともできず、声を出す力すら残っていないみたいだ。ただ泣いている。

「──静しずか先生が、言ってくれたんだ」

　皆みな人とは両の拳こぶしを握りしめて、うなずいた。



『無責任に聞こえるかもだけどぉ……花はな咲さきくんなら、できると思うよ？』



「……おれになら、できるって。静先生は、おれたちの担任だからさ。おれたちのこと、わかってるはずだから。説得力あるよな。そう思うだろ、幻次」

「思わないよ、皆人」

　即答した幻次に、皆人は笑いかける。

「おれは思うんだよ。今、信じさせてやる。おまえにも、おれのことを。おれが終わらせる。おれは──ただの《平和主義者》じゃない、《平和実現者ピースメイカー》になってやる」

「わあ」

　イラカが拍手してみせた。

「期待しちゃうな。で、どうやって平和とやらを実現するつもり？」

「まずは……！」

　皆人はイラカめがけて突進する。

「仙せん宮ぐうイラカ……！　おまえを止める……！　おまえの憎ぞう悪おを、おれがきれいさっぱり浄化してやる……！」

　少し、妙みようだと思った。

　イラカはなぜ、逃げようとも、かわそうとも、迎撃しようともしないのか。

　自信があるのか。《主戦論者ウオークラフト》で《平和実現者ピースメイカー》を押し負かす自信が。

　じゃあ、やってみろよ。できるものなら、やってみせろ。

「勝負だ、イラカ……！」

　皆人はイラカに右手を突きつける。

　イラカも皆人に右手を向けた。

　二人の掌てのひらが、ぶつかる。

　いや、その前に、掌と掌の間で両者の力が衝突した。

　皆人の力は、青白い光。

　イラカの力は、どす赤い光。

　光と光が激突する。

　吹き荒あれる。

「く……っ！」

「ああ……！　これが皆き人みの力……！」

　イラカは目を細めて笑っているが、皆みな人とは今にも吹っ飛ばされそうだ。

　もちろん、これくらいで吹っ飛ばされたりしないけど。

　力のコントロールは、つみきの《神聖積木崩し少女セイクリツドメイデン》を突破したときに覚えた。

　やれる。

「おれの力……！　もっと強まれ！　もっとだ……！」

　念じろ。

　今まではイラカの力に押され気味だったが、ちょっと押し返した。

「へえ……！」

　イラカは唇くちびるを舐なめた。

「やっぱり！　見こんだとおりだ！　きみはすごいよ、皆人……！」

「おまえに褒ほめられたって、ちっともうれしくないんだよ……！」

「そんなこと言わないで！　僕ほどきみの価値を理解できる人間は、他にいやしないんだから……！」

















「ああ、もしかしたらそうかもな！　おれは、おまえをずっと苦しめてきた憎にくしみから、おまえを解き放ってやる……！」

「憎しみが僕を苦しめてきた……!?　おもしろいことを言うねえ！　僕はこれっぽっちも苦しんでないのに……！」

「おまえの心が悲鳴をあげてる……！　おれにはそれが聞こえる……！」

「それ、きっと空耳だよ……！」

　イラカが姿勢を前ぜん傾けいさせる。

　またイラカの力が圧力を増した。

　皆みな人とはあとずさりしそうになって、こらえる。

　まだ、いける。

「うおおおおおおおおおおぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉ……！」

「あはははははははははは！　すごいすごい、見てよ、皆人！　僕らの力が……！」

　イラカが何を言っても、気にしない。

　というか、よそ見をする余裕なんかない。集中しろ。

　イラカの力を打ち負かすことに集中するんだ。

　それだけに専念しないと──押される。

「──いや……！　おれは負けない……！　くおおおあああああぁぁぁぁぁぁぁ……！」

「うっ……!?」

　イラカがほんの少しだけ下がった。

「あは！　あはははは！　強いね！　皆人！　１年10組はほんとにすごいんだ……！」

「笑うな、イラカ……！　遊びじゃないんだ……！」

「遊んでるつもりなんかない！　僕は本気だよ！　こんなに本気になったことってないんじゃないかな……！」

「その本気のおまえを、おれは超える……！」

「それでこそ、だよ……！　憎みあって、競いあわなきゃ……！」

　イラカは右手に加えて、左手も突きだした。

「憎ぞう悪おをぶつけあって、競いあうことで、力は磨かれる！　向上する！　ときに、劇的に進歩する……！　そういうものだろ、皆人……！」

「──ぬぅあっ……!?」

　どんっ、と、車に撥はねられたような衝撃を食らった。

　よく踏ふみとどまることができたものだ。

　でも、今にも尻しり餅もちをついてしまいそうだ。

「つかねーよ……！」

　皆人も左手を前に出した。

「競いあうのがイラカ、おまえの望みなら、いくらでもつきあってやる！　だけど、勝つのはおれだ……！」

「違うよ、皆みな人と！　そうじゃない……！　僕の望みは競いあうことじゃなくて、競いあって、僕の力をさらに高めることなんだよ……！」

「──何……っ!?」

「今まで、きみみたいな人とは出会ったことがないからねえ！　僕と正反対の！　僕と相反する！　僕が黒だとしたら、きみは白！　ぴんときたよ！　きみと巡めぐりあった瞬間、僕の頭の中にこの絵が描かれた……！　きみは僕の前に高い壁かべとなって立ちはだかり、僕はきみという壁に向かって打ちよせる波となる……！　波は壁に弾はじかれて砕け、そのたびごとに高くなるんだ……！」

「何っ──何、言ってんだ、おまえ……!?」

「きみがいてくれて、よかったよ！　きみは僕への贈り物だよ！　すてきな、すばらしい、プレゼントだよ！　ありがとう、皆人……！」

　イラカがどんどん押しこんでくる。

「きみがすごければすごいほど、僕もすごくなる……！」

「──だから……っ！」

　皆人だって、負けてはいられない。

　押せ。押せ。

　押すんだ。

「それでも、おれはおまえを超えるって言ってんだろ……！」

　この光はいったいどこから出てくるのだろう。不思議なくらい、すさまじい量の青白い光とどす赤い光が、皆人とイラカの間で吹き乱れ、空に向かって渦うず巻まいている。

「いいや……！」

　イラカが唇くちびるの両端を吊つりあげて、両目を弓みたいに細めた。

「僕がきみを超えるんだよ……！　きみは踏ふみ台なんだ、皆人……！　きみのおかげで、僕は高く、高く、どこまでも高く跳とべる……！　きみのおかげで、僕は限界を超えて、僕の力は世界を包みこむ……！」

「──なぁぁぁぁぁ……っ……!?」

　皆人は歯を食いしばる。両足に、もちろん両手にも、力をこめる。ありったけの力を。

　だめだ。

　ちぎれる。全身が。細胞レベルにまで、それ以下にまで、分解される。存在が消し飛んでしまう。でも、そうなったら、どうなる!?

　クラスのみんなは、友だちは、家族は、近所の人たちは、これから出会うかもしれない者たち、出会わなくても幸せになってほしい人たちは、世界中の人々は、どうなる!?

　おれがここで耐たえなきゃ、どうなっちゃうんだよ!?

　おれが……おれが！

　──おれが、やるしか……！

「なごめぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇ……！」

「──────────────────────────────っっっっ……！」

　力と力が、お互いの声をかき消した。

　皆みな人とは自分の身体からだすべてを力に変えるつもりでイラカを圧倒しようとして、それは成功した。

　皆人の力がイラカをのみこんだ。

　──かに見えた。

「これだよ……！」

　崩くずれ落おちかけたイラカが、起きあがる。

　どす赤い光が爆発的にあふれて青白い光を乗り越え、百万匹の竜のごとく立ちのぼり、見る間に大空を染め抜いた。

「──え…………？」

　皆人は呆あつ気けにとられていた。

「ああぁぁぁぁ……！」

　イラカは赤と黒のまだらに塗りかえられた空を仰あおいで、その両眼から涙を流していた。

「ようこそ、僕の世界……！　こんなふうに実現するとは思わなかったなぁ！　ぜんぶ、ぜんぶ、皆人のおかげだよ！　ありがとう、皆人！　ありがとう、ありがとう……！」

「なっ…………」

「憎ぞう悪おが……！　この地球を席せつ巻けんする……！」

　イラカが何かに向かって手をさしのべるように両手をあげると、それが降りそそぎはじめた。

　どす赤い光の矢だ。

　幾いく十、幾百、幾千、幾万、幾億、それ以上のどす赤い光の矢が、地上に落ちてゆく。

　皆人は知るよしもないが、今、この瞬間にも、イラカが放った力は地球の成層圏に拡大して、刻一刻とその版図を広げていた。

　その力が雲だとすると、雲から生じる雨のように、無数といってもいい数のどす赤い光の矢が落下しているのだ。

　埼さい玉たま県けんで買い物途中の佐さ藤とうミヅ子こ（43）がその矢を浴びた。ミヅ子はエコバッグを引きちぎり、たまたま近くにいた散歩中の田た中なかボン造ぞう（73）に襲おそいかかって、馬乗りになった。驚おどろいてミヅ子を止めようとしたパトロール中の警察官、鈴すず木きムツ夫お巡じゆん査さ長（36）を、光の矢が直撃した。ムツ夫は突如として拳けん銃じゆうを抜き、ぶっ放した。

　インドでヨガのインストラクターになるべく修行中だった山やま本もとキナ代よ（35）は、光の矢を浴びてすぐ、らくだのポーズのまま奇声を発しながら、彼女を指導しているヨガ・マスター、プンギリット・シン（51）めがけて転がっていった。

　オーストラリアでエアーズ・ロックを眺めていたフランス人観光客のフィリップ・アドモワール（56）は、光の矢を浴びると、肩かたを抱いていた若かりし頃のカトリーヌ・ドヌーヴに似た愛人を突き飛ばし、罵ば声せいを浴びせながらその尻しりを蹴け飛とばした。観光ガイドのチャーリー・オースチン（31）も光の矢を受け、愛人を思いっきり蹴りあげたあと、フィリップを引き倒してマウントポジションをとり、その顔面を殴おう打だしはじめた。

　アメリカ合がつ衆しゆう国こくミシガン州の自宅、自分の部屋で、ベッドに寝転がり、ヘッドフォンでレディー・ガガの『ボーン・ディス・ウェイ』を聴きながらポテトチップスを食べていたナンシー・ブッチャードソン（17）は、矢を浴びるとヘッドフォンをぶん投げ、部屋を飛びだして、夫婦の営み中だった両親に躍りかかった。いきなり娘がボーン・ディス・ウェイを歌いながら噛かみついてきたので、ホラー映画好きの父親のジョージ（45）は「オーマイガッ、ゾンビー・ハザードッ！」と叫んだ。その直後、ジョージに組み敷かれていた彼の妻でナンシーの母親であるジェシカ（43）に光の矢が命中した。ジェシカはジョージに頭突きをお見舞いし、グロッキーになった夫の首に噛みついた。ジョージは弱々しい声で言った。「オーッ、ゾンビタイム・ハズ・カーム……」

　ブラジルで──

　ロシアで──

　アルジェリアで──

　スペインで──

　シンガポールで──

　ルーマニアで──

　イランで──

　ナイジェリアで──

　チリで──カザフスタンで──ベナンで──中国で──メキシコで──ベトナムで──アルゼンチンで──イギリスで──韓国で──ジャマイカで──ニュージーランドで──スイスで──タイで──リヒテンシュタインで──バハマで──フィジーで──アイスランドで──ブルネイで──

　世界中で、似たようなことが起こっていた。

　しかも、光の矢はやむことを知らない。

　野外で異変に気づいた者は軒のき下したに逃げこんだが、何の意味もなかった。光の矢は屋根やら何やらに妨さまたげられることなく、人々を貫つらぬいた。

　光の矢はスイッチを押しただけだった。

　憎ぞう悪おのスイッチを。

　おのれのうちでふくれあがる憎悪にあらがいきれず、人々は見み境さかいなく人々を攻撃しはじめた。

　平穏な日常は脆もろくも破は壊かいされ、紛争地域では飛び交う銃弾と砲弾が十倍にも百倍にも千倍にもなった。

「どう、皆みな人と？」

　イラカは総身から天空に向かって力を放出しつづけながら、滂ぼう沱だと涙をあふれさせつつも、晴れがましいとしか言いようがない表情で皆人に笑いかけた。

「これが！　これが！　これが……！　僕が望んでいた世界なんだ……！　みんな区別なく、一切差別することなく平等に、どこまでもどこまでも憎にくしみあって、仲よく、愉たのしく、潰しあう！　偽いつわりも、虚きよ飾しよくも、存在しない！　正直な、素直な、純粋な、すてきな、あまりにもすてきすぎる世界……！　きみのおかげなんだ、皆人！　僕はすごく、たとえようもなく、感謝してる！　きみがいてくれてよかった！　きみがこの世に生まれてくれてよかった！　ありがとう！　もし神さまがいるなら、キスしたい！　百万回キスしたい！　皆人のおかげだよ！　きみがいてくれたから、僕は乗り越えられたよ！　自分の限界を超えることができたよ！　僕も知らなかったな！　僕にここまでの力があるなんて！　地球を覆おおうほどの力があるなんて！　皆人のおかげだよ！　ありがとう、皆人！」

「……おれの、せい、なのか……？」

「違う、違うよ、皆人！　きみのせいじゃなくて、きみのおかげだよ！」

「おれが、いたからっ──」

「そう！　皆人がいたから、僕の望みは叶かなったんだよ！　僕だけじゃ、僕がいるだけじゃ、ここまではできなかったよ！　大好きだよ、皆人！　こんな気持ちは初めてだよ！　こんなふうに誰かを愛しく思ったことは一度もないよ！　出会ったばかりだけど、僕はきみが、きみのことが、きみのことだけは、本当に大好きだよ！　愛してるよ、皆人！　あははははは！　あははははははははは！　あははははははははははははは……！」

「やめろ……っ！」

　皆人は頭を抱えて身をよじった。周りの状況だけでも確認したい。いや、確認したくない。見たくない。こわい。──おれが。おれのせいなんだ。

　まんまと嵌はめられた。

　これがイラカの狙いだったのだ。

　最初から、イラカはこうするつもりだった。だから、イラカは９組の教室で皆人を連れて逃げる逆さか麿まろを、わざと見逃した。この舞台を整えるためだったのだ。

　もし、これで全世界が憎しみの炎に焼き尽くされて、滅ほろぶとしたら、その引き金を引いたのは──

「……おれだ」

　そのとき、どす赤い光の矢が皆みな人とめがけて落ちてきた。

　皆人はよけようとも思わなかった。よける必要なんかない。だって、憎ぞう悪おはすでに皆人の中に芽生えていた。──こんなことをしてしまった、自分自身に対する憎悪が。

　光の矢を浴びると、身体からだが震ふるえて、吐はき気けがした。目に映るものすべて、目に映らないものも、ぜんぶ不快だ。引き裂さいてしまいたい。何よりも、自分を。

　皆人はそうしようとした。顔面に爪つめを突き立てて、掻かきむしろうとした皆人の視界を、何かが横切ってゆく。誰かが。長い髪をふりみだして、女子生徒が。白いマスクをつけていないので、確証は持てないが──あれは……カモミール。二ふた林ばやし鴨かも美みか。

「仙せん宮ぐうイラカ……！　おまえの息の根を止めて、茂しげるくんをもとに戻す……！」

「へえ！　まだいたんだ！　鼠ねずみが一匹……！」

「カモミール、茂くんをずっと見守ってた……！　結論……！　おまえを殺す以外に、やさしい茂くんをとりもどす術すべはない……！」

「たとえ僕を殺したって、戻りはしないよ……！」

「やってみなければ──」

　カモミールはイラカに詰めよって、両手を刃物のように振るった。

「わからない……！　《剃刀の鴨美カモミールレイザー》……っ！」

「遅いんだよ……！」

　イラカはやすやすとカモミールの両手をかわして、その腹部に膝ひざ蹴げりをぶちこんだ。

　倒れこんだカモミールの顔を、イラカは愉たのしげに踏ふみにじる。

「憎にくむといい！　何もかもを憎め！　誰も彼もを！　無力なきみ自身を……！」

「ああぁぁぁぁぁぁあああぁぁぁぁあああぁぁぁぁぁあああぁぁぁあぁぁぁぁ……！」

　カモミールは両手で髪の毛をぐしゃぐしゃにした。その両手の指の爪は、剃刀のような切れ味を誇ほこる。髪の毛が切れた。めちゃくちゃになった。

「茂くん……！　カモミールはそれでも……！　あああぁぁぁあああぁあぁぁ……！」

　戦っている。カモミールはイラカの力と戦っている。茂を救いたいんだ。──救う。

　そうだ。

　おれはみんなを救いたい。

「──自分を憎んでる場合じゃないだろ……!?」

　自分自身の奥底から、どんどん、尽きることなく、あとからあとから噴ふきだしてくる憎悪を振りはらう。かきわける。皆人は自分の中へと入ってゆく。皆人は知っている。確信している。たしかに、この憎しみはもともと自分にあるものだ。憎悪は自分自身のものだ。でも、それだけじゃないんだ。おれは憎しみだけでできてるわけじゃない。おれだけじゃなくて、みんなそうだ。イラカだって。

　皆みな人とは荒あれくるう憎ぞう悪おの海を泳いで、それを見つけようとする。何度も溺れかける。そのたびに、仲間の、友だちの、大好きな人たちの顔を思い浮かべる。幻げん次じ。真ま田た部べ。オッサン。りゆ。きゆ。映うつる。歌うた野のさん。シゲ。サッチン。荒あら浪なみ。マリカ。逆さか麿まろ。来くる見み坂ざか。鏑かぶら城ぎ。静しずか先生。父さん。母さん。おばあちゃん。唯ただ士し。椎しい奈な。みんな。おれは救いたい。頼むよ。そのために、力を貸してくれ。ちょっとだけでいいから、力を。

　そして、皆人は見つけた。形のないもの。あたたかいもの。それがないと寂さみしくて、悲しくて、やりきれない。だからこそ、みんなに分けてあげたい。

　皆人は、自分の中にある、愛を見つけた。

「いっくぞぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉ……！」

　力はさらに進化する。

　加速して、拡大、拡散される。

「《愛こそすべてラヴイズオール》……！」

　それは、ぬくもりのある、色のない光だ。

　愛そのものだ。

「──こっ……」

　皆人が放出する愛に、イラカがたじろぐ。

「これは……っ!?　うあっ……！」

　愛がイラカを包みこんだ。イラカだけじゃない。カモミールも、幻次も、くびれも、つみきも、司つかさも、マリカも、茂しげるも、叶かなえも、オッサンも、幸こう子こも、りゆも、きゆも、映も、鏑城も、逆麿も、静先生も──学長天てん命めい胤たね高たかも、ガラス壁をぶっ壊して胤高を殴なぐりつづけていた大おお和わ田だ四し万ま男おも、私し立りつ天てん命めい学がく園えんの全生徒、全職員を、学園がある階きざ市はしの全市民を、埼さい玉たまの佐さ藤とうミヅ子こを、田た中なかボン造ぞうを、鈴すず木きムツ夫お巡じゆん査さ長を、日本全国民を、インドの山やま本もとキナ代よを、プンギリット・シンを、オーストラリアのフィリップを、その愛人を、観光ガイドのチャーリーを、アメリカのナンシーを、ジョージを、ジェシカを、世界中の人々を、地球にいるすべての人々を、皆人の愛がくるんだ。地球を包むイラカの力、憎悪のどす赤い光を、皆人の愛がとかしていった。

　人々は争いをやめた。

　振りあげた拳こぶしを下ろして、銃を置いた。

　無人機の操そう縦じゆう席で爆撃の指令を出そうとしていた指を引っこめた。

　そばにいる者の目を見つめた。

　一人でいる者は、空を仰あおいだ。

　空が見えない者は、自分の掌てのひらに目を落とした。

　それすらできない者は、ただ静かに目をつぶった。

　彼らは、彼女らは、そこに見つけた。

　自分自身の、あまねく人々の、愛を。

　のちに、短い狂乱のあとで始まった、戦争と一切の犯罪行為が行われなかった一時間を、《束の間の奇跡パツシングミラクル》として、全世界の人々が記憶することになる。

　奇跡は、だが、たった一時間で終わってしまったのだ。



　　　　　　　　　★



　復旧作業のため、当分、休校だということはもちろんわかっている。でも、家にいても暇ひまだし、学校にきてはいけないと言われているわけじゃない。

　学校の敷しき地ち内には重機がたくさん入っていて、作業員も大勢いた。13号校舎は、三階と玄関こそひどい有あり様さまだが、中に入ることはできた。一階にある１年10組の教室はきれいなもので、自分の席につくと、大変なことがあったなんて思えない。

　頬ほお杖づえをついて窓まどの向こうを眺めていたら、教室のドアが開いた。

「……きてたの」

　と言われて、そっちこそ、と思ったが、うなずいておいた。

「うん。まあね」

　彼女は教室に入ってきて、隣の席に腰こしを下ろした。

　しばらく二人とも黙だまっていたが、彼女が椅い子すを、ガガッ、と近づけてきた。

　もう、ずいぶん近い。

　二人の距離は、37センチに満たないだろう。

「……ほんとに、こうやってあなたのそばにいるのに、何も感じない」

「でしょ。自分ではよくわかんないし、実感はないんだけど。あれ以来、みんなそう言うから、ああ、そうなんだなって。どうも、なくなっちゃったっぽいね。おれの力」

「まだわからないでしょう。そのうち、戻るかもしれないし」

「どうなんだろ。どっちでもいいんだけどね、おれは。あ、そうでもないか。力がなくなっちゃってるとしたら、この学校にいられるのかっていうのは、気になるかな」

「そうね……」

　不意に、彼女の頭が肩かたにもたれてきたので、ちょっと驚おどろいた。びっくりしたが、いやではなかったから、そのままでいた。

「花はな咲さき。あなたがいなくなってしまったら、とても困る」

　そうしてマリカは、皆みな人との腕うでに手をかけて、その指に少しずつ力をこめた。引き止めようとするみたいに。

　そんなことしなくても、おれはどこにも行かないよ。

　皆人としてはそう言いたいところだが、学校側に放りだされたらどうしようもない。

「やめなくてすめばいいんだけど」

「やめさせたりしない。花はな咲さき」

「何？」

「ごめんなさい。いろいろと」

「謝ることないって。しっかし──」

　皆みな人とはため息をついた。頭がぼうっとしてしょうがない。それでいて、胸が激しく高鳴っている。マリカにこんなふうにされたら、誰だってこうなるだろう。いつまでもこうしていたいと願わない者は一人もいないはずだ。

　と、またドアが開いて、幻げん次じが入ってきた。なんだか気まずい。皆人とマリカはどちらからともなく離れた。

　幻次は笑みを浮かべて近づいてくる。

「邪魔をしたかい」

「いや、べつに……」

　皆人が首筋を掻かきながら立ちあがると、幻次が拳こぶしを突きだした。皆人はその拳に自分の拳を打ちあわせてから、幻次がそんなことをするなんてめずらしいと思った。実際、幻次は照れくさそうだった。

「慣れないことはするものじゃないね」

「いいんじゃない？　たまには」

「そうかな」

「うん」

　皆人は幻次の肩かたを叩たたいた。これでもとどおりだって、幻次が思ってくれればいいけど。もし、まだ幻次がそう思えないのなら、明日、思えるようになればいい。明日が無理なら、あさって。あさってでもだめなら、しあさって。一週間後でも、十日後でも、一ヶ月後でもいい。

「ほにょー？　りゆなのー」

　幻次が開けたままにしていたドアから、りゆが顔をのぞかせた。それから、きゆも。

「声がすると思ったら、いたんですね。休校なのに、なぜいるんですかね。不思議でしょうがないかんじですけど」

「……そ、そうだよね」

　別の声がしたと思ったら、映うつるだった。映はいつの間にか自分の席に座っていた。

「みんな、なんで学校きてるのかな……ぼ、僕もなんだけどね……ていうか、気づいてもらえなかったんだけど……」

「あ、悪い、映」

　皆人がとっさに謝ると、映は身を縮めて、

「い、いや……ほんとはあの、教室のぞいたら二人きりだったから、《精神迷彩カモフラージユ》で隠かくれてこっそり……の、のぞき見するつもりじゃなくて、なんていうかその……」

「二人きり……っ!?」

　りゆときゆを突き飛ばす勢いで、くびれが教室に駆かけこんできた。

「ふ、二人きりって、どういうことですかっ!?　だ、誰と誰が二人きりだったんですか、もしかして、皆みな人とさんと清せい浄じよう院いんさん……っ!?」

「そうだけど？」

　マリカが、なぜか挑戦的な態度でそう言って、髪をかきあげた。そうすると、その髪の毛の一本一本まで宝石みたいにきらめいて、目を離せなくなる。

「たしかにわたしと花はな咲さきは二人きりだったけど、それがどうかした？」

「ど、どうかしたってっ！　どうかしますよっ!?　するに決まってるじゃないですかっ」

「──みんな、見てくれ……！」

　いきなりやたらとでかいものが教室に飛びこんできた。何かと思えば、叶かなえがオッサンに肩かた車ぐるましてもらっている。叶は頬ほおを上気させて、目をキラキラさせていた。

「オッサンがあたしのロボになってくれたんだ……！　あたし専用の！　すごいだろ、ロボだぞ、ロボ！　あたしのロボ……！」

「ロボッ！　ローボッ！　ロボロボロォーボッ！」

　オッサンは目をピカァッと光らせて、ややぎこちない動きでいろんなポーズをとってみせる。関節部から蒸気みたいなものも噴ふきだしていて、本格的にロボだ。というか、そこまでいったらもう完全に人間じゃないような。

「……よ、よかったね」

　皆人が顔を引きつらせて言うと、叶は「うんっ！」と力いっぱいうなずいて、

「よし！　ロボ！　走れ！　跳とべ！　そうだ！　よーし、いいぞ、ロボ！　おまえはいいロボだ、最高のロボだ……っ！」

「ロボーッ！」

「いいなぁー。りゆもほしいよーぅ、ロボぉ……」

　りゆが人差し指をくわえてうらやましがると、きゆが姉の頭を撫なでて、

「よしよし。あとできゆが、りゆ専用のロボになってあげますからね」

「おはふあよひようふ」

　と、司つかさがせんべいをバリバリ食べながら、教室に入ってきた。大きさは普通、というか、むしろ小柄なくらいだ。そのときによって若干増減はあるが、食欲を抑よく制せいしつつ、あまり大きくならない程度にコントロールできるようになってきたらしい。司はクラスメートたちを見まわして、

「やっぱはりひ、みひんなはいひたは」

「──ちょっと待てェーイッ！」

　ズササーッと、スライディングして教室に入ってきた茂しげるは──誰かを背負っている。というよりも、ショートカットで細身の女子生徒が、茂の首に両りよう腕うでをがっちり絡めて、しがみついていると言ったほうがいいだろうか。茂は自分を親指で示して、

「みんなと言うには、足りてねえメンツがいるだろうがッ！　たとえば、この俺だッ！」

「背後霊がついているよ」

　幻げん次じに指摘されると、茂はビンビンに逆立っている髪の毛をさわりながら頬ほおを染め、

「こ、これは……アレだ。背後霊じゃなくて──って、背後霊とはご挨あい拶さつだなッ！　俺の彼女に向かってッ！」

「「「「「「「「「「彼女……っ!?」」」」」」」」」」

「ヘイヘーイ。何を驚おどろいてやがんだよ、おまえら。彼女の一人や二人いたっておかしくねえだろ？　何しろ、俺なんだぞッ？」

「……茂くんと熱愛をスタートさせた、カモミールです……よろしく……」

　カモミールがぺこっと頭を下げると、皆、他にどうすることもできなくて、とりあえず頭を下げた。

「……ていうかさ」

　皆みな人とはポケットの中で振動しはじめた携帯電話に手をやりながら、

「前はマスクしててわからなかったけど、カモミールって、かわいいよな。素顔。その髪型もすっげー似合ってるよ」

「ぽっ……」

「花はな咲さきィッ！　てめえにはやらねえぞッ！　カモミールは俺のモンだッ！」

「や、ちょうだいとか誰も言ってないだろ……」

「足りないといえば」

　幻次が教室に視線を巡めぐらせて、

「大おお鳥とりさんはきてないね」

「ああ……」

　そうこう言っているそばから、廊ろう下かのほうで「ひぎゃっ」という幸こう子この悲鳴が聞こえてきた。また転んだのか。皆人は目を剥むいた。

「──って、やばっ……！　みんな、伏ふせろ……！」

　窓まどの外が明るくなった。光。隕いん石せきだ。どこかに落ちた。衝撃。窓ガラスがぜんぶいっぺんに割れた。悲鳴。

　ややあって、静まりかえった教室に、幸子がひょこひょこ入ってきた。

「ごめんね、みんな。こーこ、またこけちゃった。てへっ」

「……てへっ、じゃないよ」

　皆みな人とは起きあがりながら携帯電話を見た。メールだ。差出人は、さかまろ。

「気をつけてくれないと、世界終わるって、サッチン……」

　本文を確認しようとしたら、幸こう子こが、

「にゅえっ!?」

　と奇声を発した。見れば、幸子の目玉がギューンと飛びだしている。

「シ、シ、シ、シ、シゲくん、何かにとりつかれちゃってるけど……っ!?」

「ああ？　またソレかよ」

　茂しげるはめんどくさそうに視線でカモミールを示して、

「霊とかじゃねえっつーの。こいつは俺の彼女だッ」

「……きのこ？」

「きのこじゃねえよッ。の、しかあってねえじゃねえかッ。彼女だ、カ・ノ・ジョッ！」

「かの、じょ……ええええええっ!?　シゲくん、オバケとつきあってるの……っ!?」

「オバケじゃねえッ！　ちゃんと生きてる、れっきとした人間だッ！」

「……カモミールです。茂くんと、幸せな家庭を……築きます……うふっ……」

「そ、それは気が早はええと思うけどなッ!?　いくらなんでもッ！」

「……ふぇぇぇぇぇぇえええええぇぇぇぇえええぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇ……」

　幸子は情けない声を出しながら、へなへなとへたりこんだ。

「……シゲくんが、彼女……結婚……幸せな家庭……シゲくんが……」

「こーこちゃん……」

　マリカが幸子の隣にしゃがんで、よしよし、と頭を撫なでている。幸子はずいぶん落ちこんでいるみたいだが──なんで？　皆人は首をひねって、

「もしかして、サッチン、シゲのこと好きだった……とか？」

「のぇっ!?」

　幸子が目をいっぱいに見開いて、皆人のほうを見た。

「こーこ、シゲくんのこと、好きだったのっ!?」

「や、だったのかなーって。ていうか、サッチン自身のことだろ……」

「さっすが10組！」

　と、つみきがだるそうな鏑かぶら城ぎを従したがえて教室に入ってきた。

「みんないるね！　ほら、全員いたでしょ、テッチー。賭かけはつみきの勝ちっ！　あとでジュースおごってよね！」

「へいへい、わかりました……つか、なんでいるんだよ、てめーら……」

「おはよ、来くる見み坂ざか、鏑城」

　皆人が声をかけると、つみきは「おっはよーっ！」と跳とびはねる勢いで挨あい拶さつを返して、鏑城は「おう」と軽くうなずいた。

「でも、ほんと──」

　学校は休みなのに、こうやってここでみんなと顔をあわせられるなんて、思ってもみなかった──わけでもないあたりが、けっこうすごい。みんなくるんじゃないかと、じつはちょっと思っていたのだ。少なくとも、期待はしていた。

　皆みな人とは力をなくしてしまったのかもしれないが、大切なものは何一つ失っていない。これからも失いたくないし、失うつもりもない。

　携帯電話に目をやって、逆さか麿まろからのメールを一読した。『前略　夢ゆめ見みヶが原はら・堂どう本もと両教諭と協力しつつ調査を進めておりますが、あの日行方ゆくえをくらましたイラカの足どりは依い然ぜんとしてつかめず。また連絡します。日ひ隅ずみ逆麿』。

　幻げん次じが気づかわしげな顔で皆人のほうを見ている。

　皆人は笑ってみせた。

「なんでもないよ」










あとがき



「じつは最近、筆の運びがあまりよくないんですよね……」と、ある日、担当編集者Ｉ氏に電話で相談してみました。

「調子悪いってこと？　へえ。それは困ったね。何かやってみたら？」

「何かって？　たとえば、ヘモグロビン体操でヘモグロビンを増やすとかですか？」

「知らねーよ。何だよ、ヘモグロビン体操って。初耳だよ。何やら特別な響きだけども」

「そうですか。僕もです。今、初めて聞きました」

「自分で言っといて何なんだよ。シメるぞ？　まあ……そうだな。やっぱりテンションだな。大事なのはテンション。テンション上げるためにコスプレでもして書いてみたら？」

「ほう。Ｉ氏はコスプレするとテンション上がるんですね」

「た、たとえばだよ、た、と、え、ば！　そういう方法もあるんじゃないかって……」

　僕はさっそく試してみることにしました。コスプレ関係のお店について調べて衣装を買ってきたのです。しかしなかなか勇気が出ません。僕はＩ氏に電話しました。

「あの……衣装を買ってきたんですが、一人ではちょっと……一緒にやりません？」

「はあ!?　なんで俺までコスプレしなきゃならないんだよ!?　意味不明なんだけど!?」

「担当編集者じゃないですか。やってくれなきゃ、逃げますよ、僕」

「……その落ちつきはらった声音。さては本気だな、十じゆう文もん字じ。俺を脅す気か？」

「協力してほしいと言ってるんです。やりましょうよ、コスプレ。原稿のために」

「しょうがない……ちょっと待て。じゃあ、衣装はこれにするか……」

「あれ？　衣装、あるんですか？　手て許もとに？」

「な、ないよ!?　あるわけないじゃん？　俺、コスプレイヤーじゃないし？」

「でも、今……まあいいや。じゃあコスプレした証拠。写真撮って、送ってください」

「写真!?　いやそれはちょっと……個人情報保護法の絡みとかもあって……」

「送ってくんなきゃ、逃げますよ、僕」

「脅す気か！」

　──というわけで、僕にすてきなコスプレ写真を送ってくれた担当編集者のＩさん（テンション上がりました）、最高のイラストを描いてくださったしらびさんをはじめ、本書の制作、出版、販売に関わったすべての方々、そして今、本書を手にとってくださっている皆様に愛と感謝をこめつつ、筆を置きます。またいつかお会いできたらうれしいです。
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